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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…８







第一章　招待状







　これよりカタリナ・クラエスたちによる脳内会議を開幕します。

　議長カタリナ・クラエス、議員カタリナ・クラエス、書記カタリナ・クラエス。

　皆で、破滅フラグを乗り越えるために話し合いましょう！

『では、まずこれまでの状況をおさらいしましょうか』

『そうですね。では、記憶が戻ったあたりからいきましょう』

『はい。カタリナ・クラエスは八歳の時、城の庭を散策中に岩に頭をぶつけて前世の記憶を思い出しました。それは日本の田舎いなかで普通のサラリーマン家庭の長女として野山ですくすく育ち、やがて立派なオタク女子高生に成長したというものでした』

『そんな前世は不運な事故で若くして終わっちゃったけど、今世では公爵令嬢に転生、サラサラの茶色い髪に水色の瞳ひとみの容姿は、前世の平凡狸たぬき顔よりも美人。ただ吊つり上がった目と薄い唇がきつい印象だな～と思ってたら』

『その後に大変なことに気付いちゃったのよね』

『そうなんです。その後にすごいことに気付いてしまったんです。それは転生したこの世界が前世で亡くなる前日までやっていた乙女おとめゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の世界であるということです。おまけに転生したカタリナ・クラエスはそのゲームの悪役令嬢だったのです』

『魔力を持つ者が十五歳になると必ず入学しなければならない魔法学園、そこで攻略対象である第三王子の婚約者として主人公をいじめ抜く悪役であるカタリナ、待ち受ける運命は主人公がハッピーエンドで国外追放、バッドエンドで死亡という破滅しかない最悪な人物。そんな人物に転生してしまったのよ』

『それに気付いたカタリナは、頑張りました。破滅フラグに立ち向かうべく、来きたる十五歳のその時まで対策を立てて努力を重ねました。そして満を持して乙女ゲームの舞台である魔法学園に入学したのです』

『魔法学園に入学したカタリナはゲームの主人公であるマリアと出会って……すっかり仲良くなったのよね。それでなんだかんだありつつ、結局、ゲームはまさかの友情エンドで終わって無事に破滅を乗り越えたのよ』

『一部、すごく適当に説明されましたが、まぁ、だいたいその通りですね』

『そして無事に破滅を乗り越えたカタリナは、偶然、闇やみの魔力を得てしまったなどの理由で魔法省に入省したのです』

『国で一番人気の就職先へ入れて将来安泰とカタリナは喜んだんだけど……続編である『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲⅡ』がこの魔法省を舞台に繰り広げられることがわかったのよ』

『元々の攻略対象たちに加え、新たに追加された攻略対象たちとの恋を育はぐくむという新たなゲーム、そこまではよかったのですが……このゲームで悪役令嬢カタリナが返り咲いて、再び破滅の道を進むということもわかってしまいました』

『そうなのよ～～～!!　悪役令嬢カタリナがまさかのカムバックで、乗り越えたはずの破滅フラグが再びやってくるのよ～～～～』

『せっかく、のんびりと過ごしていけると思ったのに、いやだ～～～～！』

『皆さん、落ち着いて。気持ちはわかりますが、まずは話を進めましょう』

『そ、そうね……。え～と、そんな風にまた破滅の危機が訪れた訳だけど、もちろん破滅に屈するつもりはないわ！　また対策を立てて戦うことにしたのよ！』

『魔法道具研究室に勤務しながらも、破滅フラグ対策として破滅をもたらすかもしれない新キャラの動向を探るなどカタリナは頑張りました』

『でも、なぜか闇の魔法関係のものがどんどん集まってきて少し不安になったりしたけど、友人たちの『ずっと傍そばにいます』という言葉で励まされて、また色々と頑張っているわ』

『……というのが、これまでのカタリナの軌跡ですが、今後はどのようにしていくのがいいと思いますか？』

『とりあえず、新キャラであるサイラスやデューイとはそれなりに仲良くなったし、ソラとは元々、親しいし、色々と話を聞いて今後もその動向を探っていきましょう』

『賛成です。それから投獄された時用に鍵かぎ開け脱獄の勉強も始めましょう』

『そうね。それ大事ね。あともしものために剣の訓練もしておく。また切りつけられる破滅もあるかもしれないしね』

『賛成。今回はゲームを実際にしていないから情報が少なくて、破滅がどうもたらされるのかわからないから、色々としておきましょう！』

『あ、ポチの訓練もしなきゃだったわ。やられそうになったら吠ほえて威い嚇かくしてくれるように』

『することはいっぱいですね。仕事では、例の『闇の契約の書』も読み解いていかなきゃいけないですしね』

『『　……　』』

『え、なんで皆さん、黙ってしまったのですか？』

『……いや、あまり思い出したくない話をされたので思わず』

『はぁ～、『闇の契約の書』の訳やく……つらいわ～、早く前みたいな荷物運びやお掃除の業務に戻りたい』

『それはその通りですが……でも、頑張らなくては』

『……そうね』

『ええ、じゃあ、今日の会議はここまでにして、『契約の書』の訳に戻りましょう』

『『　……はい　』』










「カタリナ様、どうかされました？」

　目の前で、金色の髪に青い瞳の美少女マリアが心配そうにこちらをうかがいながらそう聞いてきた。

「あ、ちょっと現実から逃避して脳内会議を……じゃなかった少しボーっとしてて」

　私は頭を掻かきつつそう答えた。

　ただ今、私とマリアがいるのは魔法省にいくつかある会議室の一室だ。

　私たちはここのところ、この会議室を貸し切り数日前に手に入れた古いにしえの魔法の一つである契約の書について調べている。

　魔法省の外れにあった庭園跡で発動した古の魔法、不思議な空間に迷い込んだ私とマリアはそれぞれ『闇の契約の書』と『光の契約の書』を手に入れた。

　それは失われた古の魔法について書かれたもので、手に入れた人物にしか読むことができない代物なのだ。そして読めてもそれをそのまま書き写すこともできない。よって、この書物を唯一読める私とマリアは各おの々おのの契約の書の解読にいそしんでいる訳なのだが……。

「はぁ～、全然進まないわ」

　私は大きなため息と共にそう呟つぶやく。聞きとめたマリアが、

「私もです。ここに書いてある古字は学園で習ったものよりさらに古いですから、なかなか読み解けませんよね」

　そう同意してくれたが、マリアと私の進まないはレベルが違う。

　マリアは学園で習った古字をしっかり覚えているが、それより古い文字が所々に出てくるので苦戦しているという状態であり、一方、私は学園で習ったはずの古字をまったく覚えておらず、すべてに苦戦しているという状態なのだ。

　そのため、マリアがもう数十ページを読み進め、いくつかの古の光の魔法を読み解いたのに対し、私はまだ数ページ、注意書き的なところから前に進めていない。まだ古の闇の魔法が書かれたページまでの道のりは遠い。

　しかもこうして会議室で延々と辞書や資料を調べながらの作業が、基本アウトドア系で頭は使いたくない系女子である私にはかなりつらい。じわじわと精神力を削っていく。そのせいなのか本の解読スピードもドンドン落ちていっている。

　そうして本日もまた注意書きから脱することができないままに一日を終えた。

　本日の成果を部署の上司であり、この作業の監督的役割でもあるラーナに報告し、魔法省の寮に戻るマリアと別れ帰宅の途につく。ちなみにマリアの帰りの供はデューイがしている。

　そして私は、同期で同僚のソラが馬車まで送りに来てくれる。

「はぁ～、疲れた～」

　魔法省の出口までの道のり、ため息をつきっぱなしの私にソラは、

「本当に机に座っての仕事が苦手なんだな」

　と呆あきれたような顔で言ってきたので、

「そうなのよ！　もうこんな風に机で仕事するくらいなら、炎天下の中で畑を耕している方がどんなにいいか」

　と力強く言うと、

「貴族令嬢が炎天下で畑仕事って」

　と今度は爆笑される。

　そんなに笑うようなことかしら？　と首をかしげながら笑うソラと共に歩みを進めていると、向かい側から何人かの女性職員がおしゃべりしながら歩いてきた。

　もう勤務は終わりの時間なので、彼女たちもおそらく自分の部署に戻る途中なのだろう。

「お疲れ様です」

　面識はない人たちだったが社会人のマナーとして挨あい拶さつをするとあちらも、

「お疲れ様です」

　と返してくれたのだが、そのうちの一人がソラの顔を目にすると「きゃ」と小さく声をあげて、

「あのどうも、今日はありがとうございました」

　赤い顔でソラにそう声をかけてきた。

　それは少し鈍い私でもわかる好意の感じられる態度だったが、当事者であるソラは、

「いえ。お気になさらず」

　そうあっさり返すとお辞儀をして、スタスタと歩き出した。

　私も慌ててその後を追ったが、背中にはまだ彼女の視線を感じる気がした。

「ソラ、あの人は知り合い？」

　追いついたソラにそう尋ねると、

「今日、荷物運び中に困ってるのを見かけて少し手を貸した」

　そんな答えが返ってきた。

「ああ、それでありがとうございますなのね」

　とそこは納得したが、

「でもまだ色々と話したそうだったけど？」

　好意をありありと浮かべた顔に『もっと話したい』って書いてあったぞ。しかし、

「俺おれの方にはもう特に話すことはなかったからな」

　ソラは少し肩を竦すくめ、さらりとそんな風に言った。

　うむ、これがモテ慣れた男なのね。その手慣れた感じに私は感心した。

　ソラこと、ソラ・スミス（ちなみにスミスは我が部署の上司ラーナが適当につけた偽名）は私の頼れる同期というだけでなく、Ⅱの攻略対象でもある。そのため他ほかの攻略対象たちと同じくかなりの美形だ。

『青い髪に瞳、そしてその仕草が色っぽくて素敵』と魔法省内でも密ひそかに人気が出てきていると教えてくれたのは、部署の先輩である心は乙女、身体からだはマッチョ男子のローラ先輩だ。

　しかし、私はと言えばそれを聞いてようやく『そういえばソラって美形だったんだ』と思い出したのだ。

　私、子どもの頃ころから美形ばっかりに囲まれて暮らしているせいで、カッコいいとか色っぽいとかマヒしてきているとこあるんだよな。

　そんなことを考えながら、隣に並ぶ顔を見つめていると視線に気付いたソラが、

「俺の顔に何かついてるか？」

　と怪け訝げんそうに聞いてきたので、

「いや～、改めてソラってモテるんだな～、綺き麗れいな顔してるもんな～と思って」

　と考えていたことをそのまま言うと、

「なんだそりゃあ」

　と眉まゆをひそめられた。

「あ、でもモテるのは、顔だけじゃなくて性格がいいのもあるよね」

「はぁ、俺の性格がいいって本気で言ってんのかあんた？」

　ソラはさっきよりも眉をひそめたけど、

「え～、ソラは面倒見よくて、すごく優しいじゃない。私はソラが同期の同僚で本当に助かったと思っているわ」

　私は日頃の感謝も込めて「いつもありがとう」と笑顔で言ったのに、ソラときたらそっぽを向いて、私の頭に手を置いてぐしゃぐしゃにしてくれた。

「わぁー、なにするのよ！」

　ソラはよくこうして私の頭をぐしゃぐしゃにする。

　理由を聞くと「丁度、そこに頭があったから」とか返すのだけど、なんだその理由はと思う。

　今なんて、私が改めて日頃のお礼を言った感動的な場面であり、決して頭をぐしゃぐしゃにしてふざける場面じゃないと思うんだけど、しかもぼそっと小声で言われたのは、

「アホ、天然」

　というなぜかの悪口だったので、私は頬ほおを膨らませて夕日に照らされて赤い顔になっているソラの頭を背伸びしてぐしゃぐしゃにしてやった。

　ただ、いまいち背が足りずやられたほどぐしゃぐしゃにできなかったのだが。

　そんな風にソラと頭ぐしゃぐしゃの攻防を繰り返すうちに門に到着した。

　まだ夕日のせいで赤い顔のままのソラに、

「また明日」

　と挨拶して馬車に乗り込んだ。

　馬車の中で背伸びをしたり肩を回したりストレッチをする。もうこの数日の書類仕事で肩が凝り固まっている。

「あ～、毎日毎日、辞書や資料とにらめっこ。少しは違うことがしたいな～」

　そんなことを呟きながら、私は本日も日課である魔法省から家までの馬車中での睡眠タイムに突入した。

　まさかこの後、呟き通りになるとは夢にも思わずに。







　クラエス家の屋敷に戻り、自室でゴロゴロして今日の疲れを癒いやしていると、お父様に呼び出された。

　お母様にはよく呼び出されてお説教をくらっているが、お父様に呼び出されるなんて非常に珍しい。

　なんの用事だろうと不思議に思いながら書斎に赴くと、お父様はどこか悲壮な顔をして待っていた。

　溺愛する妻によく似た娘を目に入れても痛くないほど可愛かわいがっているお父様は基本的に娘の前ではデレデレとした笑顔だ。

　娘が泥まみれでもヘビを掴つかんでいてもそれは変わらないような人が、娘の前でこんな顔をするなんて、一体、何事だろう。

　その異様な事態に私はごくんと喉のどを鳴らして向かい合ったお父様に尋ねた。

「お父様、お話とはなんでしょう？」

　お父様は悲壮な顔のままゆっくり口を開いた。

「実は二年に一度、行われている近隣諸国の王族貴族の会合が今年は我がソルシエ王国で開かれることになっているのだが」

「へぇ～、近隣諸国の王族貴族の会合ですか」

　なんだか大変そうな行事だな。

　でも、公爵家の当主であるお父様ならそんな行事もそれなりにこなしてきているだろうに、なんでこんな悲壮な顔でそんな話を告げてきたのだろうと不思議に思っていると、

「その会合にカタリナも参加するようにとお達しが今日ついにきてしまった」

　お父様がそう続けた。

「え、私が？」

　私はだいぶ驚いた。

　自慢じゃないが、そういった他国も関わるような大変そうな行事に行ったことは今まで一度もなかったのだ。

　ジオルドやアランなんかは王族であるため、何度かそうした他国との外交に駆り出されていると聞いていたが、私にお声がかかったのはおそらく初めてだ。

「そうだよ。近隣諸国の王族が皆、集まるので、こちらでも身分の高い者はその交流、もてなしに駆り出されるんだ。カタリナが小さい頃にもあったけど、あの時はまだ幼すぎて声なんかかからなかったんだよ。だけど今は成人しているし、それに第三王子の婚約者でもあるからやはり参加しない訳にはいかないようだ」

　そう言うとお父様は大きなため息をついた。

　つまりは、ジオルドの婚約者としてその会合に出ればいい訳なのね。

「え～と、わかりました。その会合に参加すればいいのですね。それでなんでお父様はそんな難しい顔をされてるのですか？」

　私がそう問いかけると、お父様はカッと目を見開いた。

「いや、カタリナ、簡単に参加すると言うけれど、会合には各国の王族貴族が集まる。とても格式高い場所で、失礼があってはならない場所なんだよ」

　机から立ち上がりすごい勢いでそう言った。

「は、はぁ」

　勢いに押されつつそんな風に返事をすると、お父様の顔がさらに曇くもった。

「あのね。私はカタリナを素晴らしい娘だと思っているよ。元気で明るくて、なんにでも前向きで」

「あ、ありがとうございます」

　なぜか急に褒められた。今日のお父様は言動がなんだかおかしい。

「ただ、ただね。カタリナ、君はあまり勉強やマナーは得意ではないだろう」

「うっ、それはその通りです」

　今度は駄目出しされた。

　しかし、それはまごうことなき事実であるので肯定するしかない。

「そして、君はだいたい舞踏会に出ると必ず何かやらかしてくれるよね」

「……そうでしたっけ？」

「王子たちの成人の舞踏会では泥酔して、この間の卒業パーティーでも城を駆け回ったと聞いているけど」

「それは、まぁ、その通りですけど……」

　色々と事情があったとはいえ、そう言われればその通りだ。

　お父様はまた大きなため息をついた。

「だからカタリナ、君はとてもいい子だけど格式高い会には、あまり向かないと思うんだ。それとなく上の方にも伝えてみたが、やはり招集は免れなかったようだ」

　そう言ったお父様の顔には深い疲労が見えた気がして、なんだかすみませんという気持ちになった。

　確かに、私、そういうの苦手だし、そんな近隣の王族貴族が来るような面倒そうな会にはできれば出たくはない。

「どうしても出ないといけないでしょうか？」

　なんだったら仮病を理由に休めないだろうか。

「う～ん、王族から直々に招待状が来ているからね」

　お父様は頭を押さえつつ、唸うなるように言った。

　やっぱり欠席は厳しいのかしら、それじゃあ思い切って、

「いっそ、カタリナ・クラエスの偽物を送り込むとか」

「……うん。それも厳しいかな。とりあえず、今後の対策は私が考えるから、カタリナは会合に出なきゃいけないと覚悟をしておきなさい」

　お父様は疲れた顔でそう言うと、私に部屋へ戻るように言った。

　ちなみにこういう時にはいつも一番に出てくるお母様はと言うと、招待状が来た時点で心労から寝込んでしまっているらしい。いや、どれほどだよ、お母様。

　部屋へと戻る廊下を歩きながら、先ほどのことを考える。

　近隣の王族貴族大集合の会合、すごく面倒そうだ。

　嫌だな……というかもしかして、これって契約の書の解読に疲れて違うことがしたいなんて思ったせいかな。

　違うことってこういうことを望んだんじゃなくて、もっと休憩的なのんびりしたことを望んだはずなのにな。

　はぁ～と深いため息が出てきた。

「お帰り義姉ねえさん、父さんの話は聞いてきた？」

　自室までもう少しのところでそんな風に声をかけてきたのは義弟のキースだった。

　最近はお父様の秘書として仕事回りに出ておりあまり接する機会がないキースだが、亜麻色の髪、青い瞳の色気たっぷりの美形は相変わらずだった。

「今、聞いてきたわ。キースも話は聞いたの？」

「ええ、僕にもクラエス公爵家の子息として参加してほしいって招待状が来たからね」

「あ、じゃあ、キースも参加するのね」

　キースもいてくれるならだいぶ心強い。

　なにせ、キースはもう十年近く私をフォローし続けてきてくれたいわばフォローのプロだから、キースがいれば多少の失敗くらいなんとかしてくれる。

　そんな風に思い私はほっとするが、キースの方はどうやらそうではないようで、

「やっぱり義姉さんも参加は免れなかったみたいだね。父さんはなんて？」

　とやや眉を寄せてそう聞いてきた。

　これはお父様と同じで私が行くのが心配のようだ。フォローの達人キースでも不安になるって、どんな会合なんだ。

「何か対策を立てるとか言ってたけど……その会合、そんなに大変なの？」

「うん、まぁ、近隣諸国の王族や貴族が大勢来るからね。色々とトラブルも起こりやすいだろし、特に義姉さんはトラブルに巻き込まれやすい、というか自ら突進していくことが多いからな」

　そうかな、私ってそんなにトラブルに巻き込まれるかな？　と思ったが険しい顔のキースにそれを言うと、また色々と小言が飛んでくるのは長年の付き合いでわかっているので私は口をつぐんだ。

「まぁ、父さんも色々と考えてくれるだろうし……最悪、少し顔を出して抜けるというのもなしではないはずだから、義姉さんはくれぐれも余計なことはしないで、会合に出なきゃいけないとだけ覚えておいたらいいと思うよ」

　キースは最終的にお父様と同じようなことを言って戻っていった。とにかく私には余計なことをしないようにと念を押して。

　私ってどれだけ信用がないのだろう。自分で言うのもあれだけどここ最近は仕事も始めて前より、ずっとしっかりしてきたと自負していたのに。そう私は自室で少ししょんぼりした。

　ちなみに寝込んでいたお母様が唯一、絞り出してきた案は『偽物を用意して出しましょう』という、くしくも私と同じ案だったらしいが、やはりお父様に『さすがにそれは無理だよ』と却下されたらしい。

　こうしてこの日は『喜ばしくない招待状』により、クラエス家に暗雲が立ち込めた訳だが……翌日、この件に関する解決案が意外なところからもたらされることとなったのだ。







　翌日、お父様の顔色はあまり優れず（いい案が浮かばなかったらしい）、お母様は自室で寝込んだままという状態ではあったが、とりあえず私にできることはないのでいつものように仕事へと向かった。

　今日の私の仕事も引き続き、『闇の契約の書』の解読だ。マリアと会議室で机を並べ、辞書や資料をめくりながら本とにらめっこだ。

「う～ん。そろそろ本文にたどり着いてもよさそうなのにな～」

「注意書きが長いですよね。でも、それだけ重要なことが書かれているということなんだと思いますよ」

　私が契約の書の横に突っ伏しながら吐いた愚痴に、マリアが少し困った顔でそう答え、

「カタリナ様、もうすぐ休み時間になりますよ。今日は昼のデザートにお菓子を持ってきたので、ぜひ召し上がってくださいな」

　と続けてくれた。

「本当！　やった～！　もう少し頑張ろう」

　とにかく机の上の勉強が苦手な私にとってここ数日の作業はまさに苦行に近いのだが、こうしてマリアがご褒美などを用意して私を盛り立ててくれるお陰でなんとか頑張れている。

　マリア様様だ。もうマリアに足を向けて寝られない。

　ご褒美をもらいつつうんうんと唸り作業を続け、ようやく昼休みになった。

　やった～とばかりに椅子から飛び上がり、「ご飯だご飯だ」と食堂へ向かうと、

「あ、ソラにデューイ」

「おぉ」

「あ、マリアさん、カタリナ様」

　こちらへと歩いてくるソラとデューイを見つけた。

「丁度、お二人の様子をうかがいに行こうと思っていたところだったんです」

　デューイが（マリアを見ながら）嬉うれしそうにそう言った。

　橙だいだい色の髪に青い瞳の十三歳の美少年はソラと同じくⅡの攻略対象だ。

　いまいちマリアへの恋心があるのかどうかわからないソラと違いこちらは完全にマリアの虜とりことなっている。一応、私も名は呼ばれたが恋する瞳にはマリアの隣に立つ悪役令嬢など映っていない。

「わざわざ、ありがとう。作業は順調よ」

　マリアがそう言って微笑ほほえめば、デューイ少年は赤くなった顔をふにゃりと崩した。

「初々しいな」

「本当ね」

　完全に部外者、いや背景と化した私とソラは小声でぼそぼそとやり取りした。

「ところであんたの方は、少しは進んだのか」

「昨日までほとんど進まなくて、今日から一気に進むと思う？」

「そうだな。まぁ、頑張れ」

　ソラになんだか憐あわれんだ目を向けられてしまった。

　そんな悲しいやり取りをしているうちに、主人公たちの初々しいやり取りも終わり、私たちは連れ立って食堂へと向かった。

　今日は食後にマリアのお菓子もあるから少し抑えようとも思ったけど、日替わり定食のフライの盛り合わせがあまりに美味おいしそうで結局、がっつりフライ定食を頼んでしまった。

　まぁ、デザートは別腹って言うしね、きっと大丈夫よ。




「うっ、もうお腹なかがはちきれそう」

　私がお腹を押さえてそう言うと、ソラがまた憐れんだような目で言った。

「そりゃそうだ。あれだけボリュームのあるフライ定食を完食した後に菓子まで食べておまけに菓子のお代わりまでしてればそうなるよ」

「だってマリアのお菓子がすごく美味しくて……つい」

「ふふふ、褒めていただいて嬉しいです。また作ってきますね」

「本当に!?　ありがとう。楽しみにしてる」

　マリアの言葉に思わず食いつくと、再びソラから突っ込みが入る。

「いや、全然懲りてないだろう」

「大丈夫よ、次はフライ定食にはしないから」

　私はそう胸を張ったが、今度はデューイから、

「ですが、カタリナ様はだいたい、いつもボリュームのあるものを食べられてますよね」

　という突っ込みが入った。

　こちらはソラと違い全く悪意のない目でただ真実を語っているので、少しぐっとなる。

　確かに、ここの定食はボリュームのあるものが多いかも。でも美味しいからついペロリと食べてしまうのよね……あれ？　もしかして私、魔法省に入ってから少し食べすぎかしら？　そういえばお腹周りに少し肉がついてきたような。これは少し気を付けなくてはまずいかしら。

　そんな風に私が腹の肉を見つめて考えているうちに話題が別のものへと移っていった。

「そういえば、そろそろ近隣諸国の会合だそうですね」

「ああ、魔法省の方にも準備の手伝いの依頼が来たらしいな」

　デューイの言葉にソラがそう続けた。私はばっと顔を上げた。

「え、二人とも、会合のこと知ってるの？」

　私はつい昨日知ったばかりなのに、この二人の口ぶりだと普通に前から知っていたという感じだ。

「いや、逆に知らなかったのかよ」

　ソラは呆れたように返し、デューイとマリアはきょとんとした顔でこちらを見ていた。

「たぶん学校で習っていると思うのですが」

　とデューイ。

「学園の授業でも」

　とどこか気まずそうにマリアが言った。

　これは古字に引き続き、習ったのに脳から消去したパターンだな。

「忘れてたわ」

　私はきっぱりとそう言って、皆に会合についての詳しい説明を求めた。

「簡単に説明するとソルシエを含む近隣の五か国が二年ごとに集まって交流を図るというものです。百年以上前から続いている習慣でそこで話し合い、条約などを細かに取り決め改正していくことで平和が保たれていると言われています」

　そう言って説明を始めてくれたのは、飛び級で学校を卒業しわずか十三歳にして魔法省の難関な試験に合格した天才少年デューイだった（なおこの試験は魔力のない者が受けるもので強い魔力保持者等には別の入省枠がある）。

「この会合が開かれるのは二年ごとで、開催国は五か国で回しています。なので順調に回っていくと十年に一度、この会合が自国で開催されることになります」

「それで今年はうちの国が開催国の当番という訳なのね」

　うむうむ。デューイは頭がいいからか、説明もなかなかわかりやすい。

「そういうことです。カタリナ様は身分や立場的にも出席するんですか？」

「ええ、招待状が届いたので出なくてはいけないみたい」

　本当は出たくないのだけど。

「貴族の方々も色々と大変なのですね」

　平民で魔法省に入るまで貴族などほとんど目にすることもなかったというデューイがそうしみじみと言った。

「そうですね。ランチャスター様やラーナ様も出席されるみたいですから、魔法省も忙しくなりそうですね」

　デューイと同じく平民である（こちらは魔法学園で貴族への免疫はばっちりの）マリアもそう続けた（ちなみサイラス・ランチャスターは、マリアの上司でありこちらもⅡの攻略対象である。表向きは知的でクールな美形だが実は女性が苦手で畑仕事が趣味なお兄さんだ）。

「え、サイラス様やラーナ様も出るの？」

　初耳だったので驚いて聞き返すとマリアが、

「はい。その間は迷惑をかけてしまうからと早めに話があって、ランチャスター様、今は前倒しで仕事をされています」

　そう教えてくれた。

　前倒しで仕事とかさすがサイラスは真ま面じ目めだな。ラーナはきっと部下に『あとは頼む』って押し付けて去っていきそうだけど。

「まぁ、うちの部署長は前倒しで仕事まではしないだろうから、後が大変そうだ」

　隣にいたソラが私と同じことを考えたようで、ぼそりと言ったので、私もそっと頷うなずいて同意した。会合に行く前に副部署長であるラファエルや部署の皆に身体によさそうなものを差し入れしておいたほうがよさそうだ。

　その後も、仕事の話なんかをしているうちに昼休みは終わり、私とマリアは解読にソラとデューイは部署の仕事に戻った。

　そして私の解読は午後もほとんど進まず、注意書きから脱することはできなかった。マリアの方はまた一つ新しい魔法を見つけた。

　まずいこれ差がドンドン開くわ。

　マリアとの差がどんどん開くのに少し危機感を覚えつつ、いつものように馬車で自宅に戻ると、見覚えのある馬車が停とまっていた。

　あれ、こんな時間にやってくるなんて珍しいなと思いながら玄関に入ると、

「カタリナ様、お客様がお見えですので、客間へお願いします」

　と執事に声をかけられた。

「はい。わかりました」

　予想はしていたので、私は二つ返事で客間へと向かった。







「やあ、カタリナ、お久しぶりです」

　客間に入ると、見慣れた金髪碧へき眼がんの美しい王子様がそう言って微笑みかけてきた。この国の第三王子であり、私の婚約者でもあるジオルド・スティアートである。

　そんなジオルドの前にはやや不安そうな顔のお父様、少し体調が回復したのかやややつれたお母様、そして険しい顔をした義弟キースがそろっていた。

　おお、全員勢ぞろいだ。これはなんか面倒なことが起こりそうな予感がする。

　そんな風に思いながらも貴族令嬢として淑女の礼をとる。

「お久しぶりです。ジオルド様」

　そう言った私をジオルドは流れるようなエスコートで自分の隣の席へと導く。

　相変わらずな見事な身のこなしである。世の女性たちが『物語の王子様そのものだ』と騒ぐのも頷ける。まぁ、実際は意外と短気で腹黒くてヘビが苦手と別に物語の王子のように完ぺきではないのだが。

　お父様たちも席に腰かけたところで、ジオルドがキラキラした笑みを浮かべて口を開いた。

「今日は、カタリナに、とてもよい話を持ってきたのですよ」

　ん、いい話ですと、それってもしかして、

「例の会合に参加しなくてよくなったのですか？」

「いえ、違います」

　すごいウキウキと聞いたのに速攻で否定されてシュンとなる。

　じゃあ、いい話ってなんなんだ。少しむくれつつジオルドを見つめると、ジオルドはクスクスと笑い話を続けた。

「カタリナは僕の婚約者として会合には出てもらわないと困ります。でもカタリナはそうした畏かしこまった場はあまり得意ではないでしょう」

　おお、そこは長年共に過ごした幼おさな馴な染じみ、よくわかっているじゃないか『その通りです』と私が口を開こうとすると、

「その通りです！　ですから今回の会合、ジオルド様には娘ではなく別の方をぜひ伴っていただきたい次第でございます」

　私より先にお母様が勢いよくそう返事をしてしまった。

　おお、折しも私と同意見なお母様、その顔は必死だ。

　そんな必死なお母様を前にしてもジオルドは顔色一つ変えず笑みを浮かべたまま、

「クラエス夫人、夫人の心配もよくわかります。しかし、やはり正式な婚約者を伴わないで行くわけにはいきません」

「……そうですか」

　お母様が絶望的な顔でシュンとなった。

「ですから、カタリナに会合までにマナーや近隣諸国の事情、歴史などをみっちり学んでもらえる場を用意するつもりです」

「え、学べる場を!?」

　お母様がガバッと椅子から立ち上がり「これ」とお父様に窘たしなめられた。

「あ、失礼いたしました。それでジオルド様、学べる場というのは？」

　姿勢こそ改めたが、勢いはそのままに食い気味に聞くお母様。

　そんなお母様にもまったく態度を変えずジオルドは流れるように話し出す。

「はい。これから近隣諸国の王族をお招きするに当たって城の中でも改めてマナーや歴史などを学ぶ必要があるとの声があがりまして、会合前に国でも一流の教師、講師たちを城に集めて授業を行ってもらうことになったのです。ですからカタリナもそこに参加して学びを深めれば、会合にも安心して参加できると思います」

「まぁ、一流の教師や講師の授業を受けられるのですか？」

「はい。カタリナにはすべてみっちり受けてもらいたいと思いますので、城に泊まり込みで行うというのは如何いかがでしょう？」

　何、泊まり込みで勉強！　いや、嫌すぎる！

　お母様の勢いがすごいので口を挟む隙すきがなくずっといい子で話を聞いていたが、ここは反論したいと口を開く。

「泊まり込みで勉強なん……」

「素晴らしいですわ。ぜひぜひお願いします」

　私の発言に被かぶせてお母様がそう宣言した。

　そして私に向けられた目は『拒否なんて絶対許しません』と強く言っていた。

「では、準備が調ととのいましたら連絡しますので、カタリナも準備して待っていてくださいね」

　そうジオルドがにっこり微笑んだ。

　こうして私の意見なんてないままに、城でのお勉強合宿が決定してしまった。







★★★★★★







　僕、キース・クラエスは、どこか勝ち誇ったような笑みを浮かべ去っていくジオルドを表面上はにこやかに見送り部屋へと戻った。

　そして顔に張り付けていたにこやかな表情を脱ぎ捨てて、深い深いため息をつく。

　最悪だ。完全にやられた。現在の気持ちはその一言につきた。

　元々、カタリナに例の会合の招待状が来た時点で何かあるかもしれないとは疑ってはいたが、まさか城に泊まり込みの勉強会を提案してくるとまでは想像していなかった。

　普段は『カタリナのジオルド王子との婚約は反対（カタリナでは王子に釣り合わないから）』とこちらの味方である義母まで完全に味方につけるとは敵は自分より上うわ手てだった。

『近隣諸国の王族をお招きするに当たって城の中でも改めてマナーや歴史などを学ぶ必要があるとの声があがりまして、会合前に国でも一流の教師、講師たちを城に集めて授業を行ってもらうことになったのです』

　という先ほどのジオルドの台詞セリフを思い出し思わず顔が歪ゆがんでしまう。

　あがった声というのはジオルドが裏で手を回してあげさせた声であり、教師、講師を集めさせたのも同じく彼である気がする。

　証しょう拠こも何もなく僕の想像でしかないが、おそらく間違っていない気がする。

　最近はカタリナへのアプローチが大人おとなしくなったなと思っていたら、会合にかこつけて城に泊まらせる計画を練っていたとは本当に油断も隙もない。

　そしてジオルドがカタリナを城に拘束して、宿泊させる目的もだいたいわかる。

　最近、ジオルドの二番目の兄の婚姻の話が進みだしているという噂うわさが広がっている。

　おそらくジオルドもカタリナが本格的に魔法省に取られてしまう前に正式な婚姻を結びたいのだろう。

　そのためにきっと既成事実を狙ねらっているに違いない。

　色ごとにまったく免疫がなく、そう言ったことに対して幼い子どもと同じくらいに危機感がないカタリナをモノにするなどジオルドにしたら簡単なことだろう。

　くっ、ジオルド王子め。僕が何年、同じ屋根の下で生活しながら色々と我慢してきたと思っているんだ。そう簡単にはカタリナを渡しはしないからな。

　まずは、ジオルドの作戦を阻止するため応援要請をしなければならない。できるだけ人数がいた方がいいだろう。

　こうして僕は危機感のないカタリナを守るべく、来るべき日に向けて計画を練り始めた。







★★★★★★







　嫌だと思うことこそあっという間にやってくるものだな。私は最悪な気分で今日という日を迎えた。

　ついに今日からお城でお勉強合宿だ。

　あのジオルドの訪問から合宿準備が調ったという連絡が届くまではあっという間で、気が付けば使用人たちによってドンドンと準備が進められていた。

　私がしたことと言えば、魔法省への長期の休暇届けくらいのものだ。

　それでも（あれだけ契約の書の解読に飽きたから別のことがしたいと言っていたにも拘わらず）『休まないでください』とか言われないかな～なんて思ったが、あっさり許可が出た。

　魔法省の方でも今回の会合には全面協力すべしというお達しが出ていること、私がまだ新人で大きな任務に関わっていないことなどが理由のようだ。

　ちなみに絶賛解読中だった『闇の契約の書』はラーナに「手元でしっかり保管するように」と言われたので、今回のお城行きの荷物に入れてある。

　契約の書という存在が未知なものなので、持ち主から引き離して大丈夫なのかわからないからというのがその理由だ。

　そのためいつも仕事鞄かばんに入れていたけど、今回は鞄を持ち歩くことができないので荷物にインした。私はあまり物の管理が得意ではないのでなくさないように気を付けなければだ。

　そうして気を付けなければならないこともあるが、無事に魔法省の許可もお母様の許可も出て、私は晴れて今日お城へドナドナと出荷もとい連行されることとなったのだ。

「ほら、義姉さん。早く馬車へ。約束の時間に遅れるよ」

　キースがそう言って手を差し伸べてくれる。私はそんな優しくフォローの精神にあふれた義弟の手を取り馬車に乗り込む。

　実はこのたびの勉強合宿にはキースも参加することになったのだ。

　私のように全部の講義を受ける訳ではなく、お城でのお父様の仕事も手伝いつつ合間に受けるという形ではあるのだが、それでもキースがついていてくれると思うだけで大いに心強い。居眠りをしても起こしてもらったり、聞いていなかったところを教えてもらったりと、助けてもらいたいことはたくさんなのだ。

「義母さんに義姉さんが怠けないようによく見張るように言われてるから、ちゃんとしてね」

「え、キースはお母様の手先だったの!?　味方だと思ったのに」

　今まさに心強いと思っていたのに、まさかの味方ではなく敵側だったとは！

「なんだよ手先って……まぁ、義姉さんをしっかりフォローしてくれとも頼まれたけどね」

　キースは呆れ顔でそう言った。

「あ、よかった。じゃあ、味方ね」

　よかったよかったとほくほくする私の前でキースはなぜか深いため息をついた。

　馬車の窓からは日差しが差し込んでいる。お城にドナドナされて憂ゆう鬱うつな私の心とは対照的に外は雲一つない快晴だ。

　こんな日は庭で畑仕事したり、ポチと遊んだりしたら楽しいのにな。

「あ、そうだ。ポチ」

　私がそう自分の影に呼びかけると、

「わん」

　と元気な返事をして影の中から黒い子犬が現れる。

　以前、キースが誘拐されてしまった際に、なぜか私の闇の使い魔（ペット）となったポチだ。基本的に私から離れることがないので、常にこうして影の中に住んでいる。

　使い魔なので餌えさもいらないしおしっこもしない、非常に飼いやすいペットなのだ。

　前世から犬に好かれない私に唯一懐いてくれている可愛いポチだが、闇の使い魔という稀け有うで公にできない存在であるので、知らない人の前では呼び出すことができない。

　今回、お城にいる間はどこに誰だれの目があるかわからないため、外に出さないようにラーナに言われていた。

　なのでしばらくの間はポチをモフモフできない。私はモフモフ溜だめだとお城に着くまでの馬車の中でポチを構い倒した。







　ポチを思う存分に愛めでて影に戻ってもらい、私たちはお城に降り立った。

　約束の時間通りに到着したお城はいつもと少し違っていた。

　人が多くて少し物々しい雰囲気が漂っている気がする。

　キースにそう告げると、

「近隣諸国の王族を招く訳だから厳戒体制を敷くんだよ。もうすぐ城の出入りもほとんど禁止になるそうだよ」

　と教えてくれた。なんだか本当にすごい会合なのだなと改めて思った。

　そうして約束していた部屋へと出向くとそこには、

「え、メアリ、ソフィア、アラン、ニコル！」

　私は驚いて思わず皆の名前を呼んでしまった。

　てっきり部屋で待っているのはジオルドだけだと思っていたからだ。それが皆そろっているなんて沈んでいた気持ちが少し上昇した。

　そして肝心のジオルドはと言えば、どこか不機嫌そうなオーラを纏まとっている。

　どうしたのだろう？

「カタリナ様、お待ちしていました」

　不機嫌なジオルドに声をかける前に、満面の笑みでメアリが駆け寄ってきた。その後ろからトコトコとソフィアもついてきて同じく笑顔をくれた。

　私と同じくゲームのライバルキャラであるメアリは赤褐色の髪に瞳、ソフィアは（この国だと珍しい）白い髪に赤い瞳で、二人とも悪役顔の私とは違い正統派の美少女だ。

　二人とも私の幼馴染で親友だ。

　魔法省に入職してからはなかなか会えなくなっていたので久しぶりに会えてとても嬉しいのだが、

「なんでここにいるの？」

　なぜ『勉強合宿のために泊まる場所など案内してくれる』というジオルドと約束していたこの部屋にいるのだろう。

「それは私たちもお城に泊まり込みで今回の講義に参加するからですわ」

　メアリがキラキラした目でそう言った。

「え、メアリたちも参加するの！」

　てっきり駄目令嬢を更生させるための合宿だと思っていたのに、まさかの完ぺき令嬢メアリたちまで参加するとは驚きだ。

「社交界の花と呼ばれるほどのメアリ嬢には今さら講義など必要ないと思いますけどね」

　私と同じようなことを考えたらしいジオルドがにこやかにそう発言すると、メアリも同じようなにこやかな笑顔で、

「いえいえ、私など、まだまだ学ぶことがたくさんですわ。ねぇ、アラン様」

　とジオルドの双子の弟でありメアリの婚約者でもある銀髪碧眼の王子様アランに同意を求めた。

「ああ、そうだな」

　アランはなぜかジオルドの方を見ないでそっけなくそう答え、ジオルドはそんなアランをなんだか黒い笑顔で見つめ、

「情報源はまたあなたですか」

　と小声でブツブツ言っていた。

　まぁ、詳しいことはよくわからないけど……とにかく合宿仲間が増えたということのようで非常に嬉しい。

「カタリナ様、私、お泊まりのためにたくさん小説を持ってまいりましたよ」

　そう言ってソフィアが可愛い顔で大きなトランクを引きずって持ってきたのだが、

「なんの荷物だと思ったら、講義を受けるために泊まるのに小説なんて読んでいる場合じゃないだろう。これは俺が預かっておく」

　と黒い瞳に髪の美青年、兄ニコルに無情にもトランクを奪われ没収された。

　実は私もこっそり何冊かロマンス小説を荷物に忍ばせていたので、内心ドキリとし、没収されてしまったソフィアに同情した。

　ニコルはトランクを使用人に預けると、ショックでしょぼくれたソフィアに目を配り、

「ソフィアはこの通りいまいちやる気に欠けるがよろしく頼む。俺も仕事で城に泊まり込む形になるので何かあったら言ってくれ」

　そう言って私に頭を下げた。

　どうやらニコルは講義参加ではないがお泊まりはするようだ。

「いえいえ、私こそよろしくお願いします」

　私もニコルと同じようにぺこりとすると、ニコルは「ん」と短く返事をした。

　その顔が少しはにかんでいており魔性の魅力がブワーと出てきて、久しぶりにクラっとさせられた。

「はいはい。もう挨拶はいいですね。カタリナ、さっそく、僕がカタリナの部屋までご案内しますよ」

　ニコルの魅力にやられそうになっていた私をジオルドがそう言って自分の元に引き寄せ救出してくれた。

「いえいえ、義姉さんの部屋はこちらで手配しましたので大丈夫ですよ」

　今度はキースがそう言って私を引き寄せた。







[image: ]







　そこにメアリやソフィアもぺたりと寄り添って、

「私たちもその部屋の隣の棟に部屋を借りましたの」

　と言ってきた。

「……数で固めてきましたか」

　ジオルドの笑顔が黒くなっていたのが気になったが、私的にはメアリやソフィアと近い方が心強い。

　結局、皆でキースたちが取ってくれた部屋に行くことになった。

　案内された客間はキースの向かいで、メアリ、ソフィアが少し歩いた先の棟の部屋だ。

　なんだか皆と一緒にお泊まりという感じがすごくして、嫌なだけだった勉強合宿が少しだけよいものになったように感じた。

　部屋に入り実家から持ってきたお泊まりの荷物を運び入れてもらい、私は大きく伸びをした。そして今後に向けて、

「よ～し、頑張るぞ！」

　と気合を入れ、

「カタリナ様、クラエス家ではないのですから、少し声を抑えてください」

　と家からついてきてくれたメイドのアンに注意された。

　こうして私のお勉強合宿が幕を開けた。







第二章　お勉強合宿始まる







　荷物を部屋に置くと明日から講義を行うという部屋へと行き、今回の講師だという人に今後の説明を受けることとなった。

　双子の王子にキースとニコルは仕事へ向かい、メアリとソフィアの女子チームと一緒に用意された椅い子すに腰かけた。

　他ほかにも何名か貴族のご子息ご令嬢と思わしき人たちが集まっていた。

　皆がそろったところで始まった講師のおじぃちゃんの説明によると、本当に朝から晩までびっちりとお勉強をするようだ。

　う～ん、こんなに長くみっちり勉強するなんて初めてかも、魔法学園のテストは秀才の友人たちを頼り一夜漬けみたいなことが多かったからな。

　あ、でも前世の高校受験の時はかなり必死に勉強したんだよな。親友のあっちゃんに『無事に受かったら乙女おとめゲームを無期限で貸し出してあげる』って言われて頑張ったんだよな～。そんな風に前世を思い出していると、

「カタリナ様、ボーっとされてますが大丈夫ですか？」

「ご気分でも悪いのですか？」

　現在の親友であるメアリとソフィアがそんな風に声をかけてきてくれた。

「あ、その、本当にびっしり勉強するんだな。大変だなと思って」

　と初めに考えていたことを話すと二人は、

「そうですね。でも一緒に力を合わせて頑張りましょう」

「協力すればきっと大丈夫です」

　と言ってくれた。実に頼もしくて心強い。私は笑顔でお礼を言った。

「ありがとう。一緒に頑張りましょう」

　そんなやり取りをしているうちにおじぃちゃんの説明は終わった。

　気が付くとそろそろ夕食の時間になっていた。

　一度、与えられた部屋に戻り身支度を整える。

　キースはまだ戻ってきていないようだったので、メアリとソフィアとともに夕食へと向かう。

「夕食、どんなのが出るのかな」

　合宿の間の食事は城の方で用意してくれることになっている。

　城のご飯はどんなのが出るのか楽しみでウキウキ歩いていると、丁字路になっている廊下でジオルドに会った。

「やぁ、カタリナ。丁度、よかったです。一緒に夕食に向かいましょう」

　笑顔でエスコートの手を差し伸べてきたジオルドだったが、あれ？

「あの、王族の方も一緒に食事をするんですか？」

　今回の食事は講義参加者や仕事で泊まり込む者のために用意された部屋で、そういった者たちで集まり食べると聞いていた。そこに王族が参加してくるとは聞いていない。というかジオルドとアランは顔馴な染じみだからいいけど、他の王族に参加されると緊張するのだけど。なんて思ったが、私の心配は杞き憂ゆうだった。

「いえ、他の家族はいつものように家族だけで食べていますよ。僕がカタリナと一緒に食事をしたくて、こちらで食べられるようにとお願いしたんです」

　あ～、なら大丈夫か。

　私は安心してジオルドのエスコートの手を取ろうとしたが……その間にすっとメアリが入ってきた。

「ジオルド様、目に入っていないようですが私たちもおりましてよ。それからカタリナ様は私たちと一緒に食事をしますのよ」

「ああ、メアリ、いらしたのですね。カタリナとは久しぶりですので今日は遠慮してください。よかったら君はうちの家族の方の食事に混じって婚約者であるアランと親交を深めてはいかがですか？　丁度、一席空いていますよ」

「あら、私とアラン様はもう十分親交を深めておりますので結構ですわ。それに私たちもカタリナ様とは久しぶりですのよ。ジオルド様の方こそ女性同士の楽しい語らいの場ですので、遠慮していただいて、どうぞご家族の席にお戻りください。きっとアラン様も寂しがっておいでですわよ」

　そんな風にジオルドとメアリが廊下の真ん中で、笑顔で話を始めてしまった。私とソフィアはポツンと残される。そこへ、

「あ、お兄様」

　とソフィアが廊下の先からニコルがやってくるのを発見した。

「ああ、皆これから食事なのか？」

　私たちの姿を見つけたニコルは優雅にこちらへとやってきた。

「はい。これから皆で食事用の部屋へ向かうところです」

　ソフィアがニコニコとそう答えるとニコルは、

「そうか。なら皆で一緒に食べよう」

　と嬉うれしそうにはにかみながら言った。

　基本的に魔性の魅力のせいで（相手を虜とりこにしてしまうため）親しい友人が少ないニコルは、皆での食事がとても楽しいらしいと後でソフィアに教えてもらった。

　嬉しそうなニコルを前に否と言える者はおらず、皆で大きめのテーブルを囲んで食事をとることになった。

　そして席に着いたあたりでキースもやってきたので結局、アラン以外は勢ぞろいで食べることとなった。後にこの事実を知ったアランは自分だけ仲間外れにされたことにショックを受けたらしいが。

　皆を食事に誘ったニコルはいつもと変わらない無表情で黙々と食べ、いつものように特に話しもしてこなかったが、ソフィア曰いわくすごくウキウキしていたとのことだった。

　まぁ、なにはともあれ喜んでくれたようで何よりである。

　食事を終えた頃ころにはだいぶ遅い時間になっていたので皆、早々に自室で休むことにしたのだが、なぜか危険だからとメアリとキースに厳重に扉に鍵かぎをかけられた。

　いや、ここは城内だからそんなに危険はないはずで厳重な鍵などいらないと思ったが、二人があまりに必死なのでとりあえず使用させてもらった。

　城のベッドも布団もフカフカで、私はすぐに眠りに落ちた。







「我がソルシエの北側に位置するルーサブルは未いまだ治安が落ち着いておらず、国境には警戒態勢が敷かれています。その隣に位置する前王妃様の出身国エトランとは長年友好国として交易しています。その隣、我が国の東に位置するシャルマはかなり我が国とは文化が違いますが、こちらとも友好を結びよい関係を築いています。またそのシャルマを挟んで隣、エテェネルも治安が安定しない期間が続いておりますが、海を挟んでいるためそれほど影響はなく港で審査をして交易を行っています」

　講師のおじぃちゃんがそう言って近隣諸国の地図を広げながら、ソルシエとの関係性を説明していく。

　国のことや近隣諸国のことはまず子どもの頃家庭教師に習うが、情勢は時代とともに変わっていくのでこのあたりのことは何度か授業でも取り上げられている。だからさすがの私でも覚えている。

　ただ私の暮らすソルシエ自体はとても平和で治安もよくて、その中でも一番、豊かな王都で暮らしている私には近隣の国の治安の悪さなどは話で聞いてもピンとこないところが多い。

　前にキースが誘拐されてしまった時、治安のよくないという隣国ルーサブルとの国境近くまで行って初めて治安が悪いと言うのはこういうことなのかと少しわかったくらいのものだ。

　なので近隣の国の人と対たい峙じするにあたってこういった知識をつけることがとても大事なのはよくわかる。

　わかるのだが、それがずっと続いていくと……朝、まずは近隣諸国との関係性などの基本的な知識から始まった講義は、だんだんと専門的なものも混じるようになっていった。

　午後にはかなり難しい話が増えた。そしてそれをずっと机に縛り付けられ聞いている。

　魔法学園にいた頃も、こういった講義はいくつかあったが、間に魔力の訓練なども挟んでいたのでこんなにもずっと座学だけを受けたことはなかった。

　座学が大の苦手である私は（では魔力の訓練が得意かと言われればそうでもないが）もうクタクタになった。

　それも短いスケジュールで行うためみっちり内容が詰め込まれており、聞いているだけでお腹なかいっぱいになりそうな濃い内容だ。ようやく本日の講義が終わった頃にはなんだか頭が重い気がした。

　重たい頭を抱えながら夕食を食べると、私と違いまだ余裕のありそうなメアリから『大浴場という大きなお風ふ呂ろがあるから一緒にいかがですか？』と誘われたが、とてもそこまで行く気力が起きず、与えられた自室へ一人トボトボと戻った。

　そしてアンに手早く就寝の仕度をしてもらい、バタンとベッドに倒れ込んだ。

「疲れた～」

　一日みっちりの講義は考えていたよりもずっと大変だった。

　正直、明日も同じような内容（それも今日、基本はもう終えたので残りは難しいものばかり）だと思うともう心が折れそうになってきた。

　ああ、なんだかすごく気分が沈んでいく、そう思った時、ドアが控えめにノックされた。

「どちら様ですか？」

　もうアンには下がってもらっていたので、ベッドから声だけでそう対応すると、

「義姉さん、まだ起きてる？」

　と聞き慣れた声が聞こえてきた。

　私はベッドから飛び起きてすぐドアを開けキースを少し強引に室内に招き入れて、用意されているソファへと案内する。

「講義、想像以上に大変だったの」

　と今日の講義がいかに大変だったのか、そして明日からがとても不安であることを一気にしゃべった。

「そんなことじゃないかなと思ったよ」

　私の話を聞いたキースはそう言って苦笑した。

　なんだか今の私の状態が最初からわかっていたという様子に首をかしげてキースを見つめると、

「義姉さん、魔法学園のそう長くない講義でも大変だったのに、一日中みっちりの講義を受けたらもういっぱいいっぱいになってると思ったんだよ」

　と見慣れた穏やかな笑みで言った。

　ああ、キースにはお見通しなんだな。そうわかるとなんだかほっとしたようで、気持ちが少し浮上してきた。

　八歳の頃からずっと一緒に育ったキースは、私より私のことをわかっている。しんどいなと感じるとそっと寄り添ってくれる。

　そんなことを考えていたら、なんだか無性に子どもの頃みたいに甘えたくなった。

　私はキースの腰かけているソファの隣に移動して、

「キース、昔みたいに頭を撫なでてくれない」

　少し上の方にあるキースの顔を見上げてそうお願いしてみた。

　だいぶ弱っているのでこのくらい甘えてもいいかなと思ったのだ。

　だけどキースは「うっ」と顔を強こわばらせた。

「駄目？」

　やっぱり甘えすぎたか、子どもじゃないのにと怒られるかなとシュンとうつむくと、頭にふわっとした温かいものを感じた。

　お願いは聞き入れられたようだ。やっぱりなんだかんだ言ってもキースは私に甘いのだ。

　温かく優しい手に撫でてもらうと沈んでいた気持ちも浮上して、明日も頑張れる気がしてくる。

　ふふふ、それにしても、久しぶりの頭なでなでは心地いいな。昔はよくしてくれたのに、最近はまったくしてくれなくなったものね。

　まぁ、こういうのは子どもの特権的なものでもあるから仕方ないのかな。

　でも、お父様に頼めばまだいくらでもしてくれそうだけど、お父様ってすごい勢いでくるから心地よいじゃなくて、痛いうえに髪がぐちゃぐちゃになるんだよね。キースのように優しくふんわりしてくれないから。

　ああ、それにしてもキースはまた一段となでなでが上じょう手ずになったな。それに手も昔よりだいぶ大きくなったような。ふとそう思い、私は頭に乗っていたキースの手を捕獲してみた。

　頭から下ろして目の前にかざして見ると、改めて『大きくなったな～』と思った。

　長い指に白い手、肌もなんだかきめ細かい、これはもしかして、私は目の前にあったキースの手の平に頬ほおをペタンとくっつけてみた。

　おお、やっぱりすごいすべすべで気持ちいい、これもしかしてアンが一生懸命手入れしてくれている私の手よりすべすべなのでは！　そう驚いた時、さっとキースが手を引き抜いた。

　ああ、もう少し堪たん能のうしていたかったのにとキースを見ようとしたが……キースはそのままバッと立ち上がるとものすごい勢いで部屋から出ていってしまった。

　早すぎて声をかける暇もなかった。突然、どうしたのだろう。

　しかも、部屋から出たキースがドアの前で何やらがちゃがちゃしている。

「キ、キース。突然、どうしたの？」

　私がドアの向こう側に向かってそう尋ねると、

「……どうしたって……義姉さんは一度、自分の胸に手を当てて考えてみて」

　少し険のある声でそう返ってきた。

　どうも気付かないうちにまた私が何かやらかしたらしい。

「うっ、ごめんね。え～と、このガチャガチャという音は一体何？」

　謝罪しつつ気になっていたことを聞くと、

「……これは鍵をかけているんだ」

　さらりと返された答えに、私はあんぐりと口を開けた。

「え、なんで鍵！　っていうかなんで外側から！」

「……暴走しないために」

「え、何、暴走なんてしないわよ！」

　野生動物じゃないんだから、そう訴えたが返事がくることはなく。最終的に、

「鍵はメイドに預けておくからお休み」

　という言葉を残してキースは去っていったようだ。

　外から鍵をかけられたのには驚いたが、メイドに預けておくということはアンをベルで呼び出せばすぐ開けてくれるということだなと気が付きとりあえずベッドに戻った。

　キースに言われた通り胸に手を当ててみた。

　う～ん。キースの手に勝手にすりすりしたのが淑女としてだらしないとかいうことかしら？　それくらしか思い浮かばないので、とりあえず明日はその件で謝罪してみよう。

　気が付けば、沈んでいた気持ちはちゃんと浮上していて、すっきり眠れそうだ。

　キースに謝罪、それからお礼も言わなくては、そう誓って私はベッドに潜り込み深い眠りに落ちた。







★★★★★★







　僕、キース・クラエスはなんとか自分に与えられた客室に戻ると、そのまま扉を背にしてずるずると床に座り込んだ。そして大きく息を吐いた。

　顔に上った熱は一向に冷さめる気配がない。おそらく今の自分の顔は真っ赤だろう。

「鍵持っていてよかった」

　と思わず一人呟つぶやく。

　ジオルド対策のために持っていた鍵が、まさか自分自身の対策にもなるとは……。

　扉を閉めあの鍵をかけなければ危なかった。暴走してしまうところだった。

　そうカタリナはなぜか自分の暴走だと思ったようだが、暴走しそうだったのは僕のほうだ。

　あのままだとカタリナを抱きしめてその柔らかい唇に口づけし、ベッドへ押し倒してしまいそうだった。

　それほどまでに本日のカタリナの誘惑はすごかったのだ。

　だがカタリナ自身に誘惑している自覚などない。

　彼女には男女のそういった誘いなどの知識はゼロに近い。いや、そこそこ際どいロマンス小説も愛読しているので知識としてはあるのかもしれないが、それが現実に自分にもあるということがまったくもってわかっていないのだ。だからカタリナはいつも驚くほど無自覚だ。

　そんな無自覚に繰り出される魅惑的すぎる誘惑に乗ってしまえば後がどうなるか……恐ろしい。

　ふっ～と再び大きく息を吐く。

　上った熱を下げ落ち着かなければと額に手を乗せたことで、先ほどの光景をありありと思い出してしまった。

　上目づかいで甘ったるい声で繰り出された『頭を撫でてほしい』というお願い。

　それだけでもかなりまずいと思ったが、今日は弱っているから仕方ないと色々と呑のみ込んで撫でてあげれば……薄手の寝間着姿で身体からだをすり寄せて緩んだ顔をしてきて、もう本当にまずいというところで、繰り出された最後の凄すさまじい誘惑。

　僕の手を取りそこに頬をすり寄せ………もうこれは誘われてる！　というかカタリナ以外の人物だったら完全なベッドへのお誘いだった。

　最後の理性を振り絞り逃げてきたが……果たしてあの後のカタリナは大丈夫だったろうか？　うん、おそらく大丈夫だろう。言いたいだけ愚痴も吐いたし、願いも聞き届けてあげたので、きっと今頃ぐっすり眠っている気がする。

　そして明日、理由はよくわかっていないながらも謝ってくるのだろう。

　僕はちゃんと義姉さんが女性として好きだと告白したはずなのにな。もう完全に忘れてるんだろうな。これはそのうちまた改めてわかってもらう必要があるな。

　でもまぁ、明日はとりあえず寝間着で男性の前に出ないようによく説明しなければならない。

　そんな風に色々と思考を働かせてみるが、どうしてもあの時のカタリナの姿が頭にチラついて消えてくれず、熱もまったく冷めていかない。

　今夜は眠れないかもしれない。

　僕は今日、一番の大きな息を吐いた。







★★★★★★







　朝、アンに起こしてもらうと早速、昨晩のお礼と謝罪をキースに言いに行った。

　おそらく昨日の行動が淑女として駄目だったのだろうと予想を付けていたが、その通りだったようで、『寝間着姿で人を部屋に入れない』などひとしきり小言をいただいた。

　すぐに仕事に行くと言うキースの目の下にはクマができていて「疲れているんじゃないか少し休んだらいいんじゃないか」と心配したが、

「これはそういうのではないので、むしろ今は無心に仕事をしたいので」

　と謎なぞの台詞セリフを残して去っていった。

　そして本日もまた長い講義が始まった。







「―――という経緯から近隣五か国による会合が開かれることとなった次第です。はい。午前の講義はここまで」

　講師のおじぃちゃんの言葉にクテ～と身体の力が抜ける。ようやく午前の講義が終了した。

　昼ごはんを昨日と同じ部屋で、皆でとった後、私はトイレへと向かいその帰りにふと思い立って近場を散策してみることにした。ちょっとした気分転換だ。

　会合が迫ってきているからだろう、城の中はいつもより忙せわしない。使用人たちは皆、忙しそうに通りすぎていく。

　う～ん。こうして城の様子をじっくり見ていると今回の会合が大変なものなのだと実感するな。

　ん、なんだろう？　今、使用人たちの忙しそうな指示や受け答えの間に何か音楽のようなものが聞こえたような気がする。

　あ、また聞こえた。こっちの方からだ。私は音が聞こえる方へと足を進めた。

　音を頼りにたどり着いたのは広間のような場所だった。

　会合で使われる予定なのか飾りつけられ、真ん中には大きなピアノがあり、音はそこから紡がれている。

　思わず聴き惚ほれてしまう美しい音色、それを弾いていたのはアランだった。

　久しぶりに聴くアランの演奏にうっとりと聴き入っているうちにあっという間に曲は終わってしまった。

　思わず「アンコール」と声をあげるとアランがこちらに視線を寄越しびっくりした顔になった。

「なっ、お前、なんでこんなところにいるんだ。講義はどうしたんだよ」

「講義は昼休み中で、ここへは音に誘われて来たんです。アラン様こそこんなところでなぜ演奏を？」

　さらりと答え、逆にそう聞き返すとアランは「お前の行動は本当に自由だな」と嘆息して、

「会合の時にここで演奏をするように頼まれたんだよ。だから少し練習してた」

　と答えてくれた。

「会合で演奏するんですか！　いいですね。他の国の人もアラン様の演奏でうっとりさせましょう！」

「いや、うっとりって……お前はうっとりしたのかよ？」

「はい。もう聴き惚れましたよ」

　本当にアランの演奏は素晴らしいよね。

　音楽にさほど詳しくない私でも素敵と思うくらいなのだから。

「……そうか、練習でもう少し弾こうかと思うが何かリクエストはあるか？」

「リクエストしていいんですか？」

「……本番でもリクエストがあるかもしれないからその練習だよ」

　おお、アランはなんて練習熱心なのだ。素晴らしい。

「そうですね。じゃあ――」

　私は誰だれでもよく知る有名どころをリクエストした。

　アランは「座っとけ」とピアノの後ろの窓際の椅子を私に勧めると、再びピアノに向かい曲を奏で始めた。

　私はその美しい音色に聴き入った。

　ああ、午後の暖かい日差しが窓から差し込み心地よい。

　お腹もたっぷり満たされてるし、耳に届く音色は最高に素晴らしくて……なんだかウトウトしてきてしまった。あ、曲が終わってしまった。

「う～、もっと……」

　寝ぼけながら呟いた私の耳にアランの「おい、こんなところで眠るなよ」と言う声がぼんやり聞こえた気がした。







★★★★★







　俺おれ、アラン・スティアートが会合に向けてピアノの練習をしている場に、突如現れた双子の兄の婚約者であるカタリナ・クラエス。

　その自由すぎる行動に唖あ然ぜんとしたのもつかの間、なんと彼女は曲を聞きながら寝入ってしまった。

　リクエストした曲を聞きながら眠るという失礼な行為もさることながら、貴族令嬢としてこんなところで眠り込んでしまうのはあまりに無防備すぎて驚きょう愕がくする。

　すぐに起こそうと声をかけたが残念ながら届かなかったようで、本格的に寝入ってしまった。それも起こそうと近寄った俺の肩にその頭をこてんと乗っけてだ。

　向かい合わせの状態で、はたから見れば抱き合っているような状態が偶然生み出されてしまった。

　首筋にかかるカタリナの吐息、目の前には細いうなじ……俺は硬まった。

　誰にも告げたことはないが、俺は実は密ひそかにこの兄の婚約者に想いを寄せている。もう長い間。それでも兄の婚約者をどうこうするつもりはないし、いずれは捨てなければいけない気持ちであることはわかっている。しっかりわかっているのだけど……この状況はまずい、まずすぎる。

　俺も健全な成人男子であり、女性とこれほどまでに密着すればそれなりにまずい状態になる可能性があるのに、相手が長年届かぬ片思いをしている女だとか……これはもう拷ごう問もんに近い。

　うわ～、首筋でむにゃむにゃ言うな～！　ああ、いい匂においをさせるな！　うなじが色っぽすぎる！　こいつ普段は動物みたいなくせに、こんな時だけ女らしいとかどういうことだ。

　そう一人悶もだえたが、これ以上は本当にまずい。この体勢だけでも誰かに見られたら色々と誤解を生むだろうし、俺の精神と肉体も限界だ。

　よし、ここは一思いにばっと肩を掴つかんで起こそう。それでさすがにこいつも目を覚ますだろう。

　俺はカタリナの肩を掴んだ。しかし、ここでなぜかカタリナの身体がぐらっと傾いてきたではないか、俺は慌てて彼女の身体を受け止めた。

「うぉ、危ねぇ」

　と無事カタリナを抱きとめ呟いた後、自分たちの今の状態に気が付き、再び硬まることとなった。

　こ、これは……。

　先ほどまでは肩にカタリナの頭が乗っているという状態だったのが、今度は完全に自分の胸の中にカタリナを抱きしめている状態になってしまっていた。

　肩に頭が乗っているだけのものと密着度が桁けた違いである。もう全身が密着してしまっている。

　この、自分の胸の下あたりに当たる盛り上がった部分は……いや、これは考えては駄目なやつだ。深く考えるな俺。そうなんとか自分に言い聞かせるが……まずい、身体のどこもかしこもが柔らかくて、すげ～いい匂いする。

　そもそも俺は、婚約者であるメアリとも仲良くはしているが、エスコートとダンスのパートナー以上の接触をしたことがない。

　よってこんなに女性と密着したことがない。胸の中に収まるカタリナの柔らかい身体はすべて初めての感触だった。なんだかすごくたまらない。

　ずっと胸の中に入れておきたいような、それでいてこのまま自分の部屋へ連れていってしまいたい衝動に駆られてくる。

　そんな俺の危ない思考を遮ってくれたのは、

「カタリナ様～、どこですか？　そろそろ講義が始まりますわよ」

　少し遠くから聞こえてきた婚約者メアリの声だった。

　その声に俺ははっと我に返り、胸に抱いていたカタリナをさっと椅子へ戻しもたれかけさせると、扉から顔を出しメアリを呼んだ。

「メアリ、こっちだ」

　俺の声に気付いてこちらにやってきたメアリに、

「ピアノを弾いてやっていたら寝てしまった。俺は用事があるから後は頼む」

　素早くそう言うと、逃げるようにその場を後にした。

　やることは色々とあったが、俺は自室に飛び込んでこのひどい動どう悸きと上がった熱を冷ますことに努めた。

　しかし腕や胸に残ったたまらない感触はなかなか消えてはくれず、ひどく苦労することとなった。







★★★★★★







　アランのところでうっかりお昼寝してしまって、危うく午後の講義を寝過ごしてしまうところだったがメアリに起こしてもらいなんとか事なきを得た。

　しかし、リクエストした曲の最中に寝てしまいアランには申し訳ないことをした。次に会ったら謝らなくては。

　そんな風に失敗はあったが、少しお昼寝したお陰で午後の講義は居眠りすることもなくすっきり受けることができた。よかったよかった。なので昨日ほど疲労を感じることもなく一日を終えることができた。

　昨日は夕食の後、疲れて部屋に直行したが、今日は余裕があったので昨日のリベンジでメアリとソフィアを大浴場に誘ってみた。

「わぁ、いいですね」

　とソフィアはすぐ同意してくれたが、昨日誘ってくれたメアリの方は、

「カ、カタリナ様のお誘い、今日はまだ心の準備が……」

　と戸惑った様子を見せた。

「え、メアリは駄目そう？」

　と尋ねると、

「いえ、お供いたします」

　ときっぱりと返ってきた。

　やった～、皆で大浴場、楽しみだな。

　部屋に一いっ旦たん戻ってアンに支度をしてもらい大浴場に向かう。

　ただ大浴場と言っても前世と同じように誰でも入れるものではなく予約を取って入るもので、前世で言うところの貸切風呂のようなものらしい。

　私の突然の思い付きで今日、予約が取れたのは偶然キャンセルが出たとかで非常に運がよかったらしい。一人でこの大きな浴よく槽そうに浸つかりたいというご婦人は結構多いらしいのだ。

　楽しみ過ぎて少し早めに到着してしまった。メアリもソフィアもまだ来ていない。

　先にちょっとお風呂を覗のぞいてみると前世の少し小さめな銭湯くらいの大きさだった。それでも余裕で十人は入れそうな大きさでこれは贅ぜい沢たくだなと思った。

　クラエス家にもお風呂はあるが、前世の一般家庭のお風呂より少し大きめなくらいだからな。

　少し期待していたマーライオンみたいに口からドバーとお湯を出す彫像はなかったけど、内装はなかなか洒落しゃれていて貴族のご婦人たちが好みそうな素敵なものだった。

　そんな風にお風呂を眺めて待っているとソフィアが到着した。

「私、大きなお風呂に入るの初めてなんです」

　非常にワクワクした様子のソフィアにも、実際にお風呂を見せてあげると、

「すごいですわ～」

　と歓声をあげた。

　そうよね。そうよね。この大きさはテンションが上がるよね。早く浸かりたい。

　すっかりテンションの上がった私とソフィアは今か今かとメアリの到着を待ったが、メアリはなかなか訪れなかった。

　しっかり者のメアリは時間にも正確でこういった場で遅刻とかしたことがなかったのに、何かあったのかしらと心配に思い始めた頃、メアリのメイドがやってきてこう告げた。

「すみません。メアリ様は体調を崩してしまわれたため、本日はご一緒できないとのことです」

「え、メアリ、具合が悪いの！」

　そう言えば誘った時に少し躊躇ためらっていたのは、具合が悪かったからなのかも。

「メアリ様の具合が悪い中、私たちだけでお風呂を楽しむのは申し訳ないですね」

　ソフィアがそう顔を曇くもらせる。

「そうね。今日はまた今度にして、メアリの様子を見に行きましょうか」

　そう提案したが、メアリのメイドは首を横に振った。

「いいえ。メアリ様は少しお休みになれば問題ないくらいのものですので、どうぞカタリナ様たちは浴場を楽しんでください。メアリ様もそう望んでおられます」

　そう言われ、様子見やお見舞は不要と断られてしまった。

　う～ん、そんな風に言われればここでやめるのはメアリにも申し訳ないわね。

　よし、メアリが来れないのは残念だけど、ソフィアと大浴場を満喫しよう。

　私たちはメアリの分まで大浴場を楽しむことにした。

「わぁ～、本当に大きいですね」

「本当、泳げそうね」

　私とソフィアは身体にタオルを巻き巻きしてお風呂へと入った。実際に入ってみると覗いたときよりも大きい気がした。

「泳がないでくださいね」

　お付きとしてついていたアンからすかさず突っ込みが入る。基本的に貴族令嬢の入浴にはお付きのメイドや使用人などが服を着て付き添うのだ。よってあまり自由気ままにはできない。

　まぁ、ここ数年でぐっと貴族の令嬢らしさが増したと自負する私なので、そこはちゃんとわきまえて泳いだりはしない。

「ああ、カタリナ様、お湯からいい匂いがしますよ」

「え、ああ、本当だ。なんだかバラの匂いがするわね」

　私たちがそう騒いでいるとアンが、

「香油を湯に入れているらしいですね」

　と教えてくれた。

　バラの香油をお風呂に入れるとかおしゃれで贅沢だ。さすがお城のお風呂、ご婦人たちがこぞって入りたがる訳だわ。

　私とソフィアは湯で身体を流し、バラの香りのお風呂に優雅に浸かり、とても泡立ちのよいもこもこ泡で身体を洗い、大浴場を大いに満喫した。

　次はメアリも一緒に来られればいいなと思いながら。







★★★★★★







　私、メアリ・ハントは自室で一人悔し涙を呑んでいた。理由は念願のカタリナ様との入浴に行けなかったことに他ならない。

　そもそもは昨日、だいぶ早くから予約していた浴場へお誘いしたが断られてしまったのでしばらくは無理かなと諦あきらめていたのだ。浴場は人気が高く予約もなかなか取れないので。

　だが、本日カタリナ様の方からお誘いがあり、しかもものすごく幸運なことに浴場のキャンセルまで出たというのだ。これはすごい僥ぎょう倖こうなことだった。

　思えば城に泊まり込みになると聞いた時から、いやもっと前から大好きなカタリナ様と一緒にお風呂に入りうふふ、あははと楽しく入浴するのが私の長年の夢であった。

　もうこの幸運に私は飛び上がるほど喜んだ。

　普段は社交界の花などと呼ばれているイメージを崩さないよう努めて優雅におしとやかにしているが、今日この時ばかりはそんなイメージは知らんとばかりにはしゃいで……もう十年も、それこそほんの幼い頃にしか出したことのない鼻血を出してしまった。最悪だ。

　しかも少し押さえておけば止まると思ったのに、一向に止まる気配がない。あまりに止まらないので心配した使用人が医者を呼んだが、

「のぼせているだけですな。冷やしてしばらく大人おとなしくしていれば大丈夫です」

　と診断された。

　使用人たちは皆、「よかったよかった」とほっとしていたが……全然、よくない！

　私はこれからカタリナ様とお風呂に行かなければならないのだ。悠長に鼻を冷やして休んでいる暇などないのだ。

　私はそう強く主張したが……使用人たちは皆、困った顔で「さすがにお風呂は無理です」と首を横に振るばかり。

　普段は我わが儘ままなどめったに言わない私の強固な態度に最終的には私を幼い頃から面倒見てくれている古株のメイドが呼ばれてきて、

「メアリ様、もう幼い子どもではないのですから普通に考えて鼻血が止まらない状態でお風呂に行くことなどできないとおわかりでしょう。そんな状態で行ったとしてもお風呂でひっくり返ってご友人たちに迷惑と心配をかけ、もうお風呂になど誘ってもらえなくなりますよ」

　そう冷ややかな目で告げられて、涙を呑んで入浴を諦めることとなった。

　鼻血が止まらない（こんな姿とても人に見せられない）ので、お見舞も不要と伝言をしてもらい私は、一人ベッドで枕まくらを悔し涙で濡ぬらした。

　次は次こそは必ずカタリナ様と大浴場へ行く。その時までに鼻血を出さない方法を調べておかなくては！　私はそう強く誓った。

　しかし、この後、カタリナ様が大浴場の魅力を講義に参加している他の貴族令嬢たちに語ったことで、さらに浴場の人気に火がつき結局、もう予約が取れなくなることをこの時の私はまだ思いもしなかった。

　そうして私の長年の夢はまたしばらく叶かなわないのだった。
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　翌日の講義でメアリがいつものように元気な姿を見せてくれ私たちは一安心した。

　今日も午前中は引き続きおじぃちゃんの講義だが、午後からはダンスのレッスンをするらしい。

　普段だったらあまり好きではないダンスレッスンだが、ずっと講義で机に縛り付けられていた身としては、机から離れられるだけで嬉しい。私は午後を楽しみにおじぃちゃんの本日の講義、近隣諸国の最近の情勢に耳を傾けた。

「―――そうしてエテェネルでは、前王から王位を引き継いだ現国王が今、大きな改革を進めている。と本日の講義はここまでです」

　そう言っておじぃちゃんが手にしていた本を置き、午前の講義が終了した。

　さぁ、お昼を食べたら午後はダンスのレッスンだ。







　ダンスのレッスンのフロアへ行くと意外な人物の姿があった。

「え、ジオルド様」

　びっくりしてそう声をあげると、ジオルドはいつもの笑顔でこちらへとやってきた。

「やぁ、カタリナ」

「え～と、ジオルド様はなぜこちらに？」

　あまりにも自然にそこにいるジオルドに、挨あい拶さつもそこそこにそう尋ねると、

「もちろん、カタリナのダンスのパートナーを務めるためですよ」

　と当たり前のように返された。

　確かに今日はダンスのレッスンだが、それなりに人数もいるのでわざわざ忙しい王子様に相手を頼むのもどうなのだろう。

「あの～、でもジオルド様もお忙しいでしょうから……」

「僕の気分転換でもあるのでぜひ一緒に踊ってくれますよね」

　やんわりとお断りしようと思ったら、食い気味に有無を言わさない感じで言われてしまい断るに断れなかった。

「……はい」

　本日のダンスのパートナーはジオルドに決定した。

　いや、別にジオルドとのダンスが嫌だと言うわけではないのよ。八歳の時から婚約者で成人してからの舞踏会ではいつもパートナーでもう何度もダンスしているし、ただ最近のジオルドは……。

「ほら、カタリナ。もっとこちらに」

　ダンスのレッスンが始まって早々にジオルドがそう言って私をすっと引き寄せた。そして、

「今日も可愛かわいいですよ」

　と耳元で、激アマのボイスで囁ささやいた。

　あまりの威力に腰の力が抜けそうな私をジオルドはさらに引き寄せてまるで抱きしめられているような状態になる。

　顔に一気に熱が上がっていくのが自分でもわかった。

　最近のジオルドときたらスキンシップが激しく、さらに甘い言葉を囁いてくるのだ。

　元々、乙女ゲームの攻略対象であるために顔はもちろん声も最高なジオルド、前世のゲームではその甘い台詞にキャーキャーと言っていたが……いざ現実でこうしてその甘い台詞を直接受けると、もうキャーキャー言うどころではなく腰が抜けそうになる。

　特に前世、今世と恋愛経験まったくなしの私にはそれはもうかなりの脅威であるのだ。

　そもそもこれじゃあダンスの練習にならない。

　ここはジオルドの思うままになるものか！

　顔に上った熱は引かないが私はなんとか自分を取り戻し、上にあるジオルドの顔を少し睨にらんで、

「ジオルド様、これでは練習になりません。ダンスでこんなに密着する必要はありませんし、その甘い台詞も控えてください」

　と訴えたのだが、

「……カタリナ、そんな顔でそんなことを言われても全然、効果はありませんよ。それどころか、このまま僕の部屋に連れて帰ってしまいたくなります」

　となぜかうっとりした顔で囁かれて、さらに抱きしめられる。

　え、そんな顔ってどんな顔だ。多少、顔は赤くなっているかもしれないけど、それが駄目なのかしら？　しかもより密着してきている。

　う～、なんかいい匂いがする。これってジオルドの匂いなんだよね。さすが王子様、匂いまで素敵とかどうなっているんだ。

　しかもなんだか触り方が段々際どくなってきている気がする。

　心臓の鼓動がドンドン速く大きくなる。これは本当にまずい……と思った時、

「ジオルド様、曲が変わりますので、今度は私のお相手をお願いできますか？」

　と私にはまるで神の助けのような声がかかった。

「ああ、メアリ嬢、僕たちは婚約者として久しぶりのダンスを楽しんでいるんですよ。少し遠慮してくれませんか？」

　ジオルドは声をかけてきたメアリにそう返したが、メアリはにっこり微笑ほほえんで、

「今はダンスの練習の時間ですので、たくさんの方と踊ってこそ意味がありますわ。さぁ」

　と（行為は強引だが）流れるような動作でジオルドの手を取り優雅にダンスの相手役に収まった。

　そしてその過程でさらりと私をソフィアに託し、

「カタリナ様は少しお疲れなようですから、あちらで休憩をどうぞ」

　そう言ってくれた。

　ジオルドの色気攻撃で身も心もクタクタになっていた私は喜んでその言葉に従った。

　ソフィアに付き添われてホールの隅に置かれた椅子に腰かけると、気の利くソフィアが飲み物を差し出してくれた。本当にできた子だ。

　冷たい飲み物が喉のどを流れると、頬に上った熱も引いていき。ようやく鼓動も落ち着きを取り戻してきた。私はふっーと息を吐いた。

「カタリナ様、大丈夫ですか？」

　ソフィアがそう声をかけてくれる。

「ええ、少し疲れただけよ」

　と私はしれっと返す。

　ジオルドのお色気攻撃にやられましたと言うのはなんだか恥ずかしいので、メアリの言葉通り疲れたことにさせてもらう。

「ならよかったです。…………あのエロ王子め、あんなにベタベタと許すまじ」

「え？」

　後ろに続いた台詞が小声だったので聞き取れず聞き返したが、ソフィアはなんでもないと言うようににっこり微笑んだ。

　それにしてもメアリとソフィアのお陰で助かったわ。あのままじゃあ、ホールの真ん中で腰砕けになってしまうところだった。

　心からほっとして、私は再び、ソフィアのくれた飲み物で喉を潤した。

　ホールに目をやると、メアリとジオルドがそれは優雅に踊っていた。完ぺきな二人の姿はとてもお似合いだな～と思った。







★★★★★★







　私、ソフィア・アスカルトは、今しがたメアリ様と共に破廉恥エロ王子から大切な友人であるカタリナ様を救出したところだ。

　エロ王子のせいで頬を赤くし狼狽うろたえていたカタリナ様も飲み物でようやく一息ついたようで、顔色も戻ってきてよかった。

　そもそもこのダンスレッスンは講義を受けている者たちで行う予定と聞いていたのにホールに来てみればジオルド様が当たり前のような顔で立っていて、流れるようにカタリナ様を連れていってしまったのには驚いた。

　その後、傍目に見ても密着しすぎだとわかる状態で、カタリナ様をリードする様子を呆ぼう然ぜんと見ていた私だったが……メアリ様に、

「カタリナ様が困っているわ。助けに行かなくてわ」

　と言われてはっとして、二人で助けに入った次第である。

　あのままだったらカタリナ様はもっと大変なことになっていただろう。人目の多い場所であのエロ王子め、本当に許すまじだ！

　しかし、メアリ様に声をかけてもらわなかったら、きっと呆然としたままだった自分が情けない。

　メアリ様ほどとはいかなくてももう少し、スマートにカッコよく動けるようになりたい。

　そんなことを考える私の脇わきでカタリナ様は、

「メアリとジオルド様のダンスはやっぱり素敵ね。美男美女でお似合いだわ～」

　とメアリ様とジオルド様のダンスを眺めながら呑のん気きな発言をしている。

　私が見るとジオルド様の足をヒールで踏みつけようとするメアリ様とそれを必死にかわすジオルド様の攻防戦にしか見えないのだが……さすがカタリナ様としか言いようがない。

　正直、私には現実の恋愛事はあまりよくわからない。

　小説の中のことならドンとこいなのだが、人と違う見た目のせいもあって今まで異性を好きになったこともない。だから同じ年頃の女の子たちよりは少しそういったことに疎うといかもしれないと思う。

　だけどそんな私なんかより何倍も、いや何十倍もカタリナ様は鈍いと思う。

　幼い頃からあんなにアプローチされていたのにジオルド様の思いにもキース様の思いにもまったく気付かなかったのはもう傍目に見ていて感心してしまうほどの鈍さだった。

　それでも今はようやくその二人の思いにも気が付いた訳だけど……まだアラン様や、そしてお兄様の気持ちにはまったく気付いていないのよね。

　そもそもジオルド様やキース様の気持ちに気付いたのもかなり本格的に告白してようやくだという話だし……そうするとお兄様は絶対に今の状況でカタリナ様に自分の気持ちを伝えることはしないだろうから、お兄様がカタリナ様と結ばれる可能性などないわけで……カタリナ様が私の義姉になってくれることもなく、そしてお兄様の長年の恋も報われることなく……。

　嫌だわ、すごく悲しくなってきた。

　お兄様はあんなに素敵なのに、ジオルド様より絶対に素敵なのに、ただちょっと先に婚約したからってジオルド様ばかりずるい！

　今回のお城でのお泊まりだって、魔法省に入省してしまってなかなか会えないカタリナ様と接することのできる少ない機会なのに、同じ城にいるのにお兄様ばかり全然会えていない。

　ジオルド様は自分からどんどん来るし、キース様は向かいの部屋で仲良く過ごしてるし、昨日はアラン様もカタリナ様と会ってカタリナ様のために演奏したらしいのに……お兄様だけ全く会えないなんて不公平だわ！

　このチャンスにお兄様にもカタリナ様と親交を深めてほしい。

　そしてできることなら、お兄様の魅力をカタリナ様にも存分に発揮してほしい。

　でも、お兄様の性格だと自分から行くことはしないだろうから……よし！　ここは妹の私が一肌脱いであげなくては！

　私は作戦を考え、横でのんびりとメアリ様とジオルド様のダンスを眺めるカタリナ様に声をかけた。
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　ジオルドからのお色気攻撃にタジタジでどうしよかと思ったダンスのレッスンはその後、メアリたちの計らいでジオルドが他の令嬢たちのダンスの相手をすることになり、あれ以上迫られることなく事なきを得た。

　あれ以上来られていたら間違いなくホールの真ん中で腰砕けになっていただろうから、本当に助かった。

　ダンスレッスンを終えて皆で夕食を食べると、各自部屋へ戻る。

　昨日の大浴場がとっても素敵だったのでまた入りたかったのだけど、もう予約がいっぱいだそうで残念だ。

　ベッドに横になり、家からこっそり持ち込んだロマンス小説を荷物から漁あさっていると、中にここのところ見慣れていた表紙が見えた。

　あ、『闇やみの契約の書』、そう言えば身近に持っておけと言われて荷物に詰めたのだった。

　ちゃんと保管しなければと思ってたのに、なんだかバタバタしていつの間にかロマンス小説の中に紛れてしまっていた。

　バレたらラーナやサイラスに怒られそうだな。そう思いながらも少しだけ久しぶりに書を開いてみる。闇の魔力の発動つまりポチに呼びかけたりしていないので、そこにあの文字は浮き出てこない。代わりに古字で書かれた魔法の基本が書かれているだけだ（ただやはりそれも私には読めないので、そうマリアたちに聞いているだけだが）。

　闇の使い魔に『闇の契約の書』、なんだか最近はゲームのシナリオ通りに事が進んでいて怖いと感じることもあったけど、今は魔法省を離れているからおそらくその辺の心配はないだろう。

　なにせここには主人公マリアがいない。だからこの近隣諸国の会合はゲームとは関係ないものなのだろう。

　私は会合にだけ集中して大きな失敗を犯さないように気を付けていればいい。

　本をペラペラめくり眺めながら、そんなことを考えていると、ドアがノックされた。

　もうアンには下がってもらっていたので、本を置いて自ら迎えに出ると、そこにはソフィアが立っていた。

　あれ？　今日は、お風呂は予約できなかったはずだよね。

　不思議に思いながらソフィアを部屋へ招待すると、

「突然、伺ってすみません」

　とソフィアはまずそう言って頭を下げた。

　私なんか割といつでも連絡せずに突撃してしまうタイプだけど、ソフィアはほとんどそういうことはしないし、今日もこうして珍しいアポなし訪問をきちんと詫わびてくる。

　ソフィアのこういう礼儀正しいところは本当にきちんと教育されたお嬢様だなと思うと同時に見習わなくてはとも思う。

　私ももう少しソフィアみたいにきちんとできれば、お母様のお説教も減るはずだ。

「別にいいのよ。ちょうど暇して本をめくっていたところだったのよ」

　そうソフィアに微笑んで、私は訪問の理由を尋ねる。

「ところでソフィアは何か用事があったの？」

「あ、はい。実はカタリナ様を朝のお茶会にお誘いしようと思いまして」

「朝のお茶会？」

　私は首をかしげて聞き返した。お茶会と言えば行われるのはだいたい昼だ。朝にするなんて聞いたことがない。

「はい。今回、お城に泊まらせていただいている部屋の近くにすごく素敵な場所を見つけたんです。そこは朝日が差している時、周りの緑がキラキラと光っていてまるでお伽とぎ噺ばなしの中に出てくる場所みたいなんです。だからぜひカタリナ様にもお見せしたくて、そこで朝のお茶会したいなって思って」

　ソフィアはそうキラキラした目で言った。ロマンス小説だけでなくお伽噺も好きなソフィアらしい提案に、私はすぐにＯＫの返事をした。

　かくいう私も女の子、お伽噺のようなキラキラの場所でのお茶会にはやはりときめくのだ。

　夜空を見上げれば満天の星空、これは明日も晴れるだろう。善は急げということで早速明日、お茶会をすることになった。

　準備はソフィアが任せてくれということで、私は少し早起きしてソフィアの部屋を訪ねることになった。

　そうして明日の約束を交わしてソフィアが帰ると私はすぐにベッドに入った。明日は早く起きなくてはならないから。

　ベッドで眠りに落ちるまでの間に、そう言えばお茶会は私とソフィアの他に誰が参加するのかしら？　聞き忘れたわという考えが浮かんだが、眠りに落ちる中ですっと消えていった。







　翌朝、自力で起きられない可能性を考えて、アンに起こしてくれるように頼んでおいた甲か斐いあって無事に起きることができた。

　そして私が寝ぼけ眼まなこでボーっとしていても、朝からテキパキ動いてくれるアンのお陰で無事に約束の時間に遅れることなくソフィアの元へたどり着くことができた。しっかり者で仕事ができるアンに本当に感謝である。

　ソフィアの部屋のドアをノックすると、もう完ぺきに支度を整えたソフィアが笑顔で待っていた。

「おはようございます。カタリナ様、今日は朝のお茶会に来ていただいてありがとうございます」

　そう言って淑女の礼をして迎えてくれたソフィアに私も、

「お招きありがとうございます」

　と同じように礼をしたところで、ソフィアが早々にお茶会の会場に案内してくれることになった。

「こちらです」

　といつもより速足気味で楽しそうなソフィアがそう言って案内してくれたのは、ソフィアの部屋から少しだけ歩いたところにある小さな中庭のような場所だった。

　洗練されたというよりも緑が伸び伸びと育っていてなんだか、どこかの森の中のようだ。

　そしてその緑の間から朝日がキラキラと差し込んで、昨日ソフィアから聞いていた通りとても綺き麗れいだ。

　なんだか幻想的だな～と庭に見み惚ほれる私に、ソフィアが『言った通りでしょう』という風に笑顔を見せ、先に庭へと繰り出した。

「お茶会はここでしようと思います」

　そう言ってソフィアが示したのは、庭に少し入った場所に置かれたさほど大きくないテーブルと椅子だった。テーブルの上にはお茶会の準備がもうしてある。おそらくソフィアが準備してくれたのであろう。

　ん、あれ？　テーブルに準備された席が三つだった。

「お茶会メンバーは三人なの？」

　私がそう尋ねると、ソフィアは少しだけ小声になって、

「実は、お兄様もサプライズで招待しようと思っているのですけどいいですか？」

　と返してきた。

　お兄ちゃん大好きなソフィアらしい答えに私はくすっとなって、

「いいわよ。むしろ兄妹水入らずのところに私がお邪魔してもいいの？」

　と聞き返す。

「お邪魔だなんて、カタリナ様がいてくださればお兄様も喜びますわ」

　ソフィアは首を大きく横に振ってそんな風に言ってくれた。

　それから二人でソフィアの隣の部屋を使っているというニコルに声をかけに戻る。

「ところで何でサプライズなの？」

　ソフィアに聞くと、ソフィアは少し照れて教えてくれた。

「お兄様、会合が迫って忙しそうなので、気晴らしにこっそりと喜ばせて差し上げたくて」

　ソフィアはお兄さん思いのいい妹だな～、忙しい兄を気遣って綺麗な庭でのお茶会をこっそり企画するなんて素敵だわ。

　私も今度、キースに日頃の感謝を込めて何かサプライズでもしてみようかしら。

　ニコルの部屋の前に着くとソフィアが扉をノックして声をかけた。

「お兄様、ソフィアです」

　そう呼びかけるが、返事がなかった。

「いつもなら起きている時間なんですが……」

　ソフィアが顔を曇らせそう漏らし、また「お兄様」と部屋の中に呼びかけると今度は、

「……ああ、開いてる」

　とどこかぼやーとした声が響いた。

　それは確かにニコルの声だが、今まで聞いたことがない感じだった。あれ、もしかしてニコルって意外と朝が弱いのかしら？

　ぼんやりした声だが許可は取ったのでソフィアが扉を開けて中に入る。私はどうするべきか迷ったがソフィアに引きずられて一緒に入ってしまった。

　そこには想像通り眠たそうなニコルが……っていうかまだ眠ってるよねこれ!?

　なんと魔性の伯爵ニコルはおそらく寝間着と思われるラフな服を着て、ソファの上で背もたれにもたれて目をつむっていた。

「お兄様いつもならもうしっかり起きている時間なのに、だいぶ疲れているのかしら」

　ソフィアが心配そうに眠るニコルを覗き込んだ。

　同じお城への泊まり込みといえども勉強合宿の私たちとは違って、ニコルは仕事で泊まり込んでいるのだ。それは大変だろう。

「……う～、まさかまだ眠ってらっしゃるとは予想外ですわ。せっかく中庭でカタリナ様と素敵なティータイムをと思ったのに……お兄様、起きてください」

　ソフィアはそう言ってニコルに手を伸ばしかけ、そこで手をそのまま止め、

「そうだ！　カタリナ様、お兄様を起こしてあげてくださいな」

　とてもいいことを思いついたと言うようにそうキラキラした目で言った。

「え、なんで」

　意味がわからずそう返すが、ソフィアは、

「カタリナ様に起こしてもらえればきっとお兄様も喜びますわ。お兄様はあまり朝が強くないんです。お願いします」

　と言って、だいぶ強引に私をニコルの前まで引きずった。

　そして『さあ、お願いします』とニコニコした顔を向けてきた。

　あまりに期待に満ちた目を向けられ断るのも気が引けて、とりあえずニコルを起こしてあげることにする。

　まぁ、そんなに大変なことを頼まれた訳ではないしね。ただ目の前で寝ている人を起こすだけだものね。

　私は改めてソファで眠るニコルに目を向けた。

　本当に朝が弱いのだろう。これだけ目の前で騒いでいても目を覚ます様子はない。というか最初に答えた返事もこの分だとほとんど寝言に近かったのではないだろうか。魔性の伯爵の意外な弱点に私は少しだけクスリとする。

　しかし、ニコルの寝顔を初めて拝ませてもらったけど……すごく綺麗、美形は寝顔も美しいんだな。近くで見るとまつ毛長いな～、唇も艶つや々つやで……なんだか艶なまめかしい。これはまずいな。あんまりじっくり観察していると、魔性の魅力にやられてしまう。これは早急に任務を遂行しなければ！

　私は魔性オーラに負けないように気合を入れ、いざニコルを起こしにかかった。

「ニコル様、起きてください（可愛い妹がサプライズを準備して待ってますよ）」

　私はそう言うと、腰をかがめてニコルの肩に手をかけ揺すってみた。

　身体に触れたことでようやく気付いたのか、ニコルの瞼まぶたがゆっくりと持ち上がった。

　黒い瞳ひとみがどこかぼんやりした感じでこちらを見つめてきた。寝起きだからかいつもより色気が増している魔性の伯爵の黒い瞳に吸い込まれそうな錯覚を覚えながら、

「あの、ニコル様。ソフィアがお茶会を……」

　と声をかけようとした時、ニコルの長い腕が突然伸びてきて私の腕を引っ張った。

「ふぇ！」

　驚きに変な声が漏れ、身体がぐらっと傾いた。

　まずい転んでしまう！　私は床にぶつかる衝撃を覚悟して目をつむったが……それはいつまで経たっても訪れない。ん、あれ？　これ床？　あんまり硬くない上に温かい。

　私が不思議に思って目を開けると……そこにはそれは美しいニコルの顔があった。

「うひゃあ」

　とびっくりして飛びのこうとするも身体が動かない。

　え、なんで？　と自らの状況を改めて確認すると……なんと私は横になっているニコルの上から被かぶさるような体勢になってしまっており、おまけにその身体をニコルが両腕でホールドしているではないか！

　な、なんで？　どうしてこうなったの？

　すぐ目の前には色気たっぷりのニコルの顔、まだどこかぼんやりした黒瞳めにじっと見つめられて私は呆然とする。

　そうして硬まっている私の頬に、まだぼんやりした様子のニコルの手が触れた。

　思わずビクッとなった私に構うことなく、ニコルはその綺麗な指を動かして私の頬を優しく撫でる。顔にドンドンと血が上っていく。

　こ、これはどういう状況なの？　困惑する私の耳に、

「……いい夢だな」

　とまるで独ひとり言のようなニコルの呟きが届く。

　どうやらニコルはこの状況を夢だと認識しているようだ。

　まるで恋人にでもするように優しく頬を撫でる指……これ、もしかして寝ぼけて好きな人か恋人と間違っているのではないか？

　ならば私がカタリナ・クラエスだとわかればこの状況から解放されるのではないか、そう考えた私は、
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「ニコル様、私はカタリナです。カタリナ・クラエスですよ」

　とニコルの目を見て必死に訴えてみたのだが、そんな私にニコルは甘く幸せそうな笑みを作って顔を近づけてきたではないか！

　わ～、全然わかってもらえなかった！　まずいまずいこのままではまずい。魔性の色気にもう顔から湯気が出そうなんだけど！

　私はついに耐え切れなくなり目をつむった。すると、頬に何か柔らかいものが触れた。

　え、何、なにこの感触は……そう思った時、ニコルが耳元で、

「愛してる」

　とそれはそれは甘く囁いた。

　耳元で吐息まじりに囁かれたその言葉に私の意識は飛んでいった。







★★★★★★







　俺、ニコル・アスカルトはとてもいい夢を見ていた。

　朝、部屋で目を開けると、そこにカタリナ・クラエスがいて微笑んでくれているという現実ではありえない夢だ。

　カタリナ・クラエスは俺が十年近く前から思いを寄せる女性だ。

　だが、俺はその思いを絶対に告げるつもりはない。

　なぜなら彼女は幼い頃からの友人でこの国の第三王子ジオルドの婚約者であるのだから。

　この婚約がただの政略的なものならば、まだ考える余地はあったのかもしれないが、ジオルドは間違いなくカタリナを愛しそれは大切にしている。

　そんな様子を身近でずっと見てきて、横やりを入れる気持ちなど持てるはずもなかった。

　だからこの思いは胸に秘め、いつかはちゃんと伯爵家のために婚姻を結ばなくてはならない、そう思っていたのに、それでも浅ましくもこのような夢を見てしまうあたり、自分はまだまだ彼女に未練があるのだろう。これではしばらく諦めきれそうにない。

　カタリナの細く柔らかい腕を引き、腕の中に閉じ込める。現実ではとうていできない大胆な行動も夢の中なら容易たやすい。

　普段は離れた場所から見つめるしかない愛らしい顔がすぐ目の前にある幸せを噛かみしめる。

　水色の澄んだ瞳と柔らかそうな唇を見つめていると、その白い頬がほんのりと赤く染まってきたので手を伸ばした。

　柔らかくて滑らかな頬を撫でるとさらに赤みが増し、水色の瞳は少し潤んだ。

　その表情は今まで見たことがない愛らしいものだった。

　本当にいい夢だな。できることなら覚めないでほしい。

　夢はさらによい方へと進んでいった。

「ニコル様……カタリナです」

　彼女がその愛らしい声で俺の名前を呼んでくれる。そしてなぜか自分の名も名乗る。

　俺が君の名を知らないはずないのに、どんなに遠くにいても君を間違えることなんてない。ずっとずっと見てきたのだから。

　じっとこちらを見つめる水色の瞳、いつもこの瞳に映っているのは別の誰かだが、今そこに映っているのが自分だということがたまらなく嬉しい。

　夢の中だ、もう少し好きなようにさせてもらおう。俺はその白く柔らかい頬に唇を付けた。そして現実では決して口にできない言葉を腕の中の彼女に囁く。

「愛してる」

　その囁きの直後、腕に抱いていたカタリナがまるで力が抜けたように、俺の胸に寄りかかってきた。

　カタリナの身体が俺の身体に完全に密着した。胸のあたりにとても柔らかいものが当たる。

　それ以外の場所もみなびっくりするくらい柔らかくて温かい。

　それはあまりにもリアルで、なんだか落ち着かなくなってきた。

　息を吸うととてもいい匂いがしてくる。本当にリアルだ。……この感触に温かさ、匂いまで。夢とはこんなにリアルなものだったか？　そんな考えが浮かぶと、それまで靄もやがかかったような状態だった頭がすっとすっきりしてきた。

　目をしっかり開けて周りを見渡すとそこは城で自分に与えられた客室、そして腕の中にはカタリナがいた。

　慌ててカタリナを落とさないように起き上がる。少し離れた場所にはポカーンと口を開けたまま硬まった妹、ソフィアの姿があった。

　そこでだいたいの状況は繋つながり俺は頭を抱えたくなったが、腕の中にはカタリナがいるのでそうもいかない。

　まずは意識のない様子のカタリナを抱き上げゆっくりソファに横たえ、硬まったままの妹に向き合った。

「ソフィア、状況を説明してもらおうか？」

　そう声をかけると硬まっていた妹はようやくはっとなり、ばつの悪そうな顔をして口を開いた。

「あの、素敵な場所を見つけたので、カタリナ様と朝のお茶会をしようと思って、お兄様にもサプライズで声をかけに来たんです。そうしたら、お兄様は寝ていらしたのでカタリナ様に起こしてもらえれば嬉しいかと思って……」

　ああ、そういうことか。

　俺の気持ちを知っていて応援してくれている妹が良かれと思ってしてくれたことだということはわかった。だが、

「しかし、寝ている男性の部屋に勝手に入ってくるのは淑女としてなってないぞ」

　そう注意すると、

「……あの、お兄様が入ってよいとおっしゃられたので……」

　おずおずとそう返された。

「……」

　どうやら寝ぼけて普通に招いてしまったようだ。

　元々あまり寝起きはよくない性質たちだったが、これはまずい。ここ最近、忙しく疲れが溜たまっていたせいだろうが十分に気を付けなければならない……とその問題はまず置いておいても、今、まず確かめなくてはならないのは、

「それでソフィアとカタリナは一緒に部屋に入ってきて、カタリナが俺を起こしてくれたというわけだが……そこからどうなった？」

　寝ぼけていたせいで記憶はおぼろげだ。夢だと思って行ったことは実際どれくらい現実で行われていたことなのか？

　とりあえずカタリナが腕の中にいたということは俺が手を引いて腕の中に抱いたということは事実なのだろうが……他のことはどこまでが現実であったのか知っておかなければならない。

「あの、その……」

　俺の問いにソフィアが話し出した。

　つっかえつっかえ真っ赤な顔で、目の前で起こった出来事を詳細に。

　顔から湯気が出そうな状態なソフィアの話を聞き終え、俺は今度こそ頭を抱えた。

　夢だと思って行ったことはなんとすべて現実にカタリナに俺が行ったことだったのだ。

　つまり夢だから許されるだろうと抱き寄せ頬を撫でたのも、その頬に唇をつけたのも「愛してる」と口走ったのもすべてが現実のことだったのだ。

　あまりの事態に頭が真っ白になり思考が停止した。

　だが、いつまでも思考停止でいる訳にもいかない。俺はなんとか気を持ち直し、素早く今後の策を考え始めた。そして、

「ソフィア」

　そう声をかけるとソフィアは、

「はい」

　と返事しピーンと背筋を伸ばした。まだ少し赤い顔のソフィアの顔はひどくしょんぼりしている。

　まさかこんな事態になるとは思わなかった彼女もきっかけが自分のせいだと反省しているようだ。そんな妹に俺は、

「ソフィア、お茶会で俺を誘いに来たところでカタリナは貧血を起こし倒れてしまった。そのためソフィアの部屋で休ませることにした。そうだな」

　と語りかけた。

「え、お兄様？」

　目をぱちくりとさせるソフィアに、俺は続ける。

「ここで起こったことは他た言ごん無む用ようだ。この事態が知れれば俺もそうだが、それ以上にカタリナの経歴に傷がついてしまう。下手へたをすれば社交界から爪はじきにされるかもしれない」

「え、お兄様やカタリナ様の経歴に傷がついて爪つまはじきに……」

　経歴に傷がつく、爪はじきにされるという部分を強調して伝えればソフィアは青い顔になった。

　実際はそこまでいかないだろうが、念のために大げさに脅させてもらった。

「そうだ。だから、今日、お前たちは俺の元に来なかった。来る前に貧血になって休んでいた。そういうことにするんだ。もしカタリナが何か覚えていても夢だと言い張ってくれ、そうすれば素直な彼女はきっと信じるだろうから」

　俺がそう言えば、こちらも素直である妹は深く頷いた。

「わかりました」

　そうして、こっそりカタリナをソフィアの部屋に移動させ、俺は再び部屋に戻った。

　この自分史上もっとも愚かな失敗の目撃者が、素直な妹だけだったのは助かった。

　それに当事者であるカタリナもおそらくごまかせるという自信はあった。

　カタリナはよく言えば素直、悪く言うと単純で人を疑うことを知らないので、俺たち兄妹が口裏を合わせればおそらく記憶があっても夢だと思ってくれるであろう。

　先ほどのソファに座り俺は息を大きく吐いた。

　なんだか朝からひどく疲労してしまったが、もう一度休む気にはなれない。

　ふと先ほどまでカタリナを抱いていた腕を持ち上げて見つめてみた。柔らかく温かい感触が蘇よみがえってくるような気がした。

　それにあのいい匂い、頬の感触、今度は自分の唇に手を当ててみる。唇で触れたあの白く柔らかい頬は間違いなくカタリナのものだったのだ。

　思い出すとどんどんと先ほどのことが蘇ってきて、色々とリアルに思い出してしまい……。

　とても落ち着かなくなった俺は、早々に部屋を飛び出し早くから仕事に打ち込むこととなった。







★★★★★★







　そこはかつてよく見た光景だった。薄いピンク色の壁に黒いテーブル、パイプベッドには水色のカバー、ベッドの上には青いクッション。

　前世でしょっちゅう入り浸っていた親友あっちゃんの部屋だ。

『よし、続きしよう』

　そうあっちゃんの声も聞こえた。それも自分のところから―――ああ、そうかまた私があっちゃんの中に入っているんだ。自然とそう思えた。

　それは前にも同じような夢を何度か見たことがあったためだ。

　そうこの夢では……ゲームの情報を知ることができるのだったわ！

　私の意識は（夢の中だけれど）シャキーンと覚かく醒せいした。

　ここであっちゃんの行うゲームを見て情報をしっかり記憶しなければ！

　私の決意とともにテレビ画面にゲームのオープニングが流れ始める。あっちゃんがゲームの続きを選択した。

　画面にジオルドが甘ったるい笑みを浮かべて現れた。

『困ったことがあったらいつでも相談してください』

　という台詞に続いて、

『なんだかいつもよりジオルド様が積極的な気がする。私も同じお城で寝泊まりしていると思うと少し照れてしまう』

　と言うマリアのモノローグ的なものが画面下に流れた。

　ん、同じお城で寝泊まりってどういうことだ？　私がはてなマークを浮かべていると、

『ううん。でも今はまず近隣会合でのお仕事をしっかり頑張らなくちゃ』

　続いてそのようなモノローグが出てきた。

　あれ、近隣会合にマリアは参加しないはずでは……それなのに画面のモノローグには、

『近隣会合が始まる』

　としっかりと記されていた。

　ちょとそれ――――







「どういうことなの！！！！」

　そう叫んで飛び上がると、そこは見慣れない部屋だった。

　あれ、ここはどこだと周りを見渡してみると、

「カ、カタリナ様、大丈夫ですか？」

　目を真ん丸くしたソフィアがそう問いかけてきた。

「あれ、ソフィア？　ここはえ～とどこ？」

　色々と混乱する私にソフィアはここまでの経緯を説明してくれた。

　なんでも今朝、私はソフィアに朝のお茶会に呼ばれ、そこで貧血を起こしてしまったらしい。

　らしいと他ひ人と事ごとなのはどうもその辺の記憶が、先ほど見た夢の衝撃もあってかあいまいなためだ。

　確か、お茶会の場所を見せてもらってそこからソフィアが『ニコルも呼びに行きたい』と言ってともに部屋の前あたりまで行ったような気がするんだけど……そこで貧血になって倒れてしまったらしく、ソフィアは慌てて使用人に頼んで私を自分の部屋まで運んでもらったとのことだ。

　そうしてしばらくしてソフィアの部屋で目覚めたという訳だ。

　うん、よく覚えていないが……今はソフィアにお礼を言ってさっさと自室に引っ込むことにした。先ほどの夢について考えなくてはいけないことができたのだから。







　部屋に戻ると私はベッドに横になって早速、先ほどの夢について考え始めた。

　ゲームではマリアが近隣会合の場に参加するとなっていた。でもこの間、最後に魔法省で会った時にはまったくそんな話は出ていなかった。

　そもそもマリアはゲームの主人公ではあるが平民で貴族の集まりに参加することはない。

　本当にどういうことなんだろう。あの夢が間違い？　色々と不安に考えすぎてあんな夢を見てしまったのかも。

　色々と考えてみたが、結局、今の時点ではどう予測することもできず、しばらくして私は考えることを完全に放棄した。もうわからないことを色々と考えても仕方ない！　そう割り切った。

　その後、あまり行きたくもないが仕方なく講義に出ようかと思ったが、貧血で倒れてしまったということで今日の午前中は大事を取って与えられた客室で休んでいいということになった。

「カタリナ様、ご気分はどうですか？」

　ベッドに転がる私に、様子を見に来たアンがそう声をかけてくる。

「う～ん。本当になんともないんだけど」

　正直、貧血で倒れたとは言われたが、あまりになんともなさすぎて自分でも疑わしいくらいだ。

「そうですか、ですけどもしものことがありますので、せめて午前中はしっかり休んでください」

「は～い」

　私はそう返事をして、ベッドの上でぐるんと寝返りを打つ。しかし、こうして寝ているだけなんて暇だな。かと言ってもう色々とわからないことを考えるのは面倒だから、よし！

「アン、暇だからロマンス小説を取って」

　ここは小説でも見て気持ちをリフレッシュしようと、そう頼むと、眉まゆをひそめたアンに、

「カタリナ様、ちゃんと休んでください」

　と小言を言われてしまった。

「う～、そうは言っても、なぜかこういう時に限ってさほど眠くならないのよね」

　これが講義を受けている最中だと途端に眠たくなるのに不思議だ。そう言って首をかしげる私を見てアンは小さく息を吐き、

「では、温かいお茶を淹いれますのでそれを飲んでゆっくりされてください」

　と言ってくれた。

「やった～、お菓子もよろしく」

　とベッドから飛び起きて喜ぶと、

「飛び跳ねないで落ち着いてください」

　との小言をいただいてしまった。

　そんな小言を言いつつもアンは素早く美味おいしいお茶と私の好きなお菓子を準備してくれた。

「美味しい～……でも最近、ずっと講義とレッスンばかりだったからなんか昼間からこんな風にお茶とお菓子を食べてのんびりしているのって変な感じ」

　お菓子を頬ほお張ばりながらそんな風に言うと、アンが微笑んで言った。

「お城に来てからのカタリナ様は本当に頑張っておられましたものね」

「まぁ、皆も一緒だからね」

　普段からあまり褒められ慣れていない私は照れながらそう返した。

　確かにお城での合宿はなんだか皆と一体感があって普段より頑張ることができている。

　私って一人ではやらないけど皆となら意外と頑張れるタイプのようだ。でもそんな合宿ももうすぐ終わる。

「あと少しでいよいよ近隣会合が始まるわね」

　他国のお偉いさんたちが集う会合、合宿の成果を出して失敗のないように頑張らなくては。

「ところで実際、会合ってどんなものなのかしら？」

　アンにそう聞くと眉をひそめられてしまった。

「それは今までの講義でさんざん習ってこられたのではないですか？」

「まぁ、それはそうなんだけど……実際に出たことがある人の感想とかは聞いてないから、実際はどんなものなのか気になって、アンは出たことある？」

「いいえ、私は出られるような身分ではありませんし、成人してからはずっとカタリナ様にお仕えしてきましたのでお付きでも行ったことはございません。旦だん那な様や奥様なら出席されたことはあると思いますが」

　アンの答えにそれはそうだなと納得する。

　会合に出られるのはそれなりの身分の貴族とそれに付く使用人だ。アンは男爵家の出だし、ずっと私に付いていてくれたものね。参加の機会などなかっただろう。

　しかし、ここ最近、城の警備は強化されており出るのも入るのも大変だ。そんな中、わざわざ家に戻ってお父様たちに感想を聞きに行くのもな～。

　そんな私の心を読んだのかアンが、

「我が国での会合が開かれたのは十年以上前なので、そこに参加されたかはわかりませんが、他国での会合になら王族の代表でジオルド様やアラン様が参加されているのではないですか？」

　と的確なアドバイスをくれた。

「あ、そっか、ジオルド様かアラン様に聞いてみればいいのか！」

　アンったら賢いわ！　よし、次にジオルドかアランに会ったら会合について聞いてみよう。

　そしてお茶を堪能した私はアンによって再びベッドに戻されて午前中は大人しく休むことになった。







　すっかり復活し（というか元々なんともない気もしていたが）さあ講義へ行こうとすると、ジオルドがやってきた。

「具合が悪くて休んでいると聞いて、もう大丈夫なのですか？」

　と心配そうな顔で聞かれたので、

「はい。全然大丈夫です」

　と元気に答えると、ほっとした顔をされた。そして、

「最近、カタリナはだいぶ頑張っていたようなので疲れが出たのですかね。あまり無理はしないでください」

　とアンと同じようなことを言われた。

　また頑張っていると褒められ、少し照れつつ「はぁ」と答えたところで、先ほどアンと話していたことを思い出した。

「あの、ジオルド様、ジオルド様は今まで各国の会合に参加されたことがありますよね。どんな感じだったのですか？」

　という私の問いにジオルドは苦笑した。

「いつものことですが、カタリナの話は突然、変わりますね。どうしてそのようなことが気になったのですか？」

　そう聞かれて、私はアンと話していたことを同じようにジオルドに伝えた。

「そうですね。確かに、話で聞いても実際に出てみないとわからないことは多いですね」

　ジオルドはそう言ってしばらく考え込み、

「ですが、僕が参加したのは他国でのもので、それも前王妃の祖国という非常に友好的な国でのものであったので比較的、問題なく終わったのですよ。同じ会合でも開かれる国、参加する国の人間によっても大きく異なってくると思うのです。特に今回の会合は参加者が多いですから」

　そう答えてくれた。

「ああ、うちの国は豊かで治安がいいので、他国からの参加者も多いということですね」

　私がつい先日、講義で習った知識を口にするとジオルドは「よくできました」という風に微笑んだ。

「そうですね。特にこの近隣で我が国は一番豊かで発展しているので、良いところを取り入れようと視察目的の者も多く、他国での会合よりずっと多くの人が参加します」

　ジオルドはここで一旦、言葉を切り真剣な顔になり続けた。

「人数が増える分、色々な人間がやってきます。さすがに身分ある貴族に何かするような愚か者はいないと思いますが、他国では身分が低い者には平然と狼ろう藉ぜきを働く者もいるようです。会合中、僕がずっと傍そばにいられればいいのですがそうもいかないので、くれぐれも身辺には気を付けてください」

　ジオルドのいつになく真剣な顔と目に私は呑まれるように、

「……はい」

　と頷くと、ジオルドはまた笑顔に戻り、まるで子供にするように頭を撫でた。

　それは最近の色気攻撃とは違ってなんだか安心できる温かいものだった。

　各国の会合、それは私が考えているよりもっと複雑でそして危険なものなのかもしれない。

　その後すぐに、私を迎えに来たメアリたちと共に私は午後の講義へと向かった。







第三章　近隣会合







「セザール様、セザール様、そのように船の端にいては危険です。中へお戻りください」

　甲板の端で柵さくに寄りかかり海を見ていると、そんな風に声をかけられ俺おれは相手に聞こえないようにため息をついた。

　自国のオンボロ船と違って大国ソルシエから今回のために借り受けた立派な船だ。端に取り付けられた柵もしっかりしており危険なことなどありはしない。

　しかし、ほとんど自国しか知らない世間知らずな者たちにはそんなこともわかりはしないのだろう。

　だがここでそれを指摘して余計な軋あつ轢れきを生むのも面倒なので、俺は素直にその言葉に従い船内に用意された客室へと戻った。

「おかえりなさいませ、セザール様」

　部屋に入ると従者で幼おさな馴な染じみでもあるジャンがそう言って俺を迎えた。

「おい、ジャン。二人っきりの時までその言葉遣いはよせよ。肩が凝る」

　俺がうんざりしたようにぼやけば、それまで畏かしこまった顔をしていたジャンはにやりと顔を崩しいつものにやけ顔に戻り、

「まぁ、そうは言っても、日ひ頃ごろから練習しておいた方がいいだろう。公の場でボロを出すとわりぃしさ」

　といつもの砕けた口調で返してきた。

「お前がそんな簡単にボロを出すようなたまかよ」

　長年の付き合いでジャンという男をよく知っている俺からしたら冗談にしか聞こえない。

　ジャンは幼馴染のひいき目を抜いても非常に優秀な男で、ミスというミスをしたことなどないのだ。

　よって、俺に対する畏まった態度はただ俺をおちょくって遊んでいるだけなのだろう。

「まぁ、確かに。この優秀なジャン様がそう簡単にはボロなんて出す訳がないな」

　案の定、にやけ顔でそんな風に言ってきた。

　厭いや味みにしか聞こえないが事実だ。

「それは素晴らしいな。じゃあジャン様、その優秀さで俺の代わりにダルの姓も名乗ってくれよ。俺には荷が重いわ」

　厭味ったらしいにやけ顔にそう言ってやると、ジャンはわざとらしく肩を竦すくめ、

「さすがの俺も我が国の王族の姓であるダルは名乗れませんよ。そこは正式な王族であるあなた様が名乗ってください、セザール・ダル様」

　と畏まった口調で返してきた。

　この返事はほぼ予想通りだったので、俺は軽いため息でそれを流した。

　セザール・ダル、それが今の俺の名で、身分はエテェネル国の王子である。それはまぎれもない事実である。

　しかし、俺自身は正直、まったくしっくりきていない。というのも俺は数か月前まではただのセザールであり身分は傭よう兵へい、自国や他国を放浪していたのだから。

　そもそもの俺の生い立ちは、異国からの旅一座に在籍していた母にエテェネル国の好色家の王が目を付けたのが始まりだった。

　国王の権限でほとんど強引に母を手に入れ後宮に押し込めた男は、しばらくして母に飽きたが、その時すでに母は俺を孕はらんでおりもう後宮から出ることはできなかった。

　しかし、気丈な母はよく知らぬ国の後宮の中で、一人俺を産みしっかり育ててくれた。

　母はいつも俺に言っていた『あなたがもう少し大きくなったらここを出て世界を回って暮らしましょう』と。

　元々、たくさんの国を回っていた旅一座の一員であった母は、また広い世界に戻ることを諦あきらめていなかったのだ。

　だが、慣れない土地での生活が母の身体からだを蝕むしばんだのか、俺が六つになる頃、母は病で帰らぬ人となってしまい、俺は一人残されてしまった。

　悲しみに暮れる暇などなかった。

　あふれるほどいる後宮の女と子どもたちの中、後見もない俺に誰だれも見向きもせず、六つの俺は後宮という国の中枢で一人野垂れ死ぬところだった。

　そんな俺に唯一、手を差し伸べてくれたのが、現在のエテェネル国王である異母兄であった。

　九つ上の異母兄は成人したばかりだというのに、非常に優秀で後見である母親の生家も名の知れた貴族であり次期国王候補として名高く、俺にとってはまるで雲の上のような存在だった。

　そんな異母兄は俺という存在を知らなかったのだが、偶然、兄が通りかかった後宮の道に俺が空腹で倒れていたところを保護された。

　異母兄は自らの母がよい顔をしていないにも関わらず、俺の後見となってくれた。

　自分の乳う母ばであった信頼の置ける女性に俺を預け、王族としての知識がまったくない俺のために教師をつけ、時には自ら教えてくれた。

　兄は『同母の兄弟はおらず、異母の他兄弟とはほとんど接することが叶かなわなかったので、こうしてセザールを構うのが楽しいのだ』と本当に俺によくしてくれた。

　そして俺が成人し『この居場所のない後宮から出たい』と我わが儘ままを言った時にもすんなり後押しをしてくれた。『お前の人生だ。好きなように生きればいい』と。

　そうして俺は十五で王子の肩書を捨てただのセザールとなり後宮を出た。

　俺を心配してというより面白がってついてきた育ての親である乳母の末息子であり幼馴染であるジャンと共に。

　外の世界は決して甘いものではなかったが、新しく見聞きするものは新鮮で楽しみも多かった。

　持たされた金が尽きる前に手っ取り早く稼げるからと傭兵になった。

　後宮で異母兄から剣術を学んでいたこと、元々筋もよかったことから傭兵セザールの名は、その筋では有名になりそこそこの稼ぎで自由に暮らせるようになった。

　やがて、気付けば後宮を出て十年以上の時が経たっていた。

　もうこのまま死ぬまで傭兵として生きていくのだと考えていた俺だったが、ある時、祖国のいざこざに駆り出されている時に『俺を助けてくれた異母兄が国王の位を継いだ』という話を聞いた。

　ついにあの異母兄が王になったのか、そう思うと様子を知りたくなった。

　そこで王都へ戻り少しだけでも姿を見たいと思ってしまったのが、俺の人生を大きく変えることとなった。

　異母兄は確かに王になっていた。しかし、周りは敵だらけだった。

　異母兄は前国王の乱れた世を治すために、他ほかの堕だ落らくした姉弟、側室たち、あまつさえ自分の母の生家までも切り捨てて一人戦おうとしていたのだ。

　そんな異母兄を目にして、また自由な傭兵稼業に戻ることはできなかった。俺は受けたたくさんの恩を返すべく異母兄の絶対的な味方となり働くことを決めた。

　戻った俺に兄はすまなそうな顔を見せたが、それでも容赦なく仕事を押し付け、俺を王子の肩書に戻した。

　正直、臣下として働くつもりだった俺は戻された王子の肩書を重たく感じたが『この肩書があるとないとでは大きく違う』と異母兄に懇願されしぶしぶ承諾した。

　よって、今回、大国ソルシエで開かれる近隣諸国の会合にもエテェネルの王子として参加することになってしまった。

　それでもこのソルシエは現国王に替わり、国がさらに発展したと称たたえられる国、ここで学べることは多いだろう。

　少しでも異母兄の役に立つために、大きな猫を被かぶってしっかり学んでいかなければ、俺はそう心の中で誓った。







★★★★★★







「う～ん。暇だわ」

　私は与えられたお城の客室でそう言って伸びをした。

「天気もいいし散歩したいな～」

　窓の外を見てそう呟つぶやくと、すかさずアンから、

「駄目ですよ。今日から各国の代表の方々がお城に入られるのでむやみに出歩かないようにと言われましたでしょう」

　という小言が飛んできた。

　そうアンの言う通り、今日から各国の代表がお城に入る予定だ。

　いよいよ会合が始まるのだ。

　実際に集まって会合が始まるのは明日からだが、ここまで来るのにだいぶ時間のかかる人も多いことから、お城では今日の朝から来賓の受け入れを始めている。

　そのため受け入れに関わる者以外の自国の者は各部屋で待機状態なのだ。

　さらに私は、ジオルドやキースから、

『何か問題を起こしたり、厄介ごとに巻き込まれるといけないからくれぐれも部屋から出歩かないように』

　と言われており、完全な引きこもり状態だ。

　これで天気が荒れていればまだ部屋で読書でも楽しもうと思えるかもしれないが、窓の外に見える空は澄み渡る青空でお日様はキラキラと輝いている。

　こんな日に部屋に引きこもっているなんてもったいなく思える。

　う～ん。この窓の外に来客の姿は見えないし、部屋から見える庭に少し出るくらいなら大丈夫だと思うんだけどな。しかし、アンはこういうことに厳しいからな～。

　部屋を抜け出すいい言い訳が浮かばない私は、とりあえず大人おとなしく読書を楽しむことにした。

　そうして大人しく読書をしているとアンも大丈夫だと思ってくれたらしく、少し早い昼ごはんに行くことにしたらしい（私のお昼に付き添ってくれるので先に済ませておくようだ）。その際にアンに、

「代わりのメイドを呼んできます」

　と言われたが、

「城が忙しく手伝いに駆り出されている人たちをわざわざ呼ばなくても、少しくらい一人でも大丈夫よ」

　と断り、私は「読書をしているわ」と再び本を開いた。

　アンは少し心配そうにしながらも、

「早めに戻ってきますので」

　と使用人の食事スペースへと行った。

　よし、チャンスがやってきた。この間にほんの少しだけ庭に出よう。

　ドアからだとばれる可能性が高いので窓から。ここの窓はちょうど足のかかる低い位置にあるので簡単だ。

　ちょっとお日様を浴びるだけの気分転換だ。すぐに戻ればアンや他の人にも気付かれまい。

　私はさっと窓に足をかけ庭に飛び出した。

　外は思った通り日差しが暖かくてとても心地よかった。私は新鮮な空気をいっぱいに吸い込み大きく伸びをした。

「う～、気持ちい」

　庭はさすがお城のものでよく手入れされていた。ここには花などは植えられていないが、綺き麗れいに整えられた木が伸びていて、芝生しばふもフサフサしていて実に気持ちいい。

　私はしゃがみ込んでそのフサフサの芝に触れてみた。

　芝は思っていたより柔らかくてフワフワしていてすごく触り心地がよかった。

　最近はお城で勉強ばかりでほとんど緑に触れていなかったので、私はその柔らかく心地よい芝の誘惑に勝てなかった。ちょうどいいことに周りに人の気配はない。

　私は芝の上にゴロンと仰向けになった。芝からは緑の匂においがし、その柔らかな感触もたまらなく気持ちがよかった。

　ああ、幸せ～。私は芝の上に寝転んだまま大きく伸びをした。

　ぽかぽかと差し込む日差しにフカフカの芝生、なんだか少し眠たくなってきてしまった。私は芝生に寝そべったままウトウトしてしまっていた。

「おい、大丈夫か」

　突然、頭上から聞こえた声にびっくりして目を開けると、そこには見知らぬ男性が眉まゆを寄せて私を覗のぞき込んでいた。

「え、あ、はい」

　私がやや寝ぼけながらもそう返事をすると男性は、

「意識はあるのか。よかった気分はどうだ？　歩けるか？」

　と心配そうな声音で問いかけてきた。

　あれ、これはもしかして私、具合が悪くて倒れていたと思われている！

　まずいちょっと寝ていただけであらぬ誤解を与えてしまった。私は慌てて起き上がり、

「あ、あの、違うんです。これはその、芝生があまりにもフワフワで心地よくて少し寝転んでみたくなって、そしたらあまりに気持ちよくてついウトウトと眠ってしまっただけで……決して具合が悪くて倒れていた訳ではないんです！」

　拳こぶしを握ってそう熱弁した。

　そんな私に男性はきょとんとした顔をして問いかけてきた。

「倒れていた訳でなく、寝てただけ？」

「はい！」

「ここ城の庭だと思うんだが」

「はい、わかってます！　でもフワフワ芝生の誘惑に勝てなくて」

　私が力強くそう言うと、男性はブワァと噴出して豪快に笑い始めた。

　今度は、私がぽかーんとなり男性を見つめた。

　何かそんなに面白いことだったかしら。

　しかし、やや冷静になり、笑う男性を改めて見つめるとかなりの美男子であることがわかった。

　褐色の肌に黒い髪に瞳ひとみ、しなやかな筋肉のついた身体、今まで周りにはいなかったタイプのワイルド系イケメンである。

　そのせいか最初に見た時はなんだかいかつくて怖そうな感じもしたけれど、笑っている顔は口から覗く八重歯のせいかどこか子どもっぽくて親近感が湧わく。

　私が冷静にそんな観察をしている間に、ようやく男性の笑いは落ち着いてきたようだ。

「いや～、盛大に笑ってすまん。完全に具合が悪く倒れてると思っていたら、まさか寝てただけとは、しかも理由があまりにもで……ぶぶ」

　まだ少し笑いを残しながら、そう言った男性に私も、

「……いえ、こちらこそ、紛らわしいところで寝ていてすみません」

　と謝った。

　確かに城の庭で寝る人はあまりいないだろうから、びっくりさせてしまったのだろう。

　私の発言に男性はなぜかまた笑って、それから気を取り直したように、

「ところであんたはこの国の人だよな。城の使用人か何かか？」

　そう聞いてきた。彼の目は私の服装を見ていた。

　今日、部屋に引きこもりの予定だったから非常に簡素で楽な服、使用人たちが着るような服を着ていた。おまけに今、その服には芝がわさわさ付いている。

　この目の前のワイルド系イケメンはその見慣れない見た目からおそらく他国の人なのだろう。他国の人に、この国の貴族の令嬢は質素な服で、芝生で芝まみれになっていると思われるのはあまりよくないであろうことはさすがの私でもわかった。なので、

「は、はい。そうです」

　としれっとお城の使用人のふりをしてみた。

　しかし、言った後にこの人に会合の場で会うことになったらまずいという考えが浮かんだ。

　芝の上で寝たせいか今の私は非常にさえていたのだ。

「あの、あなたは？」

　おずおずと彼が何者なのか確認してみると、男性はにっと笑顔で、

「ああ、俺はエテェネルの使用人、セザールだ」

　と名乗った。

　よかった。相手も、いや相手は使用人のようだった。それならば会合の場で会うことはないだろう。会合の場に参加するのは貴族とソルシエの使用人だけと聞いている。

　私は安心して、自分も名乗った。

「私はカタリナです」

「ああ、カタリナ、よろしくな」

　セザールはそう言って手を差し出したので、私もつられて手を出すとがっしりと握手をされた。

　セザールの手は普段力仕事をしているのか、硬くてごつごつしていた。

「ついさっき、城に到着したから、少しどんなものか見て回ってたけど、立派なものだな」

　セザールが感嘆した風にそう言った。

　私はこの国から出たこともなく他の国のお城も知らないので、

「そうなんですか～」

　となんとも言えない返事をした。

　セザールはそんな私にふふと笑って、

「ここは働きやすいか？」

　と聞いてきた。

　一瞬、きょとんとなったが、そういえば使用人のふりをしていたんだと思い出し、

「あ、はい」

　と答えていた。

　実際のお城の使用人がどう思っているかはよくわからないが、前にアンたちが『労働環境も整っていてなかなかいい職場のようだ』と話しているのを聞いたことがあったので、完全に嘘うそにはならないと思う。

　そんな私の答えにセザールはなんだか羨うらやましそうな顔をした。そんな顔に、

「あの、セザールさんのところは大変なんですか？」

　と思わず問いかけると、セザールは苦笑した。

「ああ、エテェネルは今、国王が替わったばかりで色々と立て込んでいるからな。楽ではないが、いずれは皆が気持ちよく働ける場所になるとよいな」

　ああ、そう言えば、一つ国を挟んだ先にあるエテェネル王国は最近、国王が替わり、国がまだ色々と落ち着いていないとこの間の講義でやった気がする。使用人であるセザールも大変なのだろう。

「あの、セザールさんも少し芝の上で休んでいきます？　気持ちいいですよ」

　たぶんお疲れなのだろうセザールにそう提案してみると、彼はきょとんとしてまた大きな口を開けて笑った。

「それは実に魅力的な提案だが、さすがに城に着いて早々に芝だらけになって戻ると友人に窘たしなめられそうだ」

　セザールは私の芝だらけの服を見てそう言った。

　確かにその通りだ。私もこれを綺麗にしてから戻らないとアンに怒られそうだ。

「その通りですね。私もこのままじゃまずいです」

　私は服についた芝を必死に払い始めた。

　その様子にセザールはまた笑った。どうにもよく笑う人だ。だが彼は笑いながらも私の芝落としを手伝ってくれた。しかも大雑把そうな見た目に反し、

「服に触れていいか？」

　とちゃんと許可を取る紳士っぷりも見せた。なんだか不思議な人だ。

　私の服についた芝がだいぶ落ちた頃、

「セザール～」

　と誰かがセザールを呼ぶ声が聞こえてきた。セザールは、

「おお、のんびりしていたら迎えが来てしまった」

　と肩を竦めると、

「じぁあ、またな。カタリナ」

　そう言ってにかっと八重歯の見える笑顔を浮かべ、手を振り去っていってしまった。

　他国の人だからだろうか、本当に今まで会ったことがない不思議な感じの人で、なんだかとても印象に残った。

　しかし『またな』とは言われたが、明日から会合が始まれば私はそちらに出なくてはいけないのでもう会うことはない気がする。

　なんだか感じがいい人で話しやすかったし、もう会えないのは少し残念な気がした。

　そうして残っていた芝を落とし、さぁ、部屋に戻ろうかと思ったところで、私は緑の木々の向こうに見慣れた姿を見つけた。

　でもその人は今、ここにはいないはずの人で……でも、もしこの間、見た夢が真実ならば……私はそちらへ向かって走り出した。







★★★★★★







「まったく、少しだけ見学してくるって出かけたっきり、なかなか戻らないんだから心配したぞ。セザール」

　ジャンが顔をしかめてそう文句を垂れる。

　しかし、今回に関しては完全に俺が悪かったので、素直に謝罪する。

「すまんすまん、本当に少し見て戻るつもりだったんだが、なかなか面白い奴やつに会って、つい話しこんでしまってな」

「へえ～、あんまり人に関心のないお前が面白いなんて言うの珍しいじゃん。どんな奴なんだ？」

　ジャンが興きょう味み津しん々しんといった目でこちらを見てきたので、俺は先ほどのことを簡単に話した。

「会合で近隣諸国のお偉いさんが集まってきてる城の庭で寝っ転がって寝るとか、すげ～肝のすわった奴じゃん。それは確かに面白そうな奴だわ」

　俺の話を聞いたジャンはやはり俺と同じような反応で声を出して大いに笑った。

「そいつ平和な城の使用人よりも、傭兵みたいな仕事の方が向いてるんじゃないか。なんだったらスカウトしていくか」

　ひとしきり笑ったジャンが冗談交じりにそう言ったが、

「いや、残念ながら相手は女だから、傭兵はさすがにきついと思うぞ」

　と返してやると、ジャンは目を丸くした。

「え！　マジで女なの？　なおさらすごいな」

　そう言うと少し考えて、

「なら、お前の嫁候補にスカウトしていくか」

　などと言いだした。

「はぁ」

　突然の嫁候補発言に俺は眉を寄せるが、長年の友人はしれっとした顔で続けた。

「だってお前が女に興味を持つなんて初めてじゃないか、遊び相手のねぇちゃんたちはいっぱいいたけど、ちゃんとした相手はいたことないだろう。傭兵の時はそれでよかったけど、今の立場じゃあ、ずっと独身のままだと、さすがに体裁悪いだろう」

　俺はその言葉になおさらむすっとなった。

　確かに今までの傭兵セザールならまだしも王子の身分に戻った今、ずっと独身はまずいかもしれないと思っているが、

「面白いと言っただけで、そういった感情ではない」

　いきなりここに来て『さぁ、すぐに相手を見つけろ』と言われるのはなんとも素直に受け入れられない。

　そうして一気に機嫌が悪くなった俺だったが、ジャンの方は気にした風もなく、

「さぁ、さっさと戻るぞ」

　と与えられた部屋へと向かっていく。

　ああ、せっかくだいぶ楽しい気分になったというのに台無しだ。またあのカタリナという女と話をして笑わせてもらいたいものだ。

　しかし、咄とっ嗟さに彼女に合わせて身分を使用人と言ってしまったが、実際の会合の会場で顔を合わせたら彼女を驚かせてしまうかもしれないなと考えたが……こんな昼間から庭で寝っ転がって昼寝している娘が他国の貴族のもてなしの要員に選ばれるはずもないかと思い直す。

　ならばまたあの先ほどの場所を散策すれば会うこともできるだろうか。そう思うと自然と口元に笑みが浮かんできた。

　ジャンが言う嫁候補とまではいかないが、先ほど少し話しただけの女をかなり気に入ったのは事実のようだ。俺は他ひ人と事ごとのようにそう思った。







★★★★★★







　私が偶然見かけた見知った姿に気付きそちらへ駆けていくと、あちらの方も私の存在に気が付いた。

「カタリナ様」

　びっくりした声で私を呼んだその人に、私も同じようにびっくりした声で、

「マリア、どうしてここにいるの？」

　と聞いていた。

　そこにいたのは本来ここにいるはずのないマリアだったのだ。しかも、よくよく見ると着ている服は城のメイドが着ている服だった。

「え、マリア、魔法省からお城のメイドに転職したの？」

「あ、いえ。これは今、一時的に借りているだけで……その、実は魔法省の任務でお城に来ることになって」

　私の問いにマリアは少し小声でそう答えた。

「魔法省の任務？」

　お城での魔法省の任務ってなんだ。

　しかもメイド服を着てしなきゃいけないことって一体？

「あの、実は……」

　マリアが小声で何かを話そうとした時だった。

「新入りさん、こっちよ。早く来なさい」

　と年配のメイドがこちらを見て声を張り上げてきた。マリアは慌てて、

「はい、今行きます」

　と返事をして、私に小声で『また後で』と頭を下げると足早に年配のメイドの方へと走っていってしまった。

　魔法省の任務でメイドをさせられているのか？　というかマリアがここにいるってことは―――私は少し前に貧血で倒れた時の夢を思い出す。

『近隣会合でのお仕事を頑張らなくちゃ』と書かれたゲーム画面。あの時点ではマリアはここには来ていないのだから、ただの夢で現実ではないと思い込もうとしたが……。

　現実にマリアはここに来ていた。そしてどうやらこのままメイドとして近隣会合でも仕事をするようだ。

　そうなれば、この場でもゲームの物語が繰り広げられるということで……完全な安全地帯ではなくなってしまった。

　私は呆ぼう然ぜんとしてその場に立ちつくした。

　しばらくしてようやくはっとなった私は、この場に一人突っ立っていても仕方がないと部屋に戻ることにした。

　しかし、あまりの衝撃に私はここまでの間に自分がこっそり部屋を抜け出していたことなどすっかり忘れ、普通にドアから部屋に戻ってしまった。

　おまけに私が考えていたよりもずっと時間が経っていたので、アンはとうに部屋に戻っておりたくさん小言をもらうことになってしまった。







　マリアが近隣会合の場にいて、それがどうやらゲームの物語の一部らしいと知り、部屋で悶もん々もんとしていると、キースがやってきた。

　そして、私が問題を起こさず部屋にいたのか確認をされた。

　また小言をもらいたくなく適当にごまかそうとしたけど、アンが先に報告してしまって、結局、キースにも小言をもらうことになってしまった。

　そうしてようやくキースの小言が終わった頃に、私は城内でマリアが魔法省の任務だと言ってメイドをしていたことを話してみた。賢いキースの意見を聞いてみたくて。

「魔法省の任務でメイドをするってどういうことかしら？」

　と言った私に、キースは眉を寄せて言った。

「たぶん、魔法省の任務でメイドをしている訳でなくて、メイドとして城に潜入して捜査することがあるとかじゃないかな」

　おお、確かにメイドが任務なのでなく潜入捜査であると考えた方が魔法省の任務としてすっきりくる気がした。

　あの時、ゲームの画面に出た仕事というのも『魔法省の』ということだったのかもしれない。

「でもまだ新人のマリアがわざわざ城に来なきゃいけない任務ということは……」

　なにやらキースが難しそうな顔でブツブツ言っていたので、

「何？」

　と尋ねたが、

「いや、なんでもない。義姉ねえさんは明日からの会合に備えてしっかり休んでね」

　さっとはぐらかされてしまった。

　その後、キースは明日に向けて色々とまだ準備があると部屋を後にした。

　いよいよ、明日から会合が始まるのだ。予定ではそれぞれの階級の貴族同士で広間に集まり会合を行うことになっている。

　それでもまだ今回はゲームとは無関係で破滅フラグはないと安心していたのに、ここにきてこの会合もどうやらゲームに組み込まれているらしいと知って気分は一気に憂ゆう鬱うつになる。

　しかし、だからと言ってこのまま悶々としていても、破滅は待ってはくれまい。

　私は脳内でカタリナたちを招集した。




　これよりカタリナ・クラエスたちによる脳内会議を開幕します。

　議長カタリナ・クラエス、議員カタリナ・クラエス、書記カタリナ・クラエス。

『今回の案件ですが、どうやらこの近隣会合もゲームの一部で、もしかしたら何かのイベントである可能性が高いと考えられる訳ですが』

『そうですね。潜入捜査の先で恋が発展する的なイベントなのかもしれないですね。ドキドキ展開になるのかも』

『わぁ～、いつもと違う環境での恋の急展開、素敵ね』

『うんうん。違う環境でいつもより大胆になる攻略対象、『今夜は帰したくない』なんて大人おとなな台詞セリフまで出てくるかもよ』

『やだ～、『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』はＲ指定のないゲームよ、そんな大人な展開はさすがにないんじゃあ』

『いやいや、今回は続編よ。もしかしたら少し大人な展開を入れてＲ指定も入っているかも』

『きゃ～、嘘、そんないきなり、大人な展開に！』

『皆さん、完全に論点がずれてきています！　なぜ皆さんはそんなに呑のん気きなんですか！　今、私たちが話し合わねばならないのはマリアのときめき展開ではなく、この会合でカタリナに破滅フラグが待っていないかということでしょう！』

『うっ、そうでした』

『すみません』

『わかればよろしいです。では、今後、会合が始まってからどうしたらいいか考えましょう』

『……さすがに会合を欠席して家に帰るという訳にはいきませんよね』

『さすがにそれは無理でしょう』

『でも、プレイしたことのあるⅠの時と違って、何が破滅フラグなのかまったくわからないから、そもそも何に気を付ければいいかわからないわ』

『……それは、その通りですね』

『じゃあ、とりあえず攻略対象やライバルキャラである皆と一緒に行動を取らないとか？』

『つまり、カタリナに義弟や友人たちのフォローなく重要な会合をこなせということ……』

『それはゲームの破滅の前に、普通に貴族令嬢として大失敗して破滅する可能性が高くなると思いますが』

『『　……その通りですね　』』

『じゃあ、どうします？』

『う～ん。とりあえず、悪いことはせず、おしとやかに過ごす？』

『なんとも大雑把な』

『でも、それくらいしか思いつかないよ』

『まったくこれだけ人がそろっていてなんの解決策も浮かばないなんて情けないですわ』

『いや、これだけそろってても皆、カタリナだから仕方なくない？　そもそも頭もよくないし』

『……そうね』

『……あの～、発言いいですか？』

『はい。どうぞカタリナ』

『そもそも、Ⅱのカタリナはこの近隣会合に参加しているんでしょうか？』

『どういうことですか？』

『今までの情報だとⅡの悪役カタリナは魔法省には潜入しているけど貴族ではないんですよね。ならカタリナはこの会合には参加しないのではないですか？』

『『　確かに！！！　』』

『でしたら、ここにはカタリナの破滅フラグもないだろうから、普通に会合を頑張ればいいんじゃないですか？』

『カタリナ……あなた頭良すぎじゃない』

『本当よ！　やはりだてにⅠの破滅を乗り切ってないわ。天才よ！』

『えへへ、そんなことはないのですけど』

『でも、なら安心ね。イベントはあるけどカタリナは巻き込まれない。そう思えば何も恐れることはないわ。精一杯、会合を頑張りましょう！』

『『　おぉ～～～！！！！　』』




　こうしてカタリナ会議は幕を閉じた。

　イベントはあるが、カタリナに破滅はなさそうだと判断した私は、とてもぐっすり眠りについた。







「カタリナ様、起きてください。朝ですよ」

　いつものようにアンにそう声をかけられ、目を覚ました。よく寝たので目覚めは快調である。よし、今日からしっかり会合をこなしていこう！　そう気合を入れて、私は本日の支度を始めた。

　会合一日目で、私が行かなければならないのは近隣諸国の伯爵家以上の身分の高い者たちの集う会合である。

　そこで他国の者との親しん睦ぼくを深めるのだ。

　ただそれはあくまで表向きのことで、その実は他国の情勢を探ったり、有益な取引を行うための腹の探り合いをするための会合らしい。

　なのでそこでは余計なことはしゃべらず、不利になるような失態を犯さないようにしなければならないと言い聞かせられている。

　自国の目の笑っていない笑顔ばかりを向けられる社交界ですらげんなりする私なのに、一日中そんな場にいなければならないなんて正直、気が重いがお役目なので仕方がない。

　幸いなことに頼もしい義弟キースや友人メアリ、ソフィアにその兄ニコルも同じ会場にいるので心強い。

　ちなみにジオルド、アランの王族たちは近隣の王族たちと別室で会合が行われている。

　私はよし！　と気合を入れ、キースとともに会場へと入った。

　お城でもかなり広く煌きらびやかなそのホールにはもうだいぶたくさんの人々が集まっていた。

　ぱっと見ただけならばお城で開かれた王子の卒業パーティーなどと大差ない気がするが、少しよく見ればそこに集う人々が普段とだいぶ異なっていることがわかる。

　まずその見た目が違う。

　うちの国は皆、肌が白くスラリとした体形の人が多いのに対して、ここには前世の日本人のように黄色の肌をして肉付きのいい体型の人、また昨日出会ったセザールのように浅黒い肌に髪も黒に近い色の人などこの国ではあまり見かけない見た目の人がたくさんいた。

　そしてまたその人々が纏まとう衣装が違う。

　こういう場でうちの国は前世の昔のヨーロッパ風のドレスを主に着ているが、ここには前世の東南アジアの人が着ていた民族衣装のようなものを着ている人、また前世の日本にある懐かしの着物のような衣装を着ている人など様々だ。

　なんだかすごい異国感があふれる空間だな。私はしばしこの不思議な空間に見み惚ほれた。

　しかし、前世だったらこんな様々な人種が集まる場では色んな言葉が飛び交っていそうだけど、この世界の国々は基本的に言語が共通なのでしゃべるのには困らない。

　それだけは本当に嬉うれしいことだった。ただでさえ、勉強が苦手なのに、他国の言葉を何ヵ国語も覚えないとなんてことになっていたら泣いていた。前世の私の英語の成績はいつも赤点スレスレだったのだから。

　ホールに入ってそんなことを考えながらしばしボーっとしていたら、キースに腕を引かれた。

「義姉さん、ちゃんとして、笑顔を作って、挨あい拶さつ回りに行くよ」

　小声で窘められて、私はそうだここでは隙すきを見せないようにしろと言われてるんだったと思い出し、気を引き締め、にこやかな笑顔を作りキースと共に人の輪の中に入っていく。

　他国の人が多い中とはいえ、基本的にすることはいつもの社交界とさほど違いはない。にこやかに挨拶し、自己紹介し、他愛たわいのない話をするのだ。

　ただその他愛のない話の中に紛れて上手うまいこと国の情勢なんかを聞き出そうとしてくる人が多いのでその辺に気を付けなくてはいけない。まぁ、私はあまり国の情勢とか詳しくないのでそもそも話せないのだが。

　私が話してはいけないことと言ったら、魔法省でのことが主だ。

　上位貴族としてはまれな魔法省の職員として勤務していることは内密にしている訳ではないので、だいたいの人が知っていた。

　他国の人なのにすごいなと感心したがキース曰いわく上位貴族ならそれくらいの情報網は持っているのが普通のことらしい。

　そのため私に振られるのは魔法省がどんなものかなどの話が非常に多いのだが、そこは、

「簡単なお手伝い程度のことしかしていないのでわからないです」

　とにこやかに返しておいた。

　実際には初の闇やみの使い魔という存在を手に入れて、最近では『闇の契約の書』という古いにしえの魔法まで見つけて解読中なのだが、そんな国家機密級のこと明かせるわけないので、何もわからないを貫いた。

　ただ何も知らない少しのお手伝いだけという言葉で皆、すんなり納得してくれた。

　そもそも皆、公爵家の令嬢がそんなしっかりとお仕事をしているとは思わないようで、私が魔法省に入った頃の魔法省内の人々のように結婚までの暇潰つぶしで通っているのだというように思っているようだった。

　そんな感じで主な会話もすり抜けられていたので、特に大きな失言も失敗もすることなくスムーズに事は進んだ。

　友人であるメアリやソフィアはその美少女っぷりから男性に軽いアプローチをかけられることもあったらしいが、私はそこまで美少女ではなく、目つきも鋭くきつい印象のためか残念ながら、いや幸いにもそういった声がかかることはなかった。

　そうして笑顔を張り付け当たり障りのない話を繰り広げ、なんとか一日目の会合が終わった。

　もうヘトヘトになって与えられていた客室へ戻ると、すぐ楽な部屋着に着替えベッドへダイブする。

　ああ、一日だけでもうこんなに疲れちゃうなんて先が思いやられる。ベッドの上でそうため息をつき、ベッドから窓の外を見ると木々が夕焼けに染まっていた。

　体感的にはもう深夜のような感じだったけど、むしろ講義の時よりも早く終わっているのね。あんなに大変だと思っていた講義よりも長く感じるとは疲労感が強い訳だ。

　あれ？　私は何となしに眺めていた窓の外につい昨日会った人を見つけた。

　私の与えられた客室はお城では端のほうなので、庭も端のほうだから滅多に人は来ない。そんなところに昨日と同じ人がいるなんて不思議だ。

　そう言えば昨日、彼は『またな』と言って去っていったっけ、まさか本当にわざわざ会いに来た？

　そんな風に考えるとなんだか出ていかないのも申し訳ない気持ちになり、ちょうどアンに戻ってもらい部屋に誰もいなかったこともあって、私はまたこっそり窓から庭へと忍び出た。

　庭に出てあたりを見渡すと、少し先に昨日もここであった美男子、セザールが立っていたので、そちらへ歩み寄るとぱっと彼は振り向いた。

　まだ声もかけていないし、少し距離もあったのに、その反応の早さはまるで野生の動物みたいだった。

「おお、まさか本当に会えるとは思わなかった」

　私の姿を確認するとセザールは昨日と同じように子どものような笑顔を向けそう口にした。

「あの、わざわざ会いに来てくれたんですか？」

　まさか本当に会いに来るとは思わなかったので、びっくりしつつそう聞くと。

「あ～、まぁ、このあたりに来ればまた会えるかなと散歩のついでに寄ってみただけだがな」

　という答えが返ってきた。

　どうやら、そう積極的に会いに来たわけではないようだった。それなら慌てて出てくる必要はなかったかもしれない。

　でもまぁ、こうしてまた会ったのだし、これで『じゃあ』と別れるのも何なので少し世間話を振ってみることにした。

「セザールさんはもうお仕事終わったんですか？」

「ああ、今日の仕事はもう終わった」

　私の問いにセザールはそう返し、今度は私に聞いてきた。

「お前の方ももう終わったのか？」

「はい。私も今日の仕事は終わりました。もうへとへとです」

　私がそう心底疲れた風に言うと、セザールは、

「主催国の者は、上から下まで大変だな」

　と苦笑した。

「セザールさんは疲れてないんですか？」

　他国の使用人も勝手のわからない国で大変だろうに、セザールからはそれほど疲れを感じない。

「ああ、それなりに気疲れはしているがそこまでではないな。俺はかなり体力もあるし、以前の仕事の方がきつかったくらいだ」

　セザールはそう言って肩を竦めた。

　やはり私ほどへとへとではないようだ。そしてさらりと話されたことに思わず聞き返す。

「以前は違う仕事をしていたんですか？」

「ああ、使用人の前は傭兵をしていた」

　セザールはこれもまたさらりと口にした。

「よ、ようへい？」

「ああ、この国ではあまり馴な染じみがないか。傭兵ってのは雇われて一時的に争いの戦力、兵隊になるような仕事だ。この国なんかはしっかりした軍があるからそういった輩やからはいないだろうが、荒れている国ではそういう風に稼いでる連中がたくさんいるのさ」

　どうやら、ようへいは『傭兵』のことらしい。

　前世ではマンガや小説で目にはしたけど、このソルシエでは傭兵の存在など聞いたことがない。なのでそういう存在がこの世界にもいることを知らなかった。

　しかし、傭兵か～。そう思って見れば、この服の上からでもわかるしなやかな筋肉や、先ほどの動物的な反応もなんだかしっくりきた。

　感心してぽへぇ～と見ていたら、セザールは眉を少し下げて言った。

「怖くなったか？」

「ふへぇ？」

　意味がわからなくて変な返事をすると、

「俺が傭兵なんて血なまぐさい仕事をしていた奴だとわかって」

　とセザールは口の端を上げてそう言った。

　そう言われてみれば、傭兵とはそういった仕事なのかもしれないが、

「あの、正直、しっかり理解できてないところもあると思うけど、でもセザールさんを怖いとは思えないわ」

　そう今の素直な気持ちを話すとセザールは目を丸くして、

「そうか」

　とくしゃりと笑った。しかし、気になることができた。

「なんで、傭兵からいきなり使用人になったんですか？」

　普通なら会ったばかりの人に聞くには突っ込みすぎた質問かもしれないが、本人があまりにさらりと話したので、私もつい聞いてしまった。

　しかし、この問いにもセザールはあっさりと答えてくれた。

「いや、世話になった兄貴が家を継ぐことになったからその手伝いでな」

　一瞬、重たい理由も想像したが、そうでなくてよかった。

　しかし、いきなりかなり違う分野の仕事をするのも大変だろう。私がそのように言うとセザールは、

「確かに傭兵稼業に比べるとやたらと肩が凝るし、傭兵稼業のほうが気楽だったな」

　と肩を動かしながら昔を懐かしむように言う。そんなセザールに、私は疑問を口にした。

「あの、でも傭兵って兵隊みたいに争いごとに参加するんですよね。そっちの方が危なくて大変なんでは？」

　仕事が変わるのは確かに大変かもしれないが、それでも危険な傭兵という職業よりは使用人の方がよっぽど楽だと思う。

　首をかしげる私に、セザールは「うむ」と少し畏まった顔を作り、口を開いた。

「確かに、安全面を言えば使用人の方が危険はないが自由が少ない。それに比べ傭兵稼業は危険だがその分、自由だからな。国やどこかに特別に属してる訳でないから自由に行く場所を選べる。縛られるものがないんだ。どこまでも行ける。俺にはそっちの方が性しょうに合ってるんだよな」

　そう語るセザールの目はどこかキラキラしていた。

「……自由」

　セザールの語るそれはとても素敵な響きをしていた。

「そう自由だ。自分で選んでどこにでも行ける」

「セザールさんは色々なところへ行ったんですか？」

「ああ、俺は特にあっちこっちを回るのが好きで、色んな国を回ったからな」

「色んな国、どんなところに行ったんですか？」

　私が思わず身を乗り出して尋ねると、セザールはにやりと笑った。

「聞きたいか？」

「はい」

「よし、じゃあ少しだけな」

　そう言ってセザールは回った国々のことを語ってくれた。

　貿易で栄える港を王都とする国、川が国中に流れ、そこに城が築かれている国、異国の話自体は前に少しソラに聞いたことがあったが、セザールのは話はなんというか壮大で、それも自分の感想なんかを面白可笑おかしく混ぜてあり、すごく面白かった。

　なので、私はついもっともっととねだってしまったが、いつの間にか日が落ちてしまっておりセザールに、

「もう遅いぞ、明日の仕事もあるんだから部屋に戻って休め」

　と言われてしまった。

　もっと話を聞きたかったのにと唸うなる私にセザールはにやりと笑って言った。

「俺はまた明日この辺を散歩する予定だ。仕事が終わって時間が空いていたら来たらいい」

　セザールと別れて、今日は忘れずに出た窓から部屋に帰る。

　もう寝るつもりでアンには使用人部屋へ戻ってもらっていたので、今回は窓からの外出がバレて怒られることはなかった。

　それに先ほどまでは気の使いすぎでぐったりしていたが、セザールと楽しく話したらなんだかすっきりした気がする。

　エテェネルのセザール、なんだか不思議な人だ。すごく親しみやすくて会ったばかりなのに前からの友人であるように思えた。

　いや、友人というか頼れるお兄ちゃんという感じだ。なんとなく前世の兄たちを思い出させるそんな雰囲気の人だ。

　明日も会えるといいな。それで異国の面白い話の続きを聞かせてほしい。そんなことを考えながら、私はベッドに潜り込む。寝入りになにか獣のぐるるという声が聞こえた気がしたけど、疲れていたこともありさほど気にならず、すぐに深い眠りに落ちた。







「カタリナ様、起きてください。朝ですよ」

　いつもと同じようにアンにそう声をかけられ、目を覚ました。

　ぐっすり眠れたので、目覚めも爽そう快かいだ。

　さぁ、会合二日目、本日も頑張るぞ！

　今日、私が行くのは近隣諸国の貴族の女性たちで行われるお茶会である。

　昨日は高位の貴族の顔合わせと情報交換、本日は女性たちでの情報交換ということらしい。

　場所、集まる人々は変われど、やることはさほど変わらないので、くれぐれも気を抜かずしっかりするように言われている。

　今日の会場は基本的に女性だけで、私のスーパーフォロー役キースが一緒ではないが、頼もしい友人であるメアリとソフィアは一緒だ。

　私は二人と共に昨日と同じように人種も衣装も様々で煌びやかな輪の中へと踏み込んだ。

　お茶会は立食形式だった。色々な人と話せるようにという配慮であるらしい。

　集う人々は昨日、挨拶で顔を合わせた人もいたが、そうでない人も多い。

　今日もやはり魔法省でのことを色々と聞かれるのかしら？　と思っていたのだが……挨拶をして、最初にかけられた言葉はまったく予想していないものだった。

「あの、弟様のキース様にまだ婚約者がいらっしゃらないというのは本当ですか？」

　そう尋ねてきたのは、隣国から来ているという私より少し年下であろう女性だった。

　なぜいきなりそんな質問！　と驚いたものの私が正直に、

「はい、まだ決まってないです」

　と答えると、なぜか周りにいた他国の女性たちが一気に集まってきた。そして、

「そうなんですの。どんな方がお好みなのかしら？」

「候補の方はいらっしゃるの」

　など怒ど涛とうの勢いで質問攻めにあった。

　彼女たちの勢いに押されて、

「好みはちょっとわかりません。候補はまだいないみたいです」

　とたどたどしく答えを返した。

　今までもお茶会などで、まだ婚約者のいないキースのことを色々と聞かれることはあったが、ここまで積極的に来られたのは初めてだ。

　女性たちが自分の身分や魅力をアピールした後、ようやく私は解放された。

　なんだか一気に疲れて、すぐにメアリの元へと避難すると様子を見ていたらしいメアリに「お疲れ様です」と労ねぎらわれた。

「なんだかすごい熱量と積極性だったわ」

　とため息まじりに口にすると、メアリが教えてくれた。

「キース様はかなりの美男子ですからね。我が国の者はもうそれなりに見慣れていますけど、他国から来て初めてお会いした女性たちの気持ちが高ぶってしまうのは仕方ないですわ。同じように我が国の王子様方やニコル様もすごく騒がれてますよ」

「そうなの？　でも昨日はキースと一緒だったけどあんなに女の人は寄ってこなかったわよ」

　私が昨日の会合を思い出して首をひねれば、メアリは苦笑して言った。

「さすがに他国で自分の父親やパートナーなどが同席している場で騒ぐのは憚はばかられたのでしょう。でも今日は女性だけなのでつい箍たがが外れてしまっているのではないでしょうか」

「なるほどね」

　確かに女性だけの場ってつい恋バナとかで盛り上がっちゃうよね。気持ちはわかる。

「あれ、そう言えばソフィアは？」

　一緒に来たはずのソフィアの姿が見えずに会場を見渡すが見当たらないのでメアリに尋ねてみると、メアリは肩を竦めて、

「あそこですわ」

　と会場内でひと際、人だかりができているあたりを指さした。

「……まさか、あの中に？」

「ええ、あの中心でニコル様への質問攻めにあっています」

　ああ、可か哀わいそうなソフィアは私と同じようにモテる兄を持ったために、はしゃぐ女子たちに捕まってしまっているようだ。そしてその数は私より多い。

　助けてあげたいとは思うが、あのすごい熱量と積極性にあふれ、まるで荒ぶる猛獣のようになってしまった女性たちから逃のがれるのがいかに難しいか身をもって体験したばかりの私にはそこに踏み込んでいく勇気は出なかった。

『ごめんね。ソフィア、ある程度の質問に答えきったらきっと出てくることができるから、それまで頑張って』と私は心の中でソフィアに詫わびた。

　隣のメアリもおそらく同じようなことを思っているのだろう。申し訳なさそうな目をソフィアのいる人ごみのほうへと向けていた。そんなメアリに、

「メアリはアラン様のこととか質問攻めにはされなかったの？」

　と聞いてみる。

　先ほど王子たちも騒がれていると言ってたので、メアリにも質問が飛んできたのかなと思ったからだ。だが、メアリは首を横に振った。

「素敵な婚約者で羨ましいと羨せん望ぼうの眼まな差ざしは向けられましたけど、さすがに婚約者である私に不ぶ躾しつけな質問は飛んできませんでしたわ。少し箍が外れていても皆さん国の代表で来ている自覚はあるようで、婚約者がいる男性のことは素敵だと騒ぎはしてもそこは節度を守っておられますわ。カタリナ様もジオルド様のことは質問されませんでしたでしょう？」

「そういえば、キースのことは聞かれたけど、ジオルドのことは『素敵な婚約者様で羨ましい』と言われたくらいだった」

「でしょう。ですから特に婚約者のいない素敵な男性には皆、目の色が変わってしまうんですわ」

　うん。婚活中の女性にしたら決まった相手のいないイケメンは重要なチェック物件だものね。

「それにしても私やソフィアの人だかりはすごいものがあったわ。他にも独ひとり身の素敵な男性はいるでしょうに、なんで私たちのところばかり……」

　私が眉を下げてそう言うと、メアリはまた苦笑した。

「我が国は特に美しい人が多いですからね」

　そう言ってお茶を口にする美女メアリを見て、私はその通りだなと納得した。

　うちの国というか私の周り、いや正確に言うと主人公であるマリアの周りは皆、美形が多い。これはこの世界が乙女おとめゲームであるからだろうが、それにしても美形だらけなのでキャーキャー騒がれるのも仕方ない。

「ここで色々とお話を聞かせてもらってますが、ニコル様、キース様は今回の会合の中でもトップクラスの人気っぷりらしいですわ」

　メアリがお茶を飲んで再び口を開いた。

　どうやらメアリはこうして優雅に座っている間にも色々と情報を集めているらしい。さすがだ、見習わなくてはいけない。

　そしてニコルと我が義弟すごいな。

「たくさんの人がいる中ですごいわね。他国からの参加者で人気な人とかいないの？」

　これだけの客人が集まっているのだから、他にもいるはずだと思うのだが。

「ええ、他国ですと、エテェネルの王子様がとても美しくて素敵だと騒がれてましたが、女性のお身内がいらっしゃらないということで、ここで質問攻めにできる相手がいないようですが」

　この短時間でのメアリの情報収集力に脱帽しつつ、エテェネルという国の名に私は反応してしまった。それはセザールの国だった。

　セザールもかなりの美男子だけど、王子様も美形なのか、もし今日また会えたら聞いてみようかな。

　そんなことを考えて油断していると、またキースへの質問攻めの女性たちの大群に捕まってしまった。

　しばらくして女性たちの取り囲みの輪が少し緩んだ隙に、私はトイレへ行くと言って会場を抜け出した。

　会場から少し離れた廊下で大きく息を吐いた。

　はぁ～、疲れた。同じような質問をいくつもいくつも、もう紙に書いて答えを貼はりだしておきたい。戻りたくない、でも戻らない訳にもいかない。

　庭の緑を見ながらそんな思いに駆られていると、女性のキャアキャアと騒ぐ声が聞こえてきた。

　はっ、まさか会場の女性たちがキースの情報を求めここまで追いかけてきたの!?　そう警戒して声の方へ目を向けたが、そこにいたのは会場にいた貴族の女性ではなく、どうやら使用人、それも制服から見て他国の使用人の女性であるようだった。

　彼女たちは会場の女性たちと同じように顔を赤らめてどこかを見つめていた。

　その視線の先を追うと、そこには青色の髪に青い瞳の美青年が我が国の使用人の服装に身を包んで歩いていた。

「ソラ？」

　驚いて発した声は思いのほか大きくなり、ソラがこちらに目を向けた。ばっちり目が合うと、なぜか迷惑そうな顔をされた。

　え、久しぶりに同僚に会ったのに、その顔はなんだと私が不満に思っていると、ソラがさっとこちらに寄ってきた。

「どうかされましたでしょうか？」

　と取りつくろったような笑顔で声をかけてきた。

　その態度に私が「なんなのよ」と言い返そうとすると小声で、

「いいから、余計なことはしゃべるな」

　と笑顔のまま低い声で告げられ、これは私が何か失敗したのかもと気付き、さっと口を閉じた。

「ああ、道に迷われたのですね。ご案内しますよ」

　私が大人しく黙っている間にソラはしらじらしくそう言うと、私をそっと他国の女性使用人たちの目の届かないところへと誘導した。

　とりあえず人の目がないところまで行くと、ソラは大きなため息をついた。

「お前なー、マリアにも会ったんだろう。なら俺がどういう経緯でここにいるかもわかるだろう」

　そう言われ、一昨日のことを思い出した。そうだマリアは任務でメイドに、それもおそらく秘密の潜入捜査で……あっ、

「え～と、捜査中だから魔法省の職員だとばれるとまずい？」

　そう聞き返すと、

「その通りだ。よくわかってるじゃないか」

　とソラはやや皮肉気に答えた。

「今回の事情を知っているのはごく一部の人間のみなんだ。だから、ここでは話しかけず他人のふりをしてくれ、お前が魔法省に勤めているのは城の中でも有名なことだからな」

　真ま面じ目めな顔でそう言ったソラに私は「はい」と頷うなずくことしかできなかった。

　それでとても気になっていたことを聞いてみる。

「その任務ってどんなものなの？」

　そう問いかけると、

「お前は知らなくていいというか絶対に首を突っ込むなよ。お前が関わるとかえって面倒なことが起こる」

　部署でたった一人の同期はそう言い切った。

　同じ職員なのに、なんなのよとやや不服に思う私にソラは、

「じゃあ、俺は忙しいから、お前は貴族のお嬢様としての任務を頑張ってくれ」

　そう言うと颯さっ爽そうと去っていった。

　でもまぁ、これがゲームのイベントだとすると攻略対象のソラもここにいるというのはおかしなことではない。

　でも結局、マリアやソラが行っているという肝心の任務のことは何もわからなかった。

　しばらくして会場に戻ると、やはりまたキースの情報を求める女性たちに捕まってもみくちゃにされてしまった。







　結局、この日はほとんどキースへの質問で埋め尽くされ、婚活女性に囲まれて終わった。

　昨日とは違う意味でひどく疲労して自室に戻った。

　私以上にずっと捕まっていたソフィアはものすごくぐったりした顔をしていて、なんとなくお互いに握手して別れた。

　自室に戻ると、昨日と同じようにすぐ着替えて、アンが用意していてくれたお菓子を口に入れた。今日は質問攻めで碌ろくに食べる時間もなかったのでお腹なかがすいていたのだ。

　そういえば今日も来るかしら？

　窓の外をうかがってみたがその姿は見えず、私は少しがっかりしてお菓子を頬ほお張ばった。

　もしかして今日は来れないのかなとぼんやり部屋を見回したりして、ふと荷物の方に目をやるとそこには『闇の契約の書』が無造作に置かれていた。

　あ、大事に保管するように言われていたのに、また放置しちゃった。私は慌てて契約の書を荷物の奥の方へしまった。

　でも大事に保管してと言われても特にこれを盗もうとかいう人なんていないだろうけどな。なにせ存在そのものがほとんど知られていない。知っているのは魔法省でもほんのごく一部の身内だけだもんな。

　そんな風に考えていた時、窓の外に誰かの視線を感じた気がした。セザールが来たのかしらとそちらに目をやったが誰もいない。気のせいかな。

『グルルルル』

　あれ、今何か獣の唸り声みたいなのがしなかったかしら？　私はもう一度、窓の外に目をやった。すると、捜していた背中を見つけた。

　あ、来てくれた！　私はすばやく椅い子すから立ち上がった。ついでにお菓子をいくつかポケットに詰めると、窓に足をかけ庭に飛び出した。獣の唸り声のことはもう忘れてしまっていた。

　昨日と同じく私が近づくとその気配ですぐにセザールは振り返った。

　さすが元傭兵である。

「こんばんは。セザールさん」

「こんばんは」

　セザールは笑顔で挨拶を返してくれ、

「なんだか、昨日より疲れてるようだな。大丈夫か？」

　ぐったりした私の様子を目にしてそう聞いてきた。

　私はつい今日の愚痴を漏らしてしまう。

「なんだか他国の人がうちの独り身貴族の人のことを色々と質問攻めにしてきてそれに疲れてしまったの」

「ああ、この国の貴族様は本当に美形が多いからな。皆、大騒ぎだよな」

　セザールは納得してように頷いた。

「やっぱり、セザールの国の人も騒いでいるの？」

「そりゃあ、自国では滅多にお目にかかれないような思わず見惚れる美形がこれだけいれば皆、騒ぐだろうな」

　セザールはそう苦笑したが、

「自国では見ないようなって、セザールだって十分、美男子じゃない」

　私は目の前の美しい顔を見てそう言った。

　その発言にセザールは一瞬、きょとんとなりそれから豪快に笑った。

「ははは、ありがとな。ただ俺みたいなのは貴族様たちには粗野っぽくて好かれやしないよ。もっとこうこの国の王子様方みたいな綺麗な方がお好きなんだよ」

「う～ん。そういうものかしら」

　確かにセザールはジオルドみたいな正統派王子様美形ではないけど、ワイルド系美形が好きって人も多いと思うんだけどな。

　セザールの国ではワイルド系は流行はやってないのかしら、あ、そういえば、セザールの国と言えば、

「ねぇ、そう言えば、セザールの国の王子様もかなり人気みたいだよ。どんな人なの？」

　昼間メアリに聞いた話をセザールに聞いてみると、

「あ～、うちの国の王子ね、あ～、まぁ、好みにもよるんじゃないか」

　と頭を掻かきつつ、いまいちな答えが返ってきた。

「皆、美形で素敵って騒いでいるみたいだけど」

「まぁ、見てくれは色々といじられてるから、少しはマシにって……あんたは昨日の話の続きが聞きたかったんだろう。王子のことなんて今はどうでもいいじゃないか」

　セザールはそう言って王子の話を切ってしまった。

　人気のある王子の話がどうでもいいとは思えないが、それでもセザールの異国話の方が聞きたかったのは事実なので、私は素直にその言葉に従って昨日の話の続きをお願いした。

「あ、そうだ」

　そこで私は部屋から持ってきたお菓子をポケットから取り出した。

「甘いもの食べると疲れが取れますよ。よかったらお一つどうぞ」

　セザールにそう言っていくつかお菓子を勧めると、彼はきょとんという顔になった。

「もしかして甘いもの好きじゃないですか？」

　手を伸ばしてこないセザールにそう尋ねると、彼ははっとした顔になり、次に苦笑して、

「いや、甘いものは嫌いじゃない。ありがとな、いただく」

　そう言ってお菓子を手にし、口に入れた。

「おお、美味うまいな。これ」

「そうでしょう！　これ町でかなり人気なお菓子屋さんのものなんです。すぐに売り切れになるからなかなか手に入らないことが多いのですけど、あ、この、クッキーも食べてみてください。すごいサクサクして本当に美味おいしくて」

　私が思わず身を乗り出してそう語ると、セザールはまた八重歯を見せて子どものような笑みを見せた。

「ああ、美味そうだ。ありがとう」

　そうして私は持ち込んだお菓子をつまみにセザールの異国の話に聞き入った。意外と甘いものが好きだったらしいセザールは私の持ってきたお菓子を絶賛してくれた。

　セザールの話は面白くてまたあっという間に日が落ちてしまった。そしてセザールに帰るように促され立ち上がる。

「あの、明日も……」

　と言いかけたが、明日は朝から準備して夕方近くから深夜までほぼ全員参加の舞踏会だったことを思い出した。

　言いかけて止まった私にセザールも、

「明日はちょっと忙しいかな」

　と困った顔をして「また機会があったらな」と少し困ったように笑った。

　明日は舞踏会、その次の日に簡単な別れの挨拶をすれば今回の会合はおしまいだ。

　他国の貴族は使用人を連れて自国へ戻っていく。

　たった少しの出会いだったけど、私はこのセザールという人がだいぶ気に入ってしまっていて、なんだかこれでお別れなのが寂しく思えた。

「あの、もし……」

『戻る前にでももう一度くらい会えないか』と聞こうとセザールの方へ一歩、踏み出した時、暗くなって見えなかったが足元に何かあったらしく、私は体勢を崩して転びそうになった。

「あっ」

　まずい地面に倒れる！　と身構えたが衝撃はやってこず、代わりに逞たくましい腕に抱き留められていた。セザールが倒れないように抱えてくれたのだ。

「あ、ありがとう」

　腕の中からお礼を言うとセザールは、

「暗いから気を付けろ」

　と言った後に、

「……と、しまった！　今ので落ちちまった」

　と呟いた。

「え、何が落ちて……」

　と私が顔を上げると、思っていたより近くにセザールの顔があった。

　先ほどと変わらない美しい顔だったが、ただ一つ大きく違う点があった。それはその瞳だった。

　先ほどまでのセザールの瞳は両目とも黒かったのだが、今、その右目は金色に輝いていた。

「セザール、その目は？」

　私が驚いてそう聞くと、セザールは少し困ったような顔をした。

「ああ、これな。目の中に黒いガラスを入れてたんだけど、さっきのでガラスが取れたみたいだ」

「目の中に黒いガラス？　じゃあ、本当の色は今の色なの？」

「ああ、これが本来の色だな」

「どうしてわざわざガラスなんて入れてたの？」

「そりゃあ、このあたりじゃあこんな目の色の奴はいないだろう。まぁ、俺の国でもほとんどいないがな。俺の母親が遠い異国の出身でそのあたりでは珍しくない目らしいんだが、ここでは異質でしかないだろう。怖がられるからな」

　そうなんだ珍しい目の色なんだ。確かにこんな綺麗な金色の瞳、初めて見た。

　薄暗い庭の中でもキラキラ光って見える。なんて綺麗なんだろう。私はセザールの瞳にぼんやりと見惚れてしまった。

「ああ、悪い。あんたも怖くなったか、すまないな。すぐいなくなるから、あんたは気を付けて……」

「すごく綺麗」

「はぁ？」

「キラキラ光って太陽みたい」

「!?」

　私が美しい瞳に見惚れてうっとりとそう呟くと、セザールがなぜか硬まった。

「セザールさん？」

　どうしたのだろうと瞳を覗き込むと、ばっと目をそらされ腕からも出されてしまった。
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「あの……」

　急にどうしたのだろうと近寄ろうとしたが距離を取られてしまった。

　え、どうして？　とオロオロしていると、セザールが口を開いた。

「……お前は俺が恐ろしくないのか？」

　それはそれまでの彼とはなんだか違う声音だった。何かを拒絶するような。

「え？」

「この目のこともそうだが、傭兵をしていたことも話しただろう。悪いが俺は人様に誇れるような生き方をしていない。俺自身はそこに後悔はないが、そんな綺麗な目を向けられるような人間じゃあないんだ」

　セザールはそう言って口の端を歪ゆがめた。

　私は頭がいいとはお世辞にも言えないが、それでもセザールの言わんとすることはなんとなくわかった。傭兵という職業から彼はこれまで恐れ怖がられる存在だったのかもしれない。でも、

「私はセザールさんのこと怖いとは思えません。その目もすごく綺麗です」

　私はそう答えた。

　今までのセザールのことは知らない。どんな人間なのかもそれほどよくわからない。

　でもこうして私の我儘に付き合って、疲れているのに異国の話を面白可笑しく話してくれて、持ってきたお気に入りのお菓子を美味しいと食べてくれた彼を私は好ましく思っている。

　私の答えにセザールはまた硬まってしまった。

　先ほどの発言から明るくしているが、おそらくその内心に複雑な思いを抱えているのだろうセザールに、もっといい返しがあったのかもしれない。でも、乙女ゲームの主人公でもない私にできることはただ素直に気持ちを伝えることだけだ。

　私はセザールの返事を待った。もしかしたら私の答えが彼をさらに複雑な思いにさせてしまい、もう会ってもらえないかもしれないと覚悟しながら。しばらくの沈黙の後、

「……明日は無理だが、明後日、発たつ前にはまたこの辺に散歩に来る。その時、また来てほしい」

　セザールはそう言ってくれた。

「はい」

　私が元気に返事をすると、セザールはまるで野生の動物のように素早く去って行った。

　結局、私の答えはセザールにどう届いたのかはわからなかったが、これでお別れではなくまた会える、そう思うと嬉しかった。

　私は、今度は躓つまずかないように慎重に道を進み部屋へと戻った。

　明日はいよいよ全員参加の舞踏会で、きっと今まで以上に大変だろう。私はすぐベッドに入り眠りに落ちた。
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「おい、セザール、お前どこに行って……ってその目の色はどうした？」

　俺が与えられた客室に戻ろうとするとドアの前でジャンが待っていてそう声をかけてきた。

　なんともタイミングの悪い男だ。俺は、

「少し散歩に出ていただけだ。ガラスは落としただけで予備もあるから問題ない」

　とジャンを押しのけ部屋に入った。

　俺のそっけない態度で長い付き合いから今は触れるなという言外の意を承知したらしいジャンはそれ以上、絡んでくることはなく「また明日な」とドア越しに声をかけて去っていった。

　俺は客室のソファに腰かけると深く息を吐き、そのまま沈み込んだ。

　なんというかどうにも気持ちが落ち着かなかった。

　自国の公の場や、この国に来てからも隠していた近隣の国では非常に珍しい金色の瞳。

　幼い日、母は綺麗だと褒めてくれたが、他の者からは怖がられたり気味悪がられたりすることがほとんどだった。

　この近隣ではほとんど見かけない異質な色、遠い母の祖国では美しいとされても、この地で異質であるならばそれは恐ろしいもの、気味の悪いものへと変わる。

　母を失ってからの後宮ではとくにこの目のことで、蔑さげすみを受けた。

　俺の存在を気に食わない異母兄弟たちからは「金目の化け物、怪物」などと追い回されたり、石や物を投げつけられることも珍しいことではなかった。

　そのせいで気付けば、母が綺麗だと言ってくれたこの瞳のことを嫌いになってしまっていた。

　傭兵を始めてからも子どもの頃からのコンプレックスであるこの瞳をさらすのはなんとなく嫌で前髪で隠して過ごした。

　たまにこの目を露あらわにすると恐れるものがほとんどだったのも原因ではある。人というのは自分と違うものに恐怖を感じるのだ。

　しかし逆に、敵を威い嚇かくするのには大いに役に立った。お陰で戦場では『金目の狼おおかみ』などという異名を付けられ、恐れられる対象にもなった。

　そのため俺はこの瞳を、相手をビビらせて脅す道具として使ってきた。

　怯おびえさせたくない相手や親しくしたい相手には見せないようにしてきた。特に女子どもには泣かれては面倒だとほとんどさらしてこなかった。

　それでも言い寄ってくる女に、目を見られてしまうことがあった。

　自分から言い寄ってきたくせにぎょっとした顔になり去っていく姿にはうんざりさせられた。それでも商売女などは逃げこそしなかったが、その目には異質なものへの恐怖が浮かんでいた。

　ドロドロした後宮の中、生き延びるためひたすら周りの顔色を読んできた俺は、顔に出る感情を読み取るのにとても長たけていたのだ。

　何度か、そんな経験をしてうんざりした俺は女と遊ぶ時は目に色のついたガラスを入れるようになった。あの怯えた顔を見るのにうんざりしていたのだ。

　この庭で出会ったまだ少女のような雰囲気が抜けていないカタリナは、俺でなくてもわかるほど顔に感情がありありと浮かぶ女だった。

　それが面白く愉快でもあったが、そうして気に入っているからこそ、その顔が恐怖で引きつるのを見たくはなかった。

　それもその対象が自分であるのはだいぶ精神的にくるのだ。

　だからこそこの異質な瞳を見られたくなかったというのに……どうも運命というのは意地が悪いらしく。普段なら簡単に外れることなどない目に入れていたガラスがあっさりと落ちてしまった。顔にこそ出さなかったつもりだが、内心ひどく慌てた。

　すぐにはカタリナの顔を見ることができなかった。

　そこにあの見慣れた歪んだ顔を見るのが嫌だった。だが、

『キラキラ光ってまるで太陽みたい』

　紡がれた言葉にぎょっとしてその顔を直視すれば、そこに浮かんでいたのは言葉通り美しいものを嬉しそうに見つめる表情だった。

　それはもう何十年も前に母が俺のことを見ていた時と同じ顔だった。

　そのせいで、つい今まで決して口に出すことのなかった本音がこぼれてしまった。

『人様に誇れるような生き方をしていない。俺自身はそこに後悔はないが、そんな綺麗な目を向けられるような人間じゃあないんだ』

　世間から隔離された後宮で育ち、そこを飛び出た世間知らずのガキが全うな仕事で生きてなどいける訳もなかった。汚い仕事も山ほどしてこの手を汚してきた。生きるために仕方ないことだった。後悔はしていない。

　だが、もう幼い日に母に向けられた眩まぶしい眼差しを得るような人間ではなくなったとは感じてはいた。

　恐れられることに慣れ、清らかで綺麗なものをさけてきた。そういう存在はきっと俺を受け入れないだろうとわかっていたから。

　それなのに……あの全身から『綺麗な場所で育ちました』というオーラの出ている女は、あっさりと俺を受け入れた。真っ直すぐな瞳でこちらを見つめてきた。

　その眼差しにぐしゃりと心を一気に鷲わし掴づかみにされた気がした。このままじゃあ、この女に心を持っていかれそうだ。

　いくら諦めていた存在に受け入れられたからと言って、エテェネル王子となった今、こんなところで他国のよく知らぬ女に心を奪われてはまずい。

　俺の本能がこのままここにいては危険だと叫び、俺は逃げるようにその場を去った。

　それでもほぼ無意識に次の約束は取り付けてきたのは、もうだいぶ心を持っていかれかけていたせいなのかもしれない。

　元々、かなり気に入っていたのもあったが、恐れられ続けてきた金色の瞳を綺麗だと見つめてきたあの眼差しと、台詞に完全にやられてしまった感じだ。

　しかも、相手は商売女のように意図的に誘惑しようとしたわけではなく、純粋にそう思ったから口にしただけという感じだった。だからこそ言葉に真実味があった。

　あれは無自覚な誑たらし込みだ。なんとも末恐ろしい女だ。

　先ほどまでは残念だがこれでお別れにしようと思っていたのだが……欲が出てしまった。

　ジャンの言うように嫁候補にとまではさすがにいかないが、自国に一緒に連れて帰りたいと思ってしまった。

　このソルシエほど豊かではないが、エテェネルも兄のお陰で住みよくなってきている。

　城の中なら今とさほど変わらない暮らしを約束できる。

　他国にあれだけ興味を持っていた彼女なら、短期間だけでもと誘ってみれば案外、共に来てくれるような気がした。

　そうしてもう少し彼女を知り、交流を深められたならあるいは―――。

　そんなことを考える俺はすでにだいぶ心を奪われているのかもしれない。







第四章　舞踏会







　会合三日目、本日は夕方から全員参加の舞踏会だ。

　朝食を終えると、義弟キースが私の部屋に様子を見に来た。昨日は一緒に行動できなかったので、どんなだったか確認しに来たらしい。

　何か失敗はしなかったか、問題を起こさなかったかなど心配そうに聞かれた。

　その様子は不出来な娘を心配する母といった感じで思わずキースを『お母さん』と呼びたくなった。

　そんなキースにトラブルなくちゃんと終えたこと、むしろキースのことばかり質問され大変だったことを話した。

「ああ、女性はそういった話が好きだからね」

　話を聞き終えたキースは微苦笑してそう言った。

　普段から女性たちに言い寄られてばかりのキースはこういった話は苦手らしい。

「男性のほうではそういう話は出ないの？」

　そう聞くと、

「う～ん。基本的に政治的なことや貿易の話が多いかな。でも若い人たちの間でそれなりに話が出ていたよ。綺き麗れいな人が多いって」

　そのような答えが返ってきた。

「やっぱり、そういう話も出るんだね」

　一昨日の会合ではメアリやソフィアは男性に軽いアプローチをかけられたみたいだし、そういう話が出るのも納得だ。

　私がうむうむ唸うなっていると、キースがそうだと声をあげた。

「そう言えば、マリアさんの話も出ていたよ」

「え、マリアの!?」

　なぜ、会合に出ていないマリアの話がそんなところで！

「公の場に出ないで裏方のメイドをしているみたいなんだけど、まったく人目につかない訳もないからね。金髪に青い瞳ひとみのすごく綺麗なメイドがいるって噂うわさになってたよ」

　確かにマリアは目にしたら思わず振り返ってしまうほどの美人だからな。

　噂になってしまうのも仕方ないかもしれない。でもマリアはおそらく極秘ではないかもだけど潜入捜査中なのだ。あまり目立つのもまずいのではないか。

「マリア、大丈夫かしら？」

　マリアが心配になりそう呟つぶやいた私にキースがぴしゃりと、

「彼女は義姉ねえさんよりずっとしっかりしているからきっと大丈夫だよ。一応、僕らのほうでも気にかけておくから義姉さんは余計なことをしないこと。義姉さんが動くと色々ややこしくなってかえって迷惑になるかもしれないから」

　と言い切られてしまった。

　確かに私は少しトラブルに巻き込まれることが多いので素直に「はい」と頷うなずいた。

「じゃあ、また舞踏会で、ちゃんと使用人の言うことを聞いてしっかり支度してもらうんだよ」

　そうキースがまたもや『お母さん』的な発言をして部屋を出ていき、支度までの間、私は部屋に一人残された。

　私はマリアのことを考えた。

　気絶した時に見た夢のお陰でこの会合もゲームのイベントであるようだと知ったが、自分が関係ないと気付き、すっかり安心してゲームのことなど頭の隅に追いやってしまっていた。

　しかし、これがゲームのイベントならマリアの方には色々とあったはずだ。

　もしかしたらジオルドやキースたち攻略対象とときめき展開が繰り広げられていた？

　いや、でもさっきのキースの口ぶりだと、実際にマリアには会っていない感じだったな。

　その辺どうなっているんだろう。

　マリアに聞いてみたい気もするけど、どこで働いてるのかもわからないからな。難しいだろう。

　まぁ、でもとりあえず悪役カタリナは登場しないイベントだし、私は私自身のことを頑張らなくちゃ！

　私は気合を入れるため、用意されていた軽食のパンを口いっぱいに頬ほお張ばった。

　用意されていたパンをすべてお腹なかの中に収め終わった頃ころ、早々と舞踏会に向け支度が始めまった。

　いつも思うが貴族女性の舞踏会前の準備は時間がかかる。

「カタリナ様、少し上を向いてください。あ、姿勢はそのままで」

　数人の使用人に囲まれ、肌の手入れやら化粧やら色々と施される。

　貴族令嬢として舞踏会に参加し始めてはや三年、このまな板の上の鯉こい状態にもだいぶ慣れた。

　こういう時はただ黙って使用人にすべてを任せていればよいのだ。

　そうしてボーっとしながらすべてを使用人にゆだねているうちに、無事に支度は整い舞踏会の開始時間となった。

　本日のエスコート役であるジオルドが迎えに来てくれた。

　王子という立場から会合が始まってから、かなり忙しいジオルドと会うのは二日ぶりだった。

「やぁ、僕の可愛かわいい婚約者様、今日はようやく一緒にいられますね」

　ジオルドがいつも通りの王子様スマイルで手を差し出す。

　私も淑女の礼を取り、

「お願いします」

　と手を重ねた。

　最近のジオルドは色気で迫ってくることが多かったが、さすがに今日は大事な会合の中の舞踏会であるので台詞セリフはともかく態度は真ま面じ目めだった。そして、

「危ないことはしないで、変なことにも首を突っ込まないで、できるだけ僕の目の届くところにいてください」

　真剣な目で言われた。あまり見ないジオルドの表情に私は「はい」と素直に頷いた。

　そして、ジオルドにエスコートされ、私は各国の大勢の人々が集まる城で一番大きなホールの入口をくぐった。

　会場はすでに人でいっぱいだった。

　雰囲気的には一昨日、昨日と同じ異国の文化が入り乱れた華やかな感じであるが、いかせん人の数が違う。

　今夜の舞踏会は今回の会合に来ているほとんどの王族、貴族が集まっているためものすごい人数だ。

　とくに我がソルシエ王国は豊かで治安もよいので近年で一番人が集まったらしい。

　う～、でも人が多すぎて、キースたちを見つけられそうもない。

　そんなことを考えキョロキョロしているうちに、ジオルドがわぁっと人に囲まれてしまった。

　開催国の王子であるジオルドに挨あい拶さつしたいという人はとてもいっぱいいた。私も婚約者として、横で微笑ほほえみながら対応する。

　その間にはここまで出会わなかったジオルドの兄二人もそれぞれ婚約者を引き連れて挨拶にやってきてくれた。

「ジオルド頑張っているねぇ～、でも無理しないで何かあったらお兄ちゃんを頼ってね」

　長男のジェフリー王子は相変わらず軽い感じでそんなことを言い、その婚約者のスザンナ様も同じようなノリで「カタリナ嬢は私を頼ってね」などと言ってきた。

　反対に次男のイアンは真面目な顔で、

「外交、ご苦労。何か問題はないか？」

　と問い。婚約者のセリーナ様も社交界のお決まりの淑女の礼を取り、最後に少しだけ親し気な笑みを向けてきただけだった。

　おちゃらけと真面目、いつ見ても婚約者も含め真逆な兄弟だ。

　そんな兄弟を送った後もお客の挨拶は絶えない。アランやメアリもそのうち挨拶に来るはずだったが、なかなか来ず、挨拶にだいぶ疲れてきたところでジオルドが、

「だいぶ疲れているようですから、ホール隅の飲食スペースで少し休んできてください」

　と言ってくれた。

　確かに、ジオルドの言う通りひどく疲労感を覚えていた。

　それに準備で忙しくて昼からまともなものを食べていなかった私はだいぶお腹も減っていたのでありがたく、

「はい。では、少しだけ」

　と優雅にジオルドの元を離れさせてもらった。

　離れ際にジオルドは小声で、

「必ず僕の目の届く場所にいてくださいね。一人で変な行動をしないように」

　と言ってきた。

　ジオルドもいつの間にかキースのようにお母さん化してきている気がすると思いながらも、私は頷いて、飲食スペースに向かった。

　これだけ大人数の割には飲食スペースに人は多くなかった。かと言ってダンスをしている人もそう多くはない。どうやら挨拶など交流を図っている人が多いようだ。

　まぁ、元々、そういう目的の場なのだし当たり前か。

　私は人がそう多くないのをこれ幸いと、黙々と料理を皿に取って口へ運んだ。

　お城の料理はいつも美味おいしいが今日のは一段と美味しかった。

　色々と工夫が凝らされていて味も抜群だった。

　新鮮な魚介のマリネに、柔らかく肉汁あふれるお肉、それに色鮮やかなスイーツ。

　あ～、美味しい。このとろけるような味わい。疲れも和らいでいくわ。

　そんな風に料理を堪たん能のうしながら、ふと窓の外を見ると中庭にも人が出ていることに気が付いた。

　よく見てみると、このホールのテラスのあたりから庭にも出られるようだ。入口も開放されていた。

　これだけ人であふれていると、少し庭に出て一息つきたくもなるのだろうから、そういう配慮なんだろう。

　季節的にもそう寒くも暑くもないから、少し外に出て新鮮な空気を吸いたいな。

　そう思ったけど、ジオルドに目の届くところにいるように言われたからな。……でも少しだけ行ってすぐ戻ってくるなら大丈夫かな。そんな風に迷いながら庭を見つめていると、見慣れた姿が横切っていった。

　え、あれって！

　さっと急ぎ足で庭を駆けていったのは、メイド服に身を包んだマリアだった。

　なんでマリアがこんな場所を一人急いでいるんだろう。

　不思議に思ってじっと見つめていると、少し後にマリアを追いかけるように見覚えのない外国の貴族のような装いの二人組の男性がマリアの消えた方へ走っていった。

　あれは……マリア!?

　私は慌てて庭へ出てマリアたちが消えた方へと走った。

　マリアの必死な様子やあの男性たちに浮かんだ悪そうな笑み、あれはどう見ても追われているように見えた。

　何があったのだろう。マリア、大丈夫かしら。ずんずんマリアの去った方へ進むが少し時間が空いていたため、その姿は一向に見えない。

　どこに行ったんだろう。もしかしてもう違う場所へ移動したのだろうか？

　ん、あれ？　誰だれかいる。

　しばらく走った先、茂みの裏に人の気配を感じたので、マリアかもしれないと茂みをかき分け覗のぞき込んでみた。

　だが、あいにくそれは見たことのないおっさんたちだった。

　腹が突き出たあまり品のよくなさそうな中年のおっさんたち、あのマリアを追っていた男たちですらない。

　違ったみたいとその場を離れようとすると、おっさんたちの話し声が聞こえてきた。

「その港で魔力持ちの子どもが手に入るのか？」

「はい。ただ非合法ですので、かなり値が張るようですが」

「ああ、ソルシエは売買を禁止しているからな。まったくこの国の者は頭が固くていかんな」

　なに、この会話!?

　完全に聞いちゃいかんやつを聞いてしまった。というかここで聞いていたのがバレるとすごくまずい気がする。

　私は慌ててその場から去ろうとしたが、焦りすぎて思わず茂みに触れてしまった。がさりと思いの他大きな音が立ってしまった。

「誰だ！」

　おっさんたちがこちらに気付き、茂みをかき分けようとする気配を感じた。

　まずい！　そう思ったが、咄とっ嗟さに身体からだが動かない。

　私は目を見開いて硬まっていた。すると別の茂みから腕が伸びてきて私の腕をぐいっと引っ張った。

　私はその手に引っ張られるままにそちらの茂みの中に引きずり込まれた。

　そうして私が別の茂みに入って姿を消した直後、危険な話をしていたおっさんたちがこちら側に姿を現した。

「誰もいない。人がいた訳ではなかったのか」

「ああ、少し過敏になっていたかもしれんな。こんな外れまで来る者はいないだろうが、やはり外では気が散るから与えられた客室で続きを話そう」

　そう言っておっさんたちは共にまた舞踏会の会場の方へと戻っていった。

　私は安心して大きく息を吐いた。なんとか見つからずに済んだ。

「あの、ありがとうございます」

　私は後ろを振り返りこの茂みへ隠してくれた人物にお礼を言い、そしてその顔を改めて見て驚いた。

「え、セザールさん！」

　そうそれはつい昨日の晩に別れたセザールだった。

　ただ会っていた時はワイルドに跳ねていた髪は、しっかりと後ろへ撫なでつけて整えられており、また服装も異国の貴族が着るような立派な服を着ていた。昨日、間近で顔を見たばかりで、またこうして近くで顔を見れたからこそ気付くことができたが、パーティーで少し挨拶したくらいではおそらくわからなかっただろう。それほどに雰囲気が違っていたのだ。

「セザールさん、なんでこんなに違う感じに、それにその服は……」

　もうどう見ても使用人には見えないセザールを私は呆ぼう然ぜんと見つめたが、セザールの方も、

「俺おれもまったく同じ台詞を返したいが」

　と言って困った顔で私の格好を見つめていた。

　そうだ！　私もセザールと会っていた時には質素な服を着てメイクを落としていた。

　この使用人たちの努力の賜たま物ものである舞踏会用の装いは、会っていた時と全然違うだろう。これは私のほうもどう見ても使用人には見えないだろう。

「え～と、これはその……っというか先ほどのおじさんたちすごく物騒な話をしてませんでしたか？」

　どうにかごまかしてみようと思ったが、考えが浮かばず、咄嗟に先ほどのおじさんたちの話を振ってみた。

「ああ、あれは人身売買の話だろうな」

　セザールの方も確実に色々と隠していたようなので、私の明らかな話題転換にさらりと乗ってくれた。

「そうですか、じんしんばいばい……って人身売買ってあの人を買ったり売ったりする犯罪ですか!?」

　私が驚いて目を見張ると、セザールはなんとも言えない目を向けてきた。

「いや、どう聞いてもそうだっただろう」

「で、でもソルシエでは人身売買は違法ですよ」

「ああ、平和で治安のいいソルシエでは人身売買は違法だ。だが、他国ではそうではない」

「……」

　そうだった。講義ではそういった裏事情は教えられなかったが、前にソラから教えてもらったことがあった。

　ソルシエが平和だから、私の周りでは起こらないことだからと、つい記憶の底に押しやってしまっていた。

　セザールは言葉を失った私を困ったような目で見つめて続けた。

「もちろん他国でも人身売買は表向き禁止されている国がほとんどだ。ただ上が目をつむっているだけで公然と行われているところも多い。我がエテェネルも現国王に代が替わり、ようやくそういったことをきちんと禁止するように政策が進められている最中だ」

　他国では人身売買があると聞いていたが、それはほんの一部のことだと思っていた。それが想像よりずっと多いという事実に胸が痛くなった。

「平和なソルシエで生まれ育ったあんたの耳には入ったことのない話だったようだな」

「……はい。ソルシエでは禁止されているし、他国でもそうだと、あっても一部のことだと思っていました。……何も知りませんでした」

「表向きは皆、そうだと言っているのだからわからなくても仕方がない。他国のことにむやみに首を突っ込めば国際問題に発展しかねないからな。だが、今の問題は先ほどの会話だとどうも人身売買されているのはソルシエの人間だということだな」

　セザールは厳しい顔を作ってそう言った。

「え、ソルシエの人間が!?」

　驚く私にセザールも、

「話を聞いていたのではないのか？」

　と驚いた。

「実はしっかり聞いていた訳ではなくて、少し耳に入ったくらいで……そのセザールさんはちゃんと聞いたんですよね。教えてもらってもいいですか？」

　他国の人身売買の話だったら、どんなにいけなくて胸が痛むことでもセザールが言う通り私にはどうすることもできない。

　でも自国の話ならば何かできることがあるかもしれない。ソルシエでは人身売買は国でしっかり禁じられているのだから。

　真剣な目でセザールを見つめると、再び困ったような顔で頭を掻かいて口を開いた。

「本来ならあんたに聞かせるようなことじゃないんだが仕方ないな。俺が聞き取れたのは魔力を持つ子どもを攫さらってきてソルシエの港で他国に高値で売るということだ」

「魔力持ちの子どもを攫って売るって、ソルシエでそんなことが……」

　あまりのことに顔が自然と強こわばった。

「魔力持ちはソルシエ以外ではほとんど産まれない貴重な存在だ。手に入れば重宝される。欲しいと望む者は多い。だがソルシエは平和で豊かだ。平民だって子どもを売るような貧困ではない。特に魔力持ちは貴族の家系に出る。売りに出されるなんてことはまずない。だから攫ってくるのだろうが……貴族の家から子どもを攫うなんてそんなことができるのか、もしかしたらただの平民の子どもを魔力持ちだと売っている可能性もあるが」

　前半は私に説明するように、後半はまるで自分自身に問いかけるように口にしたセザール。

　その表情はこれまでの陽気なお兄ちゃんといった感じではなく、なんだか優秀な役人みたいな感じで、今までとは別の人のようだった。

　あまり鋭くはない私でももう気付いていた。セザールはただの使用人ではない。この人は一体何者なのだろう？

　ソルシエで行われている悪事への憤りを感じながらも、そんな疑問が胸によぎった時だった。

「まぁ、ここで俺たちが考え込んでも仕方がない。まずは報告するところへ報告して情報を集めるしかないな。そういえばあんたはなんでこんなところに来ていたんだ？」

　セザールが顔をいつもの親しみやすいものに戻して聞いてきた。

「あ、私は……」

　私ってなんでこんなところに来たんだっけ……そうだ！　マリアだ！　た、大変、思わぬことに気を取られてしまって、大事なことを忘れてしまっていた。

　マリアたちを見失ってどれくらい経たってしまったの！

「あの、私、友人が見覚えのない外国の貴族のような男の人たちに追いかけられているのを見つけて、何事かと追ってきたんです。でも見失ってしまって捜してて」

　なんとか説明した私に、セザールの顔が真剣なものに戻る。

「外国の貴族が……その友人というのは貴族の令嬢か？」

「あ、いえ、平民の、え～と、ここではメイドをしている女の子で、金髪で青い瞳のすごく可愛い子なんですけど、見ませんでしたか？」

「いや、俺はしばらくこのあたりで休んでたがそのような子は見てない。向かった先はこちらではなかったんじゃないか」

「うっ、そうかも、こっちじゃなかったのかも、でもどこに……」

　正直、まったく見当がつかない。城にはそんなに詳しくない、マリアの働いている場所すらわからないのだから。

「どうしよう」

　とうつむいた私に、難しい顔をしたセザールが、

「もしかしたらだが、心当たりがなくもない。少し付き合え」

　そう言って私の腕を引き、少し速足で歩き始めた。







「ここだ」

　そう言ってセザールが足を止めたのは、私が訪れたことのない城の建物の一角だった。

「え～と、ここはどこ？」

　とセザールに尋ねると、

「ここはソルシエが各国の貴族、要人の宿泊用に用意した客室棟だ」

　そんな答えが返ってきた。

「え～と、心当たりとは客室棟ですか？　なんでこんなところに？」

　まったく意図が読めずに頭の上にはてなマークをいっぱい浮かべて聞き返せば、セザールが微妙に顔をしかめた。

　え、なんかまずい質問だった。

「あ、あの……」

　戸惑う私にセザールが、しかめた顔で口を開いた。

「あんたのようなお嬢さんには思い浮かばないかもしれないが、貴族の男が可愛らしいメイドを追いかけていたのなら、与えられている部屋へ連れ込んだ可能性が高いだろうと思ったんだよ」

「部屋に連れ込む……」

「ああ、連れ込んで無体を働くつもりだろうな」

　連れ込んで無体を働く……それって！

「な、なんてことを!?　そんな無理やり本人の同意なしに許されませんよ！　犯罪です！」

　私はセザールの言葉の意味を理解すると、目を見開いて叫んでいた。犯罪行為を城の中で行うなんてありえないことだ。

　そんな私にセザールが目を細めて言った。

「ああ、ソルシエではそういう認識なんだろうな。使用人もちゃんと人としての権利がある。だが他ほかでは使用人など物と一緒、貴族の思うままにどうにでもしていいという国もあるんだ」

「使用人は物と一緒ってそんなこと……」

　あんまりな事実に私は言葉を失って硬まった。

「それでも身分の高い貴族ならソルシエで自国の法が適応しないことをよく理解しているからそんな馬ば鹿かな真ま似ねをする奴やつはいない。だが、今回はソルシエの治安がいいことで普段なら会合に参加しないような中流以下の貴族も多数参加している。そういう奴らの中にはそれをよく理解してない輩やからもいる。ここはそのような中流以下の貴族が宿泊している客室棟だ」

「確認してみる価値はあると思う」と言うセザールの目線の先を追って客室棟を見上げる。

　全員参加の舞踏会の最中であるのでほとんどの部屋に灯あかりは灯ともされていなかったが、それでも数室にぼんやり灯りが見えた。

　私は建物に近づいて、灯りのついている部屋に目を凝らした。

　そんな私に、

「いや、お前、何をしているんだ？」

　とセザールが呆あきれた声を出した。

「え、何って確認して見てるんですけど」

　なにか？　ときょとんと返すと、大きなため息が返ってきた。

「こんなところから窓を覗いて確認なんてできる訳ないだろう」

　確かに灯りがついている部屋は二階に多く、少し遠いのだが、

「でも私、こう見えて目はかなりいい方なんで」

「どう見えてんだよ。意味がわからん。というかこんなとこから目を凝らしても効率が悪すぎる。俺が客室棟の使用人に確認を取ってくるからお前は……その衣装で絡まれることはないだろうからここで大人おとなしく待っていろ」

　セザールにそう言い切られてしまった。

「じゃあ、私も聞きに行きます！」

　こんなところで待ってるだけなんて落ち着かない。

「駄目だ。お前を連れていくと面倒なことになりそうな予感がする。いいから大人しく待っていろ」

　セザールは「絶対だめだ」という姿勢を崩さなかった。

　私はしぶしぶ仕方なく折れて、ここでセザールが確認して戻ってくるのを待つことになった。

「ちゃんと確認してくるから、必ずここで大人しく待っていろよ」

　セザールは念を押すようにそう言い残し、客室棟の方へ走っていった。

　しぶしぶここに残ることを了承したが、『大人しく待っていろ』と言われても、どうもこうも落ち着かない。

　だって、もしかしてこの間にもマリアがひどい目にあっているかもしれないのだから。

　私は再び灯りがついている窓に目を凝らした。無駄だと言われたが何もせずにはいられなかった。

　灯りがついている窓を凝視する。

　だが、皆カーテンが閉められているので、中の様子はシルエットでしかうかがえしれない。カーテンの隙すき間まもじっと見つめるが、やはりそう上手うまくは覗けない。

　それでも、灯りがついている部屋を順番に目を凝らして観察していく。

　そして、二階の端の部屋に差しかかった時だった。丁度、灯りでシルエットが映った。それは男二人と女性のものに見えた。

　もしかしたらマリアにあの二人組の男たちかもしれない！

　私はすぐにその部屋の真下へ走り、近くからじっと穴が開きそうなほどに凝視した。

　するとカーテンの隙間からわずかに人の姿が見えた、金色の髪の美しい女性、マリアの姿だった。

　見つけた！　まさにセザールの予想通りだった。

　マリアは外国の中流貴族に無理やり連れていかれたんだ！　というかこのままではマリアが危ない！

　私はセザールが走っていった方を見た。まだその姿は見えない。じっとしていろと言われたけど、こんな状況でじっとしていることなんてできるわけない。

　どうするべきか、この部屋だってわかったのだから、乗り込んでいけばいいだろうが……ここの建物に入ったことがないのでどう進めばたどり着くかわからない。

　しかも部屋は二階の隅でセザールが走っていった入口と思われる場所から一番遠い。

　ああ、こんなことを考えている間にもマリアがひどい目にあわされているかもしれない。

　そうして、どうしようもないイライラした気持ちで見ていた部屋の小さなテラスの横に私は木の枝がかかっていることに気付いた。

　はっとしてその木をよく確認した。

　よし、枝も太めでしっかりしている。これは登れるやつだ！

　私はすぐにその木に近づいて、足を上げようとしたができなかった。

　これじゃあ、ダメだ。

　いつものドレスくらいならさほど問題ないが、本日のドレスは舞踏会用で非常にヒラヒラが多く長めで動きにくすぎた。これでは登れるものも登れない。

『ドレスを準備してくれたお父様ごめんなさい。魔法省の給料が入ったら弁償します』私は心の中でそう謝って、着ていたドレスのヒラヒラ部分を手でビリビリと破いた。

　裾すそや腕のあたりのヒラヒラも思い切り破いてしまったのでだいぶみすぼらしい姿になってしまったと思うが、今は非常事態なので仕方ない。

　私はドレスの切れ端を木の下に置いて、再び木に足をかけた。

　想像していたよりも枝がゴワゴワしていて、セットされた髪に絡まりぐちゃぐちゃになっていく。

　これは支度してくれた使用人にも怒られそうだ。そんなことが頭をよぎりつつも、私は無事に木を登った。

　あとはここからひょいとテラスに飛び移ればばっちりだ。

　よし。私はドレスの裾を押さえてよいしょと飛んだ。

　しかし、そこはドレスが重くて思っていたほど飛べずに、テラスに尻しりもちをついてしまった。

　どしんとかなりの音が響いた。

「何事だ」

　と中の人が慌てた様子でカーテンを開けた。

　そうして訝いぶかし気な顔でこちらを見てきた茶髪の男の顔は、マリアを追いかけていた奴に間違いなかった。

　そしてその奥には――。

「マリア！」

　大切な友人マリアが、もう一人の金髪男に壁際に追い詰められていた。

　潤んだ瞳に青い顔色、明らかに怯おびえているマリアの姿に、頭にかっと血が上った。

　すぐに助けなくては！　そう思い私は窓に体当たりしていたが、窓は思いのほか頑丈で小説やドラマのようにブチやぶることはできなかった。

　しかし、私の行動に驚いた窓際の男が、

「おい、お前、誰だ!?　こんなところで何をしている」

　と窓を開けて怒鳴ってきた。

　これはチャンスだと開いた窓から室内へ入り込み、私は茶髪男を思い切り全身で押しのけた。

　いきなりの全身攻撃に茶髪男は床に尻もちをつき呆然となっていた。その隙すきに私はマリアの方へと突進する。

　私を見て目を真ん丸にして驚くマリア。その顔色は悪いが服や髪に乱れたところはないので少しほっとする。

　私はそんなマリアの前にかばうように立ち、金髪男を思い切り睨にらみつけた。

「あんたたち、何してるの！」

　突然、現れた私に金髪男は怪け訝げんな顔をした。

「なんだ、お前、何者だ？」

「私はこの子の友人よ！　よくも私の友人にひどいことをしたわね」

　私は金髪男を睨みつけてそう言った。

「友人？　じゃあ、お前も使用人なのか、そのひどい格好で？」

　金髪男は私を上から下まで見て、ますます怪訝な顔になった。

　確かに使用人もこの会合に向けて普段よりきちんとした身なりを心がけている中で、私の格好ときたら、ビリビリ（木登りで引っ掛け）でボロボロのドレスにぼさぼさの髪、自分で見える範囲でもどこからやってきたんだ、何の事件に巻き込まれたんだというような身なりである。

「これはちょっと訳ありよ」

　自分でも自覚していたから取りあえずそう言い訳しておく。

　金髪男とそんなやり取りをしているうちに、窓際で尻もちをつき呆然としていた茶髪男がようやく正気を取り戻したらしく、

「な、なんなんだ！　この小汚い奴は、窓からいきなり侵入してきてコソ泥か」

　と非常に失礼な発言をしながら、こちらへ寄ってきた。

「何、人を泥棒扱いしてるのよ！　マリアをこんなところに無理やり連れてきてあんたたちの方が犯罪者じゃない！」

　私はそう怒鳴り返した。

　すると、金髪男が嘲ちょう笑しょうを浮かべた。

「おいおい、何を言っているんだ。貴族が使用人を好きに扱って何が悪いんだよ。犯罪だと笑わせるなよ」

　その言葉から、彼らが先ほどセザールが教えてくれた通りの馬鹿貴族であることがよくわかった。

　何もかもセザールの予想通り、聞いていた通りだった。

　でも、実際こうして馬鹿な発言を聞かされると、我慢ならないものがこみ上げてくる。

「はぁ、何言ってんのよ。ソルシエではね。使用人だろうと誰だろうと好きに扱っていいなんて法はないのよ！　この世間知らずの馬鹿貴族が！」

　私が怒りに任せてそう叫ぶと男たちの顔が真っ赤になった。

「はっ、何を使用人風情が貴族を馬鹿にして、許されると思ってるのか！」

　金髪男がそう怒鳴り、こちらへ向かい手を振り上げてきた。どうやら私を殴りつけるつもりのようだ。

　背に庇かばっていたマリアが「カタリナ様」と手を伸ばしてきた。

　まずい避よけられないこともないかもしれないけど、そうするとマリアに被害が……。ここは甘んじて一発くらっておくしかないかと覚悟を決めた時だった。

『バゴン！』

　と凄すさまじい音を立てて何かが壊れた音がした。

　何事だ！　とそちらに目をやると、部屋の入口の扉が粉々に砕けていた。

　まさに木っ端みじんの状態だ。事態が把握できず私は呆然となった。

　目の前の金髪男の方も腕を振り上げたまま、唖あ然ぜんと扉の残ざん骸がいを見つめていた。

　そして扉があったであろう場所から見慣れた姿が入ってきた。

　金髪碧へき眼がんの王子様ジオルドだった。

　あれ、なんでここにジオルドがいるのだろう？　と疑問を浮かべて彼を見ると目が合った。するとジオルドはなぜかぎょっとした顔をして、その目を氷のように冷たくした。

　そして氷のような目をしたジオルドはまるで風のような速さで私たちの前まで来ると、腕を振り上げていた金髪男の腕をそのままひねり上げて拘束した。

「ぎぁぁぁ」

　男が痛みに悲鳴をあげたが、ジオルドの表情は変わらなかった。幼い時からよく知るいつものジオルドとは別人のようだった。
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　何か声をかけなければと思った時、いつの間にか来ていたのかすぐ横にキースがいた。

「義姉さん……もう大丈夫だから」

　そう言うとキースは真っ青な顔で、自分の着ていたジャケットをそっと私にかけてくれたが、その手は震えていた。

　え、なに、キースどうしたの？

　キースの顔色があまりに悪く私に触れることにもためらいのある様子を不思議に思っていると、金髪男を締め上げていたジオルドが、

「よくも僕の婚約者に不ふ埒らちな真似をしてくれたな。その命を持って償え、骨まで燃やし尽くしてやる」

　聞いたことのない声色でそう言って、その手に炎を作り出した。

　そこで私ははっと気付いた！

　もしかして私がこの男たちに何かよからぬことをされたと思われている！　そう思うとキースの態度も頷ける。

　いや、確かに服も髪もボロボロだけど、これは自分で破ったのと木を登ったので……というかこのままではジオルドが人殺しになってしまう。止めないと！

「あの、私は何もされてないから！」

　私がそう叫ぶより早くジオルドの炎が大きくなったが………そこに多量の水がザバァと降ってきて炎をかき消した。そして、

「おい、少し落ち着け、こんなところで他国の貴族に魔法を使ったら大事になるぞ！」

　そう言ってジオルドの腕を掴つかんだのはアランだった。

　恐らくアランが同じく魔力で炎に水を被かぶせたのだろう。水に濡ぬれたジオルドは不服そうな目でアランを睨んだ。

「ここで骨まで燃やしつくせば痕こん跡せきなど残らない。こいつらは僕のカタリナに不埒な真似をしたんだ。死んで当然だ」

「お前は頭に血が上りすぎだ。今、本人が何もされていないと言っただろうが」

　アランは顔をしかめながら、私の方を示した。

　ジオルドは私に目を移し、そしてアランに戻した。

「あんなボロボロになって何もされてないわけないだろう」

　まぁ、確かにボロボロですが、それは自じ業ごう自じ得とくで……。

「いや、あれは何かされた訳ではなく木を登ってきたからだろう。髪に枝と葉っぱがついてるぞ」

　アランがなんとも言えない目で私を見てそう言うと、ジオルドは拘束していた男をポイっと放ほうり投げて私の方へと歩み寄ってきて、じっと私を見つめた。

「本当に何もされていないのか？」

「は、はい。ボロボロなのは、アラン様が言ったように木を登ってきたからです」

　私がはっきりそう答えると、ジオルドの表情が見慣れたものに戻った。

　ああ、いつものジオルドだと私はほっとしたがジオルドは、

「そうですか」

　と言って深く肩を落としてうつむいてしまった。

　その様子が疲れたお父さんのように見え、今さらながら無駄に心配させてすみませんと、とても申し訳ない気持ちになった。

　横にいたキースも大きく息を吐いており、さらに申し訳ない気持ちになる。

　う～、すみませんと周りを見渡すと、ジオルドがポイした金髪男は締め上げられ気絶しており、もう一人の茶髪男もいつの間にか床に倒れ込んでいた。

　あれ、この人いつの間にやられたんだと不思議に思い、そのまま隣のキースに視線を移すと、

「僕が気絶させただけだよ」

　とぶすっと返してきた。

　どうやらこちらはキースがやったらしい。

　そんなやり取りの中、

「……カ、カタリナ様」

　背後から細い声が聞こえ、私はすぐに振り返った。

　マリアが目に涙をいっぱい溜ためて、私の服の裾を握りしめていた。

「マリア、大丈夫？　何もされてない!?」

「……はい。何もされていません」

　マリアはそう言って首を縦に振った。

　髪にも服にもあまり乱れがなかったので大丈夫だとは思っていたが、本人の口からそう聞けて私は心底ほっとした。

「よかった～」

　私は安心して、そう言ってマリアを抱きしめた。するとマリアは私の腕の中でひっくひっくと嗚咽おえつを漏らし始めた。

　ああ、何もされていないからと言って、追い回されてこんなところに連れ込まれて怖くなかったはずないのだ。

　私はマリアをさらにぎゅっと抱きしめ、その背を撫でた。

「マリア、もう大丈夫よ。安心して、大丈夫、大丈夫だからね」

　そうしてマリアの嗚咽が少しずつおさまってくると、

「ああ、まだ皆が落ち着いていないところすまないが、いつまでもこの状態でいると、色々と問題が多い。とりあえず各自、部屋へ一度戻ってくれ」

　こちらもいつの間にか部屋に来ていたニコルがいつもの無表情でそう告げた。その後ろにはソラの姿もあった。

　後からキースに聞いた話では私が突然消え、マリアの姿も見えないことから皆で手分けして捜してくれていたとのことだった。

「マリア嬢はソラが付き添って、キースはカタリナを、アランはジオルドを連れていってくれ。俺はこの男たちの処遇と事件の処理をする」

　さすが次期宰相候補と噂されるニコルである。きびきびと皆に指示を出していく。

　私たちは「はい」と従ったが、ジオルドだけは、

「なんで僕がアランに付き添われなければいけないんですか」

　と顔をしかめたが、ニコルは有無を言わせず、

「自分でわかっているだろう」

　と無表情な顔でジオルドを見つめ黙らせていた。

　その様子になんとなくこういう時はニコルの方が上うわ手てなのだと感じた。

　こうして、私たちはニコルの指示で皆、一いっ旦たん、与えられた部屋に戻ることとなった。

　ちなみに見た目がひどい状態だった私は、ニコルが用意してくれていたどこかの民族衣装のようなすっぽり頭から被る布を被せられ、キースに手を引っ張られて部屋から出た。

　部屋を出ると、廊下の少し先にセザールが立っていた。

　壁に寄りかかるように立っていたセザールは私たちが通ると小さく頭を下げた。キースも同じように返したので私も同じようにした。

　セザールのすぐ横を通る時、私にだけ聞こえるような小さな声で、

「待っていろって言ったのに無茶しやがって」

　という呟きが耳に届き、思わず振り返った。

　だが、セザールはもうこちらを見ておらず、キースに「どうしたの、義姉さん？」と怪訝な顔をされてしまった。

　私は「なんでもない」と答えてキースと共に与えられた客室へと戻った。

　部屋に戻り、被っていた布を脱ぎ捨てる。

「はぁ～、この布、苦しかったわ。取ると生き返るわ」

　私が伸びをしてそう言うと、

「義姉さん、さっきまでの状況をわかってるの。義姉さんはあの男たちに乱暴されたかもしれないんだよ。いくら何もされずに大丈夫だったとはいえ緊張感がなさすぎる」

　キースが険しい顔でそう告げた。

　もっともなことだったので私は素直に、

「ごめんなさい」

　と頭を下げた。

　確かにいくら鈍い私だってあのままだったら危なかったことくらいわかる。ジオルドやキースたちが来てくれたから事なきを得たのだ。

「マリアが危なくて義姉さんが焦った気持ちもわからなくはないけど……もう少し僕を、周りを頼ってほしい」

　キースはそう言って私の両手を握りうつむいた。

「本当に本当に心配したんだから……」

　そう言ったキースの声は少しだけ震えていた。

　うつむいていて表情は見えないが、なんだか泣いているような気がした。

　今まで見たことのないキースのその様子に、ああ、私はそれだけ心配をかけてしまったんだと改めて思った。

「ごめんね。キース」

　私は震えるキースの手をぎゅっと握りしめてもう一度、謝った。

「それから、助けてくれてありがとう」

　そう伝えると、キースはようやく顔を上げゆっくり頷いてくれた。

　その後すぐにメイドのアンたちが、私の衣装と髪を直すべくやってきてくれた。

　そこでも皆にさんざん心配され小言をもらい、何度も謝ることになった。

　やぶれた衣装は別のものに変えられ、葉っぱや小枝が刺さりぐちゃぐちゃだった髪をほどいて整えてもらって、ようやく外に出ても大丈夫な状態になった私は、ジオルドたちにも謝罪とお礼を言いに行くことにした。

　たくさん心配をかけたのに、バタバタとして何も言えていなかったのでちゃんと言っておきたかったのだ。

　キースと使用人に付き添われ（この付き添いは有無を言わせなかった）、私は居場所が確認できたジオルドの元へ向かった。

　ジオルドは空いている客室にいると教えてもらった。

　ジオルドもドアを壊したり、男を締め上げたりしたので、服が汚れたりしたようでそこで衣服を整えているとのことだった。

　ジオルドの部屋の前まで行くと、丁度、アランが部屋から出てきたところだった。

「おう、なんとか見られるように直ったな」

　私を見つけ、整えられた格好を目にしてアランはそう声をかけてきた。

　そんなアランに私は先ほどから皆に伝えている言葉を告げた。

「あの、アラン様、先ほどはすみませんでした。それからありがとうございました」

　そう言って頭を下げた私にアランは唇の端を上げて、

「まったくだよ。お前はどれだけ無茶するんだよ。舞踏会の衣装で木を登るとかもう正気の沙さ汰たじゃないぞ」

　そう言った。

「うっ、ごもっともです」

　私は再び頭を下げた。

　今日はもう誰にも反論できそうもない。

「でも、まぁ、無事で何よりだ」

　アランの声色が穏やかになった気がして顔を上げると、そこには先ほどキースが見せたような心配そうな表情が浮かんでいた。

「部屋に入った時にはジオルドやキースが完全に頭に血が上りきってたから、逆に冷静になれて周りを見れたが、俺だって最初に部屋に入ってお前のあの姿を見たら冷静でいられなかったかもしれない。きっとすげぇ取り乱したと思う……それだけ心配したんだぞ。俺も他の奴らも」

　アランの真剣な顔に、私はもう今日、どれだけ言ったかわからない言葉を口にする。

「ごめんなさい」

　そう言った私の頭をアランはポンと叩たたいて、

「まぁ、俺への謝罪はここまででいいから、お前は中の奴の機嫌を取ってくれよ」

　と出てきた扉を示した。

「え、中の奴ってジオルド様ですか？」

「ああ、ひどく取り乱してるから、ちゃんと舞踏会に出られるようにしてやってくれよ」

　アランは意地悪そうににやりと笑った。

　ジオルドが取り乱しているって、何、どういう状況？

　もしかして私の考えなしな行動に怒ってる、いやじっとしているというジオルドとの約束を破ったことを怒ってるかも。それって、私が宥なだめられるの？

　不安に思うが、これは決定事項のようでキースも否とは言ってくれなかった。

「あ～、あとメアリやソフィアにも後でフォロー入れておけよ。お前が消えたってすごい心配して、自分たちも捜しに行くって聞かなかったのを無理やり待機させてたんだからな」

　なんだか謝罪を入れなくてはいけない人が本当にたくさんいるようだ。

「じゃあ、いつまでも自国の王子が二人も抜けてられないから俺は先に戻ってるから、あとは頼んだぞ」

　アランはそう言って背を向け片手を上げると、舞踏会の会場へと戻っていった。

「……キース、一緒にジオルド様のところに行く？」

　取り残された私はキースにそう声をかけたが、

「本当なら一緒に行きたいけど……さっきの状況も見ているし、ここは義姉さんが一人でフォローに行ったほうがいいと思うんだよね」

「なっ、私に一人でジオルド様の怒りを受けろと言うの？」

「いや、おそらく怒りは受けないと思うけど、暴走は……いや、今は大丈夫だと思うけど、でもドアの外でいつでも入っていけるように待機してるから」

　そう言うキースに促され、私は恐る恐るジオルドのいる部屋をノックした。
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　僕、ジオルド・スティアートはとても冷さめた子どもだった。

　何にも興味を持てず、喜き怒ど哀あい楽らくもほとんどなかった。

　それでも表面上ニコニコして教師に従っていれば、褒められ素晴らしい子だと評価された。だから何の問題もなかった。日々はただ静かに退屈に流れていった。

　そんな僕が変わったのはカタリナに出会ってから。初めて人に興味を持って自分から近づいた。そして僕の世界は一気に広がった。

　白黒にしか見えなかった世界に色がつき、それまで知らなかったたくさんの感情も知った。カタリナが教えてくれた。

　もし、あの時カタリナに出会えなければ僕は今もあの頃のまま、ほとんどの感情を知らずにいただろう。そして今日、自分の中にとても激しい感情があったことを初めて知った。

　どんな時でもある程度、感情をコントロールできるつもりでいたのに、初めて感情に流され制御ができなくなった。

　王族がむやみに魔法を振るうことは固く禁じられていた。

　僕もそれは幼い頃からの教育で十分に理解していて、今まで学園の授業くらいでしか使わずにきた。

　それなのに、魔法を使おうとしてしまった。しかも他者を傷つけようとしてだ。王族として許されない行為だ。

　あの部屋に入って、カタリナのボロボロの姿と、彼女に向かい腕を振り上げている男を見て頭にかっと血が上った。

　目の前が真っ赤になったような錯覚を覚えた。

　僕のカタリナになんてことを……許さない！　体中の血が沸ふっ騰とうするような怒りを覚えた。

　そして、沸き上がった怒りの感情のままにカタリナに腕を振り上げていた男を締め上げ、燃やしつくそうと魔法を発動した。

　あそこでアランが止めてくれなければ、僕は他国の貴族をこの手にかけてしまっていただろう。普段の僕なら考えられないひどい失態だ。

　このような激情が自分の中にあったことにひどく戸惑い、それを制御できなかった自分に嫌悪を覚えた。

　優秀だ、素晴らしいとずっと称たたえられてきたくせに、その実、感情の制御一つできない愚か者だったのだ。情けない、恥ずかしい。

　アランが去った客室で僕は一人、拳こぶしを握りしめた。

　その時、ドアが控えめにノックされた。今はもう少し一人でいたかったが、無視するわけにもいかず返事をすると、

「あの～、ジオルド様、カタリナです。少しいいですか？」

　そう声が返ってきた。

　先ほど激情に流され、我を忘れて暴走した姿を見られてしまったカタリナには、今は会いたくないと思ってしまったが、動揺し咄嗟に追い返す言葉が浮かばず、中に入るのを許可してしまった。

　失敗したと思ったが、適当な理由をつけて早めに戻ってもらおうと思った。

　おずおずと一人部屋に入ってきたカタリナは、どうやら使用人に直してもらったらしく髪はほどかれ整えられ、ドレスも別のものに変わっていた。

「あの、ジオルド様、先ほどきちんと謝罪をできなくて申し訳ありませんでした」

　そう言って僕の前に立ったカタリナはペコリと頭を下げた。

　正直、自分の失態に動揺していっぱいいっぱいになっていたので、そういえばそうかもしれないと思う程度のことだったが、落ち込んだ様子のカタリナに、

「いえ、こちらこそ碌ろくに気遣いもできず、すみませんでした」

　そう返した。

　あの時、暴走するばかりの僕はキースのようにボロボロのカタリナに上着をかけてあげることも、アランのように冷静に状況をみることも、ニコルのように事態を収拾して誘導してやることもできなかった。

　今、こうして冷静になればなんと役立たずだったのだろう。より情けない気持ちになった。

　しかし、そんな僕の心境など知らないカタリナは、

「いえ、そんな、元はと言えば私が勝手に動いてしまったのが原因で、ジオルド様や皆に心配をかけてしまって本当にすみません」

　とまた頭を下げる。

　カタリナはとても素直だ。他の腹黒い貴族たちのように思ってもいない世辞を言うことはない。とくに親しい者には素直で偽りのない気持ちをいつも伝えてくる。

　だから、聞いておきたいと思ってしまった。今日の自分の失態を彼女がどう思ったのか。

　カタリナならきっと偽りのない言葉で答えてくれる。

　僕の怒りで暴走した行いを愚かだと王族としてそぐわないものだと、恐ろしかったと思ったことを告げてくれるはずだ。

　そして彼女の口からそれを聞かされることは、自分への大きな罰になるだろう。今の僕にはそれが必要な気がした。

「あの、カタリナ。僕が部屋に乗り込んだ時、君があの男たちに乱暴されたと思い込んでしまったのです。そして怒りのままに男を締め上げ魔法まで使おうとしてしまった。君を気遣うこともなく、怖い思いをさせてしまったのではないですか？」

　僕が恐る恐るそう話を切り出すと、カタリナはきょとんとした顔をした。

「いえ、確かにジオルド様がいつもと違う様子でびっくりはしましたけど怖い思いなんてしてませんよ。あそこでジオルド様が助けに来てくれたお陰で無事に済んだのですから」

　カタリナはそう言うとにこりと微笑んで続けた。

「むしろ、私のためにあんなに怒ってくださって、ありがとうございます。私もジオルド様がピンチの時には一番に駆けつけますから」

　その言葉に、それまで感じていた自分に対するひどい嫌悪がやわらいでいくのを感じた。

　ああ、そうだ。カタリナはいつもこうして僕が考えもしない返しをしてくるのだった。そしてそれはいつでも僕の心を優しく包み込んでくれる。

　自分のために怒ってくれてありがとうか、僕では思いつきもしなかった言葉だ。

　僕はカタリナを胸に引き寄せ抱きしめ、

「ありがとう」

　と呟いた。

　ふんわりいい匂いと柔らかく温かい感触に胸の中が暖かくなった。

　このカタリナの言葉で今日の僕の失態が許される訳ではない。

　今後は絶対にあのようなことは起こさないように、強い意思を持つ必要がある。

　それでも愚かな自分すら受け入れてくれる存在がいてくれるというのはなんて心強いことなのだろう。

　カタリナがいてくれれば自分は大丈夫だ。そう思えた。

　今日は大人しく抱きしめさせてくれるらしいカタリナを十分に堪能し、僕はこれからしなければいけないことをようやく思い出す。

　主催国の王子がいつまでも会合会場を抜けている訳にはいかない。

　カタリナは序盤から姿を消し、衣装だけならともかく、髪をほどいたままの姿で舞踏会に戻ると色々と変な噂を立てられかねないので、このまま体調がすぐれなくなったと部屋に戻ってもらうことにした。

　そして僕は、会場に戻り婚約者の体調がすぐれず付き添っていたと上手くごまかすことにした。

　カタリナと部屋の外に出るとキースが険しい顔で待機していたので、カタリナを部屋に送り届けてくれるように頼み、僕は舞踏会の会場を目指した。

　会場の前まで行くと、先ほど見たばかりの顔があった。

「セザール様？」

　エテェネル王国の王子、セザール・ダルだった。

「ああ、お戻りになりましたか、婚約者殿は大丈夫でしたか？」

　そうにこやかに尋ねてくる彼に、思わず顔が歪みそうになるのをこらえ、笑顔で返す。

「ええ、お陰様で、他国の王族であるセザール様にもご迷惑をおかけしてしまい、本当に申し訳なく思います。ただ今回は被害もさほどなく他国も絡むことですので、どうか今日の出来事はその胸のうちにお収めください」

　ようは他にしゃべるなということだが、セザールはにこりと微笑んで頷いた。

　今回、カタリナを探していた僕たちにその行方ゆくえを伝えてくれたのが、このセザール王子だった。

　彼曰いわくマリアを探すカタリナに遭遇し、その捜索を手伝ったということだったが、詳しい内容はまた後日、カタリナに確認しなければいけないだろう。

　そして、このことで他国の王子に借りを作ってしまったため、それなりの謝礼をしなければならない。

　カタリナに手を貸してくれたらしいし、決して剣呑な感じもせず人当たりのよい人物なのだが、僕は個人的になんとなくセザールに苦手意識を持っていた。

　人当たりはいいが本心を見せず飄ひょう々ひょうとしている感じが一番上の兄と重なり、何を考えているかわからない人物という印象があったのだ。

　今も、ただ心配して待っていただけというように見せる彼の本心はなんなのか、訝しく思っている。そのため作った笑顔も若干硬くなっている。

　そんな僕を見てセザールがふっと小さく笑った。

　それはこれまで見せていた形式的な人当たりのいい笑みではなく、どこか危険なものを秘めた野性的なものだった。そして小さな声で、

「大きな権力を持つほど背負わされるものも多い。権力に潰つぶされないよう努めなければ大事なものも手をすり抜けていってしまうぞ」

　そう呟いた。

　意味深な言葉にぎょっとしてセザールを見れば、そこにはもう人当たりのいい笑みを浮かべたエテェネルの王子がいて、

「では、舞踏会の続きを楽しみましょう」

　と優雅な笑みを浮かべて会場の中へと滑り込んでいった。

　僕はただ茫ぼう然ぜんとその背を見送った。

　そして、その意味深な言葉はやけに心に残った。
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　だいぶ怒られるかもとドキドキしながら向かったジオルドの元で予想に反してまったく怒られず、お礼まで言われ、かなり拍子抜けした私はキースの付き添いで再び与えられた客室へと戻ることとなった。

　その道中で事件の処理を終えたニコルに会った。

「大丈夫か？」

　と無表情の中にも心配した様子を浮かべて尋ねられ、

「はい。お陰様でなんともないです。心配かけてすみませんでした」

　と頭を下げると、ニコルはソフィアにするように私の頭をふわりと撫で、穏やかな笑みを浮かべて、

「そうかよかった」

　と言ってくれた。

　しかし、その表情にうっかり見惚れていると今度はきっとした表情になり、

「だが今後は絶対、あのような無茶はするな」

　と厳しい口調で告げた。

　ニコルのこういうところはなんと言うか、とてもお兄ちゃんという感じだ。

　私は「はい」と頷いた。そして、

「あの～、それで先ほどの貴族たちはどうなりましたか？」

　マリアを無理やり連れ込んだ貴族たちは気絶したまま放置してきたのでその後、どうなったのか少し気になっていたので聞いてみた。

「あれは隣国ルーサブルの中級貴族だった。あまり治安のいい国とは言えない国だが貴族への教育もおろそかなようだ。とりあえずは城の端の空き部屋に拘束しておいたので、あとは父たちが上手いこと交渉するだろう」

　ルーサブルって前にキースが攫われて国境近くまで助けに行ったところだ。

　確かに治安がよくないと聞いてはいたが、あんな奴らが貴族だとか最悪だ。

「交渉はまだだが、ルーサブルの上部にはすでに釘くぎを刺しておいたから、もうあのようなことが起こることもない。安心しろ」

　ニコルがそう力強く言った。本当に頼りになるお兄さんだ。

「ではまだやることが残っているから」

　と颯さっ爽そうと立ち去るニコルにお礼を言い、私は部屋へと戻った。

　そして急に衣装が変わり髪もほどいた状態で舞踏会に戻ると色々と変な憶測を呼ぶとのことで、私はこのまま部屋で休むこととなった。

　キースは公爵家跡取りとしてこのまま会場に戻らない訳にはいかないと、私が部屋に入るとそのまま会場へと戻っていった。

　一人残された私は、なんだか急に疲れが出てきてそのままゴロンとベッドに寝っ転がった。

　なんだかんだで、動きにくいドレスで全力疾走したり、木に登ったりしたためだいぶ疲労を感じていたようだ。

　それにしてもほとんど舞踏会に参加できていないのに、濃い一日だった。

　まさか城内でマリアが無理やり他国の貴族に部屋へ連れ込まれることになるなんて……でも何もされていなくて本当に良かった。

　しかし、マリアは私と違って悪役でもないのに、あんなにひどい目にあうなんて本当に可か哀わいそうだ。

　あっ、でもマリアは主人公だから、それでピンチが訪れる的なことなのかな？　そう考えると、今日のあの事件は……もしかして、ゲームのイベントの一つだったのかも！

　そもそもこの会合がゲームイベントなのだ。本来なら攫われたマリアを攻略キャラの誰かが颯爽と助けに来て、怖い思いをしたのを優しく慰めるという展開だったのかも……うん、すごくありそうなことだ。

　それだと私は前作のゲームのイベントに引き続き、また誰かの出番を取ってしまったのかも。今回はゲームの内容がわからないから誰のかはわからないけど。

　そう思うと、私って悪事はしていないつもりだけど、マリアの恋路の邪魔はしている気がする。

　前の時も攻略対象とのイベントをだいぶ取っちゃったからな。

　なんかいかにもライバルキャラっぽいな。どうしようこのままマリアの恋路を邪魔し続けてそのうち嫌われちゃったら……『カタリナ様なんて嫌いです』とあの愛らしいマリアの口から言われてしまったら……ああ、考えただけで悲しくなってきた。

　そうして一人で妄想に頭を抱えていると、

「あの、カタリナ様、マリア・キャンベル様がお話したいと来られましたが、お通ししてもよろしいですか？」

　ドアの外から、アンにそう声をかけられた。

「あ、はい。どうぞ」

　と反射的に返してしまったが……え、マリアがなぜ！　もしかして私が嫌いになって『もう関わらないでください』とか言いに来たとか！

　それまでしていた妄想が妄想だったので、現実とごっちゃになって私はあわあわと慌てた。

「失礼します」

　そう言って入ってきたマリアの顔色はあまり良いとは言えず、なんだか深刻そうな顔をしている。

　あれ、これは本当に絶縁を言い渡される？　そんな恐怖に駆られた私に、マリアが口を開いた。

「カタリナ様、今日は本当にすみませんでした」

　そう言ってマリアは私に向かって深く頭を下げた。

　想像とはまるで違う展開にきょとんとなった。

　あれ、なんでマリアが私に謝っているの？

「あの、マリア何を謝っているの？　私、別にマリアに謝られるようなことなんてされてないよ」

　訳がわからずそう言うと、マリアはすっと顔を上げた。

「いえ、今日は私のせいでカタリナ様を危険な目にあわせてしまったのですから……私がもう少しちゃんと対応できていれば、逃げ切ることができていればカタリナ様を危ない目にあわせることなんてなかったのに……私のせいで」

　マリアは唇を噛かみしめながら険しい顔をしてそう言うとうつむいてしまった。

　その様子を目にして、ああ、そう言えばマリアはこういう子だったなと思い出した。

　なんでも一人で背負って頑張ってしまう、人への頼り方を知らないそんな女の子。

　ゲームの中でも、自分はどんな大変な目にあっても当たり前のように皆にすべてを与えていた主人公。

　ゲームの中だったから皆に愛される主人公ってそんなものかと思っていたけど……現実世界で、そんな風に振舞うマリアを目にするのは切ない。

「マリア顔を上げて」

　うつむいたマリアにそう言うとマリアがゆっくり顔を上げた。私はそんなマリアの頬ほおを掴んでふにゅうと引っ張った。

　びっくりして目を丸くしたマリアに私はニヤリと笑って、

「前にも言ったと思うけど、私はマリアのことが大切で大好きなの。だからあなたのために何かできるのは、迷惑なんかじゃなくて嬉しいことなのよ」

　マリアの頬をもう一度、引っ張りながらそう言うと、マリアは驚いたように目を見開く。

「マリアはなんでもかんでも一人で頑張りすぎなのよ！　もっと周りを頼ってもいいのよ。いえ、むしろもっと頼りなさい！　わかった？　返事は？」

　最後に悪役の迫力を発揮してズバッと言うとマリアは、

「は、はい」

　と迫力に呑のまれつつそう返事をした。

「ふふふ、じゃあ、これからはもっと色々と頼ってね」

　私はマリアの頭をポンポンしてお姉さん気分でそう言った。

　マリアは少しだけ目を潤ませてこくりと頷いた。

　きっと私以上に疲れているであろうマリアをすぐに部屋に戻し、しっかり休むよう言い聞かせた。

　そして私もマリアを見送りすぐに眠りに落ちた。色々と考えることもある気がしたが……とにかくとても疲れたのだ。







★★★★★★







「じゃあ、マリア、お休みなさい」

　そう言ってカタリナ様に見送られ、自室に戻りドアを閉めると、こらえていた涙がポロポロとあふれてきた。

　悲しくて流れる涙ではなく嬉しくて流れる涙だ。

　昔、魔法学園に入学する前に布団のなかで一人声を殺して流していた涙は、冷たくて心も冷たくしていったけど、この嬉しくて流れる涙は温かくて心も温かく満たしてくれる。

　同じ涙でもこんなに違うと知ることができたのはカタリナ様に出会えたからだ。

　幼い日に光の魔法を発動して光の魔力保持者となってから、皆、それこそ家族すら私に遠巻きに接するようになってしまった。

　だからなんでも自分のことは自分でやってきた。

　そして皆に認めてもらえるように嫌われないように、人の顔色をうかがってその気持ちを必死に考えて、その人がいい気持ちになるように少しでも楽になるように行動してきた。

　それが当たり前のことだった。

　自分のことは自分で片付けて、人のために頑張る。それがこれまでの私の人生だった。人を頼ることなんて知らなかったのだ。

　時には人を、誰かを頼ってもいいのだと教えてくれたのはカタリナ様。

　魔法学園で私に突き付けられたたくさんの悪意を正面で跳ね除のけ、背に庇ってくれた。あの背中にどれほど救われたことだろう。

　それは魔法省に入っても変わらない。時には自分の身も顧かえりみず私を助けてくれたカタリナ様。

　こんなに誰かに助けてもらったのは初めてで、迷惑をかけすぎて嫌われるのではないかという思いも浮かんでくる。

　それでも今日、突然、見知らぬ異国の貴族に声をかけられ、無理やり部屋に連れ込まれた時、心の中で『助けて』と叫んで思い浮かべてしまったのはカタリナ様の姿で、その姿が目の前に立った時には安心感を覚えた。

　だからカタリナ様に抱きしめられ、安心して泣いてしまった。

　いつも庇われて迷惑ばかりかける私を、それでもカタリナ様は嫌わないでいてくれる。

『あなたが大切で大好きだから迷惑なんかじゃない』と言ってくれる。

　ああ、私はカタリナ様にもらってばかりだ。

　今日も先ほどまで男性に無理やり連れ込まれた恐怖がまだ残っていたのに……カタリナ様の言葉と笑顔でいつの間にか落ち着いている。

　カタリナ様、私もあなたのために何かしたい。

　昔みたいに認められたいから嫌われたくないからじゃなくて、あなたのことが大切で大好きだからあなたのために何かをしたい。

　私はようやく落ち着いた涙の跡を手でぬぐって顔を上げた。

　気持ちを切り替えて、今しなければいけない仕事をしよう。

　いつかカタリナ様の役に立てるように、前を向いてしっかり進もう。







第五章　会合が終わり







　だいぶ久しぶりに自力で目が覚めた。

　ベッドの中で上半身だけを起こし、窓の方へ目をやるとキラキラと日差しが差し込んでいた。今日もいい天気なようだ。

　数日間、続いた近隣諸国との会合も今日の朝、簡単に別れの挨あい拶さつをして終わりとなる。

　その前の会合に向けての勉強合宿も入れればそれなりに長いこと城に滞在していたことになる。なんだかこの客室にも少し愛着を感じるようになっている。

　でもそんな部屋とも今日でお別れだ。

　会合が終わればクラエス家に戻り、また明日から魔法省へ出勤だ。

　しばらく休んだけど、皆、元気にしているかななんて考えていると、ドアがノックされ、「失礼します」と声をかけアンが入ってきた。

　そしてベッドの上で起き上がっている私を目にして、

「えっ！　カタリナ様、ご自分で起きられたのですか？」

　目を丸くして驚きの声をあげた。

「ええ、昨日はだいぶ早く寝たからね」

　アンの驚きように苦笑しつつそう返す。

　まぁ、いつも布団を引っ剥ぱがされなければ起きないからね。驚くのもわかる。わかるが……。

「まさか、ご自分で起きれるようになられたなんて。カタリナ様、立派になられて」

　と本気で感動した様子を見せるアンに、そこまで！　と逆に驚きつつ、それほどまでにいつも苦労をかけていたんだなと思うと、今後、少しは自力で起きられるように頑張ろうと思った。

　ひとしきり感動し終えたアンと他ほかのメイドたちに本日の支度を整えてもらう。

　そうして支度を進めていると、来客があると知らせがあった。

　まだ支度も完ぺきではないし、どうしようと思ったがやってきたのがメアリとソフィアだとわかりすぐに部屋へ招いた。

　昨日のことをとても心配してくれたという二人に、まだお礼と謝罪をしていなかったからだ。

　入ってきたメアリもソフィアも暗い顔をしていた。

「カタリナ様、もう大丈夫なのですか？」

　メアリが心配そうに聞いてきた。

「ええ、怪け我がも何もないし全然、大丈夫よ」

　そう答えると、メアリはとてもほっとした顔をした。

「昨日、ニコル様から大丈夫だと聞いてはいたのですが、どうしてもちゃんとお顔を見るまでは心配で心配で、こんな時間に押しかけては迷惑だとわかってはいたのですが」

　ああ、本当に私はどれだけの人に心配をかけてしまったのか、昨日に引き続き、また深く反省する。

　マリアにもっと頼ってとか相談しろとか偉そうに言ってしまったけど、私ももっと周りに相談したりして行動しなくてはならなそうだ。

「いっぱい心配かけてごめんなさい。それからありがとう」

　二人にそう頭を下げると、

「いいえ、私は何もできなくて」

「私も捜しに行くのを駄目だと言われて待っていただけで」

　メアリは悔しそうに、ソフィアは悲しそうにそう口にした。

　昨日、私が消えてジオルドたちが必死に捜してくれたのだが、そこにメアリやソフィアも『一緒に捜しに行く』と言ってくれたのだが『危険だから待っているように』と言い含められたという話は聞いていた。

　ジオルドたちの判断は間違ってない。若い女性が城内で行方ゆくえ不明な中、また若い女性が城内をウロウロして新たに行方不明になったら大変なことだ。

　実際、マリアを攫さらったのは無知で愚かな中流貴族だった。美少女である二人が標的にされた可能性だってゼロではない。

　頭のよい二人もそれがわかったからこそ部屋で待つことを了承したのだろうけど……それが何もできなかったという後悔になってしまったようだ。

「あのね、私は二人が私のためにこんなに心配してくれただけで嬉うれしいの。むしろ、私のせいで二人が危険にさらされることを考えれば、捜しに来ないでくれてよかったと思うわ」

　私はそう言うと言葉を切って、二人の手を片手ずつ取って告げた。

「私は本当に素敵な友達を持って幸せだわ。二人とも大好きよ、今日はわざわざ心配してきてくれてありがとう」

　私の言葉に二人は赤い顔をして頷うなずいてくれた。その目には少し涙が浮かんでいたけど、もう部屋に来た時のような暗い顔はしていなかった。

　長居すると準備の邪魔になると二人はすぐに戻っていった。

　そして、準備を再開ししばらくして昨日の舞踏会ほど豪勢なものではないが、鏡の中にはちゃんとした公爵令嬢が出来上がった。

　それと同時にドアがノックされ再び来客が告げられた。

　あれ、メアリたちが忘れものでもしたのかな？　と思ったが、次の来客はジオルドだった。なんだろう？　迎えにはまだ早すぎるはずだけどと思いつつ部屋へと招いた。

　ジオルドもきっちりと支度は済んでいた。

　それに昨日のすぐれない顔からいつものすっきりした顔に戻っているようでよかった。

「おはようございます。カタリナ」

　爽さわやかな笑顔で挨拶をされたので、私も同じように返しつつ、

「おはようございます。ジオルド様、まだ会場に向かうのは早すぎると思うのですけど？」

　そう尋ねてみるとジオルドはやや苦笑した。

「いいえ、会場へのお迎えに来たわけではないんです。会場に行く前にカタリナに昨日のことで少し確認しておきたいことがあったので伺いました」

「確認したいことですか？」

　なんだろう？　部屋には木を伝って入ったって言ったし、マリアを見つけたのは会場付近でとかも全部、ニコルたちに説明したはずなのだが。

「昨夜、君とともにマリアがあの客室棟にいることを突き止めた者のことです」

「ああ！」

　ジオルドがそう語ったことで、ようやく思い至った。

　マリアがあの他国の中流貴族の客室棟にいるのを予測してくれたのは、偶然、庭の端の方で会ったセザールだった。

　そっかあの時、セザールが部屋の前にいたということは、彼が私をあの建物まで案内してくれたこととかもジオルドたちに伝わっているということだ。

「思い出してくれたようで何よりです。それで彼とはどこで会ったのですか？」

　なんだかやや剣呑な雰囲気が出たようなジオルドに見つめられ、

「あの、マリアを追いかけているときに偶然会って、『金髪のメイドを見なかったですか、友人なんですが追いかけられているようだった』と尋ねてみたら捜すのを協力してくれて」

　と私は昨夜のことだけを語った。

　その前にも使用人を名乗り何度か会っていたけど、なんとなくそれは今、言わない方がいいような気がした。

　私の答えにジオルドが放っていた剣呑な雰囲気が薄れた。

「そうですか、彼から聞いた通りですね。おかしな事実がなくて安心しました」

「ん、おかしな事実って？」

「いえ、なんでもありません。ところでカタリナは昨夜の男性が誰だれなのか知っていましたか？」

「え、え～と、どこかの国の貴族の方ですよね？」

　さすがに昨日のセザールのいで立ちを見てもう使用人だとは思ってはいないが、本人にどこの国の誰ですか？　と尋ねる機会を逃のがしてしまったので未いまだに彼が何者なのかよくわからない状態である。

　なのでとりあえずそう言ってみたのだが……ジオルドは目に見えて困った顔になり、ため息まじりに言った。

「やはりカタリナはわかっていなかったんですね。そうではないかと思っていたのですが」

　ジオルドの態度に、あれ、もしかしてセザールって？

「あの、有名な人だったのですか？」

　とやや恐る恐ると尋ねると、

「ええ、今回の会合で、だいぶ女性たちの話題に上がっているようだと聞いていたんですが、カタリナの耳には入っていなかったみたいですね」

　とジオルドは眉まゆを下げた。

　うっ、確かに私はそういった社交界の話題に疎うといところがあるからな。

　メアリなら完ぺきに押さえているんだろうけど、ああいった場で貴族令嬢たちから話題を引き出すのもあまり得意ではないからな。

「でもまぁ、カタリナはまだ挨拶もしていなかったですから仕方ないですね。ですが今日はさすがに挨拶をすることになると思いますので、覚えておいてください」

「は、はい」

　私が真ま面じ目めな顔で頷くとジオルドはにこりと笑い、

「昨日、カタリナに協力してくれた彼は、ソルシエから海を挟んだ国、エテェネルのセザール・ダル王子です」

　と言った。

「え、お、おうじ！」

　予想していなかった単語に私は思わず硬まった。

　いや、それなりに高貴な貴族なんだろうなとは思ったが、まさかの王子、王族、ちょっと思っていたよりも身分が高すぎた。

　それにしても本人に名前も聞いていたのだが、まったくわからなかった。

　今回の講義で招く四つの国の主な王族の名前は少し学んだはずだったのだが。

「そ、そんな名前の王族って習ったっけ？」

　思わずぼそりと呟つぶやくと、ジオルドが、

「おそらく講義では王族の名前として出てきていないとは思いますよ。僕も今回、初めてお会いしましたから。エテェネルは数年前に現国王が即位されてから改革が進んでいて情報も常に新しくなっているので講義には間に合わなかったのでしょう。今回、セザール王子が正式なエテェネル王の代理としてやってきたことで、彼が今エテェネルで重要な人物ということはわかりましたが、彼については情報が少なく未だにどのような人物かよくわからないというのが現状です」

　と細かく補足してくれた。

　そんな補足を私は口をポカンと開けたまま聞いた。

　エテェネル王の正式な代理ということは、今回の会合では彼がエテェネルの一番偉い人となるわけで……私の脳裏にこれまでのセザールとのやり取りが蘇よみがえった。

　城の庭で寝転んでいるところを発見され、使用人を装い、異国の話をせがんだ。

　相手がエテェネルの使用人ならなんの問題もないが、よりによって王族しかもトップの……私のしたことはかなり無礼になるのでは……。

　呆ぼう然ぜんとして硬まる私にジオルドが気遣った笑みを向けた。

「しかし、昨夜の君への対応で悪い人間でないことはわかりましたから、そんなに気負わなくても大丈夫ですよ。ただ昨夜のことは、事が事なのでなかったことにしてもらいました。だから今日は初対面ということで挨拶をお願いしますね」

　ジオルドはそう言うと「仕事があるのでまた時間になったら迎えに来ます」と部屋を出ていった。

　一人になった部屋で、私はセザールのことを考えていた。

　庭の片隅で楽しく話した彼がまさか王族なんてあの時は、とても思えなかった。

　なんというかセザールからは王族という雰囲気をまったく感じなかったのだ。どちらかと言うとソラのような庶民的な親しみやすさを感じていた。

　でも、昨夜のセザールは高貴な空気を纏まとっていた、あの姿も彼の一部なら確かに彼は王族なのだろう。

　それに使用人として会っていた時にも美男子だと思っていたが、昨夜のセザールの姿もそれは素敵だった。

　ジオルドたち美形攻略対象と並んでもまったく引けを取らないほどだった。

　そういえばエテェネルの王子が素敵だとお茶会で話題になっていたとメアリが言っていたな。確かにあのセザールなら納得だ……というか私、よく考えたら本人に直接『素敵な人なの？』と聞いてしまったことになるな。あれは本人も困っただろう、どうりですぐ話を終わらせた訳だ。

「はは、そう考えれば辻つじ褄つまも合うけど……まさか王子様だとは……」

　私は天井を見上げてそう呟いた。

　なんだか仲良くしていた友達が実はすごい人で、急に遠くに行ってしまったような寂しさをほんのりと感じた。







　会合最後の挨拶の時間になった。ジオルドが迎えに来てくれ、エスコートされて、会場へと向かった。

　今日、この場に集まっているのは国でも特に身分の高い代表者である者がほとんどということで昨日ほどの人数ではない。

　私はジオルドに伴われ各国の代表に挨拶をしていく。

　本来なら先日の舞踏会でこなしておかなければいけなかったことだが、ジオルド曰いわく『自分は第三王子でしかないので、そこまで問題ないです』とのことだった。

　うちの国の王位は王の指名制なので、ジオルドが跡取りとなり次の王になる可能性もなくはないのだが、今回の発言やジオルドの普段の態度から彼は王位につく気はないようだ。まぁ、王様なんてすごく大変そうだものね。

　やってきた隣国の王子、王女に挨拶をしていくと、ついにその人が姿を見せた。

「初めまして、エテェネルの王弟、セザール・ダルと申します。今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

　そう言ってセザールは本当にこれが初めての対面であるかのように私に頭を下げた。

　整えられた髪に、品のある高価な衣装、そして纏うオーラ、どれを取ってもセザールはもう完ぺきな王族だった。

　そんな彼にならって、私も『すごい変化、まるで別人、演技が上手うますぎる。あれ、でもあっちが演技だった？』とか内心大騒ぎしながら、表面上は素知らぬ顔で、

「初めまして、カタリナ・クラエスと申します。こちらこそよろしくお願いいたします」

　と返すことに成功した。

　これは、はたから見たら完全な初対面に見えたであろう。

　そうして初対面の挨拶を交わした私たちは、他の国の人々としたように『会合お疲れ様でした。帰国の先には気を付けてください』と決められた会話をして『また機会があれば』とお決まりの挨拶をして別れた。

　なんだか胸にまたほんのりと寂しさが浮かんできたけど、貴族令嬢としては完ぺきなやり取りだったと思う。

　だから上手くできたでしょうとジオルドを確認してみたのだが、セザールを見送るジオルドの瞳ひとみの中になんだか微妙なものがあるような気がした。

　悪い人ではなさそうだと言っていたのに、どうしたのかしら？　思わず、

「ジオルド様、どうかされました？」

　と声をかけると、ジオルドはハッとしてこちらを振り返り、

「なんでもありませんよ。さぁ、次の方に挨拶をしましょう」

　といつもの完ぺきな笑みを作ったので、これは突っ込んでも教えてくれないやつだと察した私はそのままジオルドに従って次の国の代表への挨拶へと向かった。
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　会場に集まっていた人々に一通り挨拶を終えると、すべての会合日程が終了となった。特別に何か用事がない限り皆、この後、各国へと戻っていく。

　こうして近隣諸国会合は終了した。







　他国の人々が帰ると、今度は私たちも家に帰る。

　使用人たちに帰り支度を調ととのえてもらい、私はしばらくの間使っていた客室で残りの時間を過ごす予定だったのだが、どうしても気になって、一人、庭に立っていた。

　一昨日、セザールは最後にここへ挨拶に来てくれると約束してくれた。

　あの時はただの親しくなった使用人同士の約束だった。でももうお互いに使用人ではないことを知ってしまった。セザールなんてまさかの王子様だった。

　正体がバレてしまった彼はもうここには来ない気もしたが、それでも、もしかしたらと思うと待たずにはいられなかった。

　このまま何も話さずに、先ほどの会合でのうわべだけの挨拶でさよならするのはすごく寂しくて。

　どのくらいそうしていただろう。すごく長いことだった気もするし、ほんの少しだった気もする。やがて、私の背後からここ数日で聞き慣れてきた声が聞こえた。

「カタリナ」

　振り返るとセザールが少しだけ困ったような顔をして立っていた。

「ここにはもう来ないと思ったが」

　そう言うセザールに私は、

「私もセザール様はもう来ないかもと思っていました」

　と同じような台詞セリフを返した。

　するとセザールは真面目な顔になりこう言った。

「ここでは様づけは必要ない。ここにいるのはただのセザールだからな」

　そんな彼の意思をくみ取って私は、

「うん、セザールさん」

　と今までと同じようにそう呼ぶと、セザールも先ほど会合の場で見せた貴族然とした作られた笑みではなく、これまでのように八重歯を見せた子供のような笑みを浮かべた。

「しかし、ただの使用人だと思っていたのが、まさか貴族、それも公爵家の令嬢で王子の婚約者とはね」

　セザールが苦笑を浮かべながらそう言ったが、それはお互い様だった。

「私だってまさかでしたよ。だって使用人だと思ってた人が王子様だったんですよ。ものすごく驚いたんですから」

　そう頬ほおを膨らませてセザールを見つめれば、

「それもそうだな」

　と面白そうに笑った。

　その様子はこれまでここで会って話をしてきたセザールそのままで、何も変わったところがなくてなんとなくほっとした。

　先ほどの会合の場で会ったセザールがあまりにもこれまでと違っていて、告げられた社しゃ交こう辞じ令れいの別れの挨拶になんだか「もうここまで」ときっちり線を引かれた気がしていたのだ。

　変わらない態度のセザールに安心して、私は気になっていたことを聞いてみた。

「あの、セザールさんは傭よう兵へいで家業を継ぐために家に戻ったって言っていたけど、それは嘘うそだったの？」

　俊敏な身のこなしは傭兵をしていたと言われて納得していたけど、相手が王子様とわかった今は、王子様が傭兵をするなんてあまりにもありえないことだ。

「いや、全部、本当だぞ。俺おれは王子と言っても平民の妾しょう腹ふくの子で、成人してすぐに城を出たんだ。それで色々なところを流れて暮らして最終的に傭兵をしていたんだが、チビの俺を保護してくれていた兄貴が王になったからその仕事を手伝うために城に戻ったんだ」

　セザールはそうなんでもないことのように語ったが、私は彼が王子だと聞いた時と同じように驚きで硬まってしまった。

　王子様が城を出て傭兵をするとかどこの物語の登場人物だ。むしろ適当な嘘だったと言われた方がよほどすっと納得できた。

「……あ、あの、すごい経歴ですね。物語にでもなりそうな」

　ようやく私の口から出たのはそんな台詞だった。だが、自分で口にして本当にその通りだなと思うと同時に、

「あれ、でもそんなすごい経歴なのになんの話題にもなってないな」

　セザールは見た目がよい、我が国の攻略対象たちと並ぶくらいのイケメンで今回の会合でも素敵だと話題になっていた。

　でもそんなセザールが元傭兵だとかそんなすごい噂うわさはまったく聞かなかった。首をかしげる私にセザールは、

「ああ、別に隠している訳でもないんだが、そもそも俺が表舞台に出てくるのはこの会合が初だからな。まだ俺の情報なんてほとんど伝わってないんだろう」

　と言った。

　言われてみれば、ジオルドがまだどんな人物かわからないみたいなことを話していた気もすると思い出した。

「そもそも俺は裏方で兄貴を手伝うつもりだったんだけど、気付けばこうして表舞台に引きずりだされてしまっただけだからな」

　セザールはそう言うが、この見た目に社交の場でのあの圧倒的なオーラ。

「どう見ても裏方向きじゃない気がしますけど」

　そう指摘したがセザールは、

「そうか、こう見えて群衆に紛れるのは得意なんだがな」

　とにやりとした。

　この見た目でどう紛れるのかと思ったが、なんだか彼が言うとそれも可能な気がするから不思議だ。

「おぉっと、今日はそうゆっくりはしてられないんだった。さっさと兄貴のところに帰らなくちゃならないからな」

　セザールが肩を竦すくめてそう言った。

　ああ、今度こそ本当のお別れだ。

　私たちはほんの数日、この場所で少し話をしただけの間柄でまだ友人と呼んでいいのかもわからない関係だ。

　それでも私はもうだいぶこのセザールという人に好意を抱いていた。いや、そもそも初めて会った時から、とても親しみやすくてすぐ打ち解けていた。

　だからこれでさよならなのは少し寂しい。次の我が国の会合開催は十年後、それまで異国の王子である彼に会うことはおそらくないだろう。

　十年後に確実に会合が開催されて、セザールがそこにやってきて私もそこにいるという保証もない。もしかしたらこれでもう二度と会うことはないかもしれない。

　今世において私はそんなさよならをまだ経験していない。前世の突然訪れたさよならを少し思い出してしまう。でも、前と違って今はちゃんと言える。

「セザールさん、少しの間だけどお話しできて楽しかったです。国に帰っても身体からだに気を付けて頑張ってください」

　私は前世では誰にも言えなかったさよならをそう口にした。

　セザールはにっと八重歯を見せた笑みで答えた。

「ああ、俺も楽しかった。カタリナ、お前も元気で頑張れよ。それからもう城の庭で居眠りするなよ」

　そしてセザールは片手をひょいっと上げるとそのまま颯さっ爽そうと去っていった。

　彼の後ろ姿を見送る私の頬を春の匂においのする風が撫なでていった。
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「お～、帰りの準備は調ったか？」

　部屋に戻り俺がそう声をかけると、

「セザール、もう戻るという時に、またどこをほっつき歩いてたんだよ」

　ジャンが不機嫌そうにそう返してきた。

「ちょっとな。仲良くなった奴に少し別れの挨拶をしてきた」

「仲良くなった奴？　ああ、もしかしてお前が気に入って何度か抜け出して会いに行っていた使用人の女か？」

「ああ、そいつ」

「お前、そいつをうちの城にスカウトしてくるんじゃなかったのか。別れの挨拶ってことは断られたのか？」

「ああ、残念ながらな」

　実際にはその正体がわかった今、誘うことなどできるわけもなかったのだが、説明するのも面倒なのでそう答えると、ジャンは驚いた顔をして、

「へぇ～、お前が誑たらし込んでこれないなんて珍しいな。お前が女に興味を持ったってのもすごいことだし、なんだったら俺も協力してやろうか？」

　そんな提案をしてきた。

　それこそこの幼おさな馴な染じみがそんなことを言い出すことも珍しいことだったが、丁重にお断りさせていただいた。

「いやいや、一度、断られたのにまだ引き下がるなんて俺の流儀に反するからな」

「まぁ、お前がいいならいいんだが」

　とジャンはやや不服そうな顔をしつつも頷いた。

　もしかしてこいつは本気で、俺の嫁候補を探しているのかもしれないな。

　だが、カタリナを連れていくのはさすがに無理だ。

　もう少し身分の低い貴族令嬢ならまだなんとかなったかもしれないが、彼女は公爵家の令嬢であり、おまけに第三王子の婚約者だ。彼女に手を出すなど国際問題に発展しかねない。

　それに婚約者の王子の溺でき愛あいぶりもすごかったからな。

　俺は昨夜のことを思い出した。

　昨夜、必死な様子で人を捜していたジオルド王子。

　それまでの会合の場では上手く作られた優雅な笑みを浮かべ誰にでも実にスマートな対応をしており、若いのにこなれた王子だなという感じだったのだが、あの客室棟で出会った彼にはそれまでの余裕はなく焦った様子だった。

　その様子に興味を持って話を聞いてみれば、捜していたのはまさかのカタリナだった。

　そこで俺はあのカタリナが、王子の婚約者であることを初めて知った訳だが、そんなことはおくびにも出さずそれまでの経過と彼女の居場所と思おぼしき場所を告げた。

　それを聞いたジオルド王子は目に見えて狼ろう狽ばいし、大きく取り乱してカタリナの元へと向かった。

　それはあの王子がどれほどカタリナを愛して大切に思っているのか目に見えて伝わってくる出来事だった。

　溺愛されているなと感心するとともに若いなとも感じた。

　ドロドロした後宮に身を置いて、その後は流れ者ばかりの傭兵稼業をしていた俺なんかにはくすぐったいような眩まぶしい光景だった。

　だが、これから四人の王子で王位継承を決めていかなければいけないソルシエの中はきっと綺き麗れいなままではいられないだろう。

　たとえ当事者たちが平穏、公平を望もうとも外野がそれを許してくれるとは限らない。ここが王宮でジオルド王子が王族である以上は。

　俺はここまでの生活でそのことを十分に味わっていた。だからちょっとしたおせっかいからジオルドに少しだけ警告してみたのだが、どうやらそれで王子は俺に不信感を持ってしまったようだ。

　最後の顔合わせでは、敵意こそ向けられなかったが、その目には警戒の色が混じっていた。少しおせっかいが過ぎたなと反省した。

　普段なら面倒にしかならないことなど、それも関係のない他国の王子にするなど考えられないのだが、彼がカタリナの相手であると思ったら、つい余計なおせっかいを焼いてしまったのだ。

　そう思うと俺は、もうかなりカタリナにはまってしまっているのかもしれない。

　まぁ、正直、ジオルドとの婚約が破談となったならば、自国に連れていきたいと思うくらいには気に入っているのは確かだ。

　そんな彼女に先ほどあっさり別れを告げた訳だが、なぜだかこのまま彼女との縁がなくなるような気がしない。

　彼女には伝えなかったが、むしろそう遠くないうちにまた会える気がしていた。

　傭兵の任務中にも、兄貴が王位を継いだと聞いた時もなんとなくこの先、こんな風になると感じる時があるのだ。そしてそういう予感はよく当たった。

『またそのうち会おう、カタリナ』俺は心の中でそう彼女に別れを告げる。

　豊かな大地と魔法の発展で長きにわたり栄えるソルシエ。先代国王の時代には王宮内が荒れたこともあったと聞いていたが、現在、その跡すら見えない立派な国にしか見えなかった。

　ソルシエ王も噂通り、いや噂以上の人物だと感じた。

　ああ、兄貴に報告したい出来事が山のようにある。

　俺ははやる思いを抱え帰国の途についた。







★★★★★★







　他国の人たちが皆、城を後にした頃ころ、私たちもようやく自宅への帰還となった。

　まだ後片付けで忙しそうなジオルドに簡単に挨拶をして、キースと共にクラエス家の馬車に乗る。

「なんだか長かったようであっという間だったわね」

　窓の外に流れる景色けしきを見つめながら、そんな風に呟くと、向かいの椅い子すに座っていたキースから、

「……そう、僕としては義姉ねえさんが何かやらかすんじゃないかとドキドキで本当に長く感じたけどね」

　そう恨みがましい目を向けられた。私はうっとなり、

「あ、でも、大きな失敗もしなかったことだし、結果ＯＫ的な」

　と大げさな手振りでそう主張してみたが、それがさらにキースの目を吊つり上げることになってしまった。

「大きな失敗もしなかったって、昨夜、暴走して客室棟の二階に木を伝って乗り込んでいったのは義姉さんにとってはなんでもないことだったの？」

「あっ、いや、それはその……でもあれはなかったことになったし……」

　昨日の事件は他国のマナーを知らない貴族の愚かな過あやまちであり、公にすると大事になるために、国同士で内密に収めることになったのだ。

　もちろんマリアに対する謝罪、犯人への処罰は行ってもらうことが条件だ。

　むしろ犯人の国であるルーサブルはソルシエに睨にらまれれば、今後立ちゆかなくなる可能性も高いため、おそらく犯人たちは極刑になるだろうとジオルドから聞いた。

　そうして公にはなかったことになったので、昨日の私はただ体調を崩してしまっただけのご令嬢であり、お母様に怒られるような失敗はしてないのだ。

　だからキースにもどうか内密にと頼んでみたのだが……キースはそれは大きなため息をついた。

「あのね、義姉さん。いくら公には内密にって言ったって、未婚の公爵令嬢が巻き込まれて親にまったく情報を渡さないなんてことはありえないから、それに父さんは元々、会にも参加していたんだからもう家にはしっかり伝わってるよ」

「えっ!?」

　キースのその発言に私は凍りついた。確かにお父様も会に顔を出していたことは知っていたけど、知らないとばかり思っていた。そして家に伝わっているということは……。

「お母様も今回のことを知っている？」

　絶望まじりに呟いた言葉は、あっさりキースに肯定された。

「もちろん。ドレスを引きちぎって木を登って、二階の部屋に侵入したことまできちんと知ってるよ」

「……引き返してお城にもう一泊していきましょう！」

「いや、義母さんに義姉さんをちゃんと家まで連れて帰ってくるようにって、僕も使用人たちもきつく言われているから」

「いや～～～！！！」

　会合が終わり、少ししんみりしていた気分は一気に吹き飛んだ。

　久しぶりの家だなんて浮かれていた気分も……もはやこれから出向くところは自分の家ではなく壮大なお説教ハウスだ。ああ、帰りたくない。







　家に帰ると、予定通りお母様が待っていた。帰りの連絡を受けていたようで玄関で仁王立ちしていた。

　馬車を降りた私はそのまま仁王様に連行され、部屋に連れ込まれ、長い長いお説教をくらうこととなった。あの長く感じた城での講義があんなのたいしたことなかったなと思える長さだった。

　日もすっかり落ちた頃にようやく解放されてぐったりして部屋に戻った。手には勉強しておくようにと押し付けられた多量のマナーの本を持って。

「はぁ～、疲れた」

　と心の底から呟いてベッドに寝そべると、支度を整えてくれていたアンが、

「あまりお疲れなようでしたら、明日の魔法省はお休みしますか？」

　と聞いてくれた。

　そう会合を終えたので、明日からは再び魔法省へ出勤する予定なのだ。

「ううん。長く休んじゃったし、家にいてもマナーの勉強や訓練を強制的にさせられそうだから行くわ」

　目を吊り上げたお母様のマナーレッスンを一日中受けるより、魔法省で久しぶりにちゃんとマリアたちに会いたい。

　結局、あの後、マリアにもソラにも会えなかったから潜入の任務もどうなったのか気になる。

　そう決めたら、私は明日の準備を調え早々にベッドに入り、翌日には馬車で久しぶりの魔法省へ出勤した。







「おはよう。会合では巻き込んでしまってすまなかったな」

　出勤して部署までの道中で会ったソラがそんな風に言った。

「巻き込んだって何が？」

　なんのことだと聞き返すと、

「マリアが連れ込まれた事件のことだよ。本来なら俺が女であるマリアの護衛も兼ねていたのに、他国の使用人の女たちに絡まれてるうちにマリアを見失ってしまって、お前にまで迷惑をかけてしまった」

　という答えが返ってきた。

　ああ、確かにマリアは可愛かわいいからな。

　そうかソラはマリアの護衛でもあったんだな。こう見えてソラはかなり腕っぷしも立つし、これまでの経歴からやっかいな輩やからにも手慣れているからな。

「別に私は偶然、マリアを見かけて勝手に追いかけただけだし、実際にマリアを助けたのはジオルドたちだし、最終的に皆無事だったのだから気にしないで」

　そう返すと、ソラは苦笑して、

「ああ、あんたはそんな風に言うよな。サンキュー。ただあんたもあまり無茶するなよ」

　今回、皆に言われたことを言った。

「うん、今後は気を付けるわ」

　皆に言ったようにソラにそう言って、私たちは部署への歩みを進める。

　いよいよ、部署の扉の前に立った時、私はそういえばと思い出した。

「あ、ねぇ、ソラ、今回のソラとマリアがお城に潜入していた任務って結局、どうなったの？」

　色々と事件があって忘れていたが、ソラたちは元々、魔法省の任務のために城で潜入捜査をしていたはずだった。

「あ～、それは……」

　とソラが口を開きかけた時、丁度、目の前のドアが開いて中から久しぶりに見る顔が現れた。

「あ、サイラス様」

「ああ、カタリナ・クラエスにソラ・スミスか。出勤か？　ご苦労」

　サイラスはどこか疲れた様子でそう言うと颯爽と去っていった。

　なんだろう、うちの部署に何か用があったのだろうか。というかなんであんなにげっそりしていたんだろう。

「サイラス様、なんかすごいお疲れだったね。どうしたんだろう」

　隣に立つソラにそう問いかけてみるとソラが、

「ああ、サイラス様も会合に出てたからじゃないか、特にサイラス様はまだ独身で婚約者もいないから他国の女性たちにずっと捕まっていた状態だったからな」

　そう教えてくれた。

　ああ、そういうことか。サイラスは幼い頃から身内以外の女性にほとんど免疫なく育ったために女性が苦手だ。特に若い女性は彼の鬼門だ。そんな女性たちに三日間大群で迫られまくっていたら、それはぐったりするだろう。

　会合でサイラスの姿を見かけなかったのは、女性たちの包囲網がすごく近づけなかったからかもしれない。

　どっちみち本当に大変だったのだろう。お疲れ様でした。

「おはようございます。今日からまたお願いします」

　私たちはサイラスが出てきた扉を開け、中に入った。

「うむ。おはよう」

「あら、おはよう。会合お疲れ様」

「おはようございます」

　まだ勤務時間までには時間があるので、皆はそろっていなかったが、馴な染じみの先輩たちはもう来ていて、変わらない様子で挨拶を返してくれた。

　ローラ先輩はムキムキの身体にヒラヒラの服をはためかせており、ハート先輩は隅のほうでほぼ存在感を消し書類とにらめっこしていた。

　私とソラは部署のトップであるラーナのところへ向かった。

　いつもは時間ギリギリのラーナだが、今日はもう自身の机に座っている。

　色々と規格外で、外を飛び回っているのが一番好きだと公言しているラーナが机にきちんと座っている姿はなかなか珍しい。

「会合が無事に終わりましたので、今日から復帰します。よろしくお願いします」

　私がそう挨拶すると、ラーナはにこりとして、

「うむ、会合ではだいぶ頑張っていたな。終わってすぐで疲れているかもしれないが、また頑張ってくれ」

　と言った。

　なんで会合の様子を知っているんだろうと不思議に思ったが、よく思い出すと確かラーナも貴族の令嬢だった。

　ならばラーナもあの場にいたのだろう。ただラーナの場合は変装の達人であり、今、目の前にある顔を作りものだ。私はもちろん周りにも彼女の本来の顔を知る者はいない。なので、たとえあの場にいたとしてもわからないのだ。

　しかし、そう思うとラーナもあの会合をこなしているのに、元気だな。ラーナの顔にはまったく疲れを感じない。私がそんなことを考えていると、

「あの、ラーナ様、今回の任務の報告をしたいのですが」

　隣に立っているソラがそう口を開いた。

　そうだ、さっきも任務について聞いたのに、サイラスが出てきて流れちゃった。

　結局、ソラたちの任務ってなんだったのかしら？

「ああ、サイラスにも先に報告を上げてくれたんだってな。先ほどサイラスが来て報告してくれた。ご苦労だったな」

「いえ、結局、何も情報を掴つかめず申し訳ありませんでした」

　ソラはそう言うとすまなそうな顔で頭を下げた。

　この様子だと任務は失敗だったのだろうか？

「あの、ソラたちの任務って一体、なんだったのですか？」

　つい好奇心に負けてそう口にすると、

「ああ、カタリナには会合に集中してもらおうと伝えていなかったからな。もう会合も終わったし、いいだろう」

　ラーナはそう言うと、私が会合中に、魔法省に持ち込まれた事件について話してくれた。

　なんでも地方に住むさほど裕福ではない男爵家の令嬢が突然、行方不明になったのだという。

　特に治安の悪い地域でもなくのどかな田舎いなかでのことで、皆、ひどく慌てたらしい。というのもその令嬢は、身分の高くない男爵家では珍しい魔力持ちの娘で、とにかく皆に大事にされていたらしい。

　その子がある日、突然、なんの前触れもなく消えてしまった。

　そこまでなら、珍しいがまったくないことではない。誘拐か自らどこかへ行ったのか。しかし、誘拐した犯人からの連絡もなく、ましてや令嬢自身に自ら姿を消す理由がまったく見当たらず皆、途方に暮れた。

　そして魔法省へ連絡が来たわけだが、そこでおかしなことがわかったらしい。

　その日令嬢と共にいたはずの使用人、また屋敷で働いていた使用人、それに街道で仕事をしていた農民の何人かの記憶があいまいになっていることがわかったのだ。

　靄もやがかかったように思い出せない記憶、そのような症状の者が何人か現れ、これはもしかして闇やみの魔力が関わっているのではないかとなり、闇の魔力と関わりの深い人物たちに捜査の依頼が来たのだそうだ。

　そこでソラやマリアがその田舎に動員された。

　マリアが、記憶があいまいだという人々に詳しく聞き取りをしていた時、偶然、手に傷があった農民に癒いやしの魔法をかけて治してあげると、その人は、令嬢が消えた日におそらく貴族のものと思われる馬車が街道を駆け抜けていくのを見たことを思い出したのだという。

　それ以上の収穫はなかったが、おそらく貴族、それもそれなりの地位のものがこの事件に関わり、また闇の魔法を駆使している可能性が出てきたため、国中の貴族が集まる会合に潜入して闇の魔法の気配を見つけてもらおうということになり、闇の気配のわかるマリア、ソラが小回りの利くメイドと使用人として会場に潜入したのだそうだ。

　おお、想像以上に大変な展開だった。なんかまた闇の魔法だし、何か大変なことが起こりそうで怖いな。

「ちなみに私も独自に少し情報を集めてみたが、そう言った話を聞くことはできなかった。カタリナはどうだ？」

　ラーナにそう尋ねられた私は会合の間の記憶を掘り返した。

　キースへの求婚、ニコルへの求婚、うん、ほぼほぼ求婚話ばかりだ。

　あとはマリアが馬鹿な他国の貴族に攫われてしまったことくらいだ。

　もしかしたら、あの馬ば鹿か貴族のような輩がその令嬢を攫ったのでは？

「あの、マリアが攫われたように、他国の貴族が攫ったとかは？」

「うむ。近隣会合の少し前だということで初めは他国の者の犯行も疑ってはみたが、闇の魔法が使われれたということで、闇の魔力の情報はさすがに他国には漏れてはいないだろうし、土地勘がない他国の者の犯行にしては用よう意い周しゅう到とうすぎるからその線は低いだろう」

　ラーナはそう答えた。

　う～ん、ラーナの言うことはもっともだ。しかし今回の件で私は他国、それもルーサブルのように治安の悪い国の印象がすごく悪くなったのでつい疑ってかかってしまう。

　セザールも『公でなければ暗黙の了解で人身売買が行われている』みたいなことを言っていたからな。

　あれ、そういえばなんでセザールとこんな話をしたんだっけ？　ふと思い出した出来事に私は記憶をたどってみた。

　あれは、マリアを追いかけていった庭の片隅でセザールに助けてもらって……そうだった私は他国の貴族のおっさんたちのなんだかやばそうな話を聞いてしまって……。

　そうだ！　あのおっさんたちは何を言っていたんだっけ、確かどこかの港でソルシエの魔力持ちの子どもが手に入ると、人身売買の話をしていたんだ！

　それがはすごいショッキングな話で『ジオルドたちに報告しなくては』と思っていたのに……その後のマリア騒動ですっかり忘れてしまっていた。

　そうして、今、ようやく思い出したその話を慌ててラーナに告げると、ラーナの顔は一気に険しくなった。

「我が国の魔力持ちの子どもたちは皆、基本的に魔法省の方で把握している。今、行方のわからないのは件くだんの令嬢だけだ。もし我が国の魔力持ちの子どもが売られるというのが本当ならその子である可能性が高い。その話していた男たちの顔などわかるか？」

　そう問われたが、

「いえ、顔はぼんやりとしか見てなくて……強いて言うならお腹なかがせり出ていたことくらいで」

　正直、そのようなおっさん貴族は山のようにいる。

「……そうか、しかしでも他国の者がなんの手引きもなく、我が国の貴族の屋敷に潜入できるのか、そもそも闇の魔法のことを知っているのか？　そう考えると裏で我が国の者が手引きしている可能性が高いな」

　ラーナは口元に指を当てブツブツと考えをまとめ始めた。そして、

「カタリナ、有力な情報をありがとう。サイラスにも伝え、もう少し詳しく調べてみる。君はとりあえず、契約の書の解読の続きを頼む。後、もし追加で何か思い出したことがあったらすぐに教えてくれ」

　そう言い残すとラーナは風のように素早く部署を出ていってしまった。

「行っちゃった……」

　あまりに素早いラーナを呆然と見送ると、隣にいたソラが、

「こんな物騒な話をすっかり忘れるとかすごいな」

　と呆あきれたように言った。

「う～ん。マリアのゴタゴタですっかり記憶の彼方かなたにいってしまったの」

　そう言った私に、ソラは小さくため息をつくと、

「しかし、俺らが必死に探っても得られなかったような情報を、何も知らなかったのによく掴んだよな」

　と今度はやや感心した風に呟く。

「う～ん、それは完全に偶然で、たまたま通りかかったからなんだけど」

「偶然、たまたまか……『闇の契約の書』の時もそうだったな」

「え、うん。そうだね」

　ソラがなんだか難しい顔になってそう呟いたので、私はなんだかドキッとしてしまった。

　いや、特に私は悪いことをしていないんだけど……闇の使い魔を得てしまったり、『闇の契約の書』を得てしまったりとゲームの通りに事が進んでいるので、元来の役割が悪役なだけになんだかやましい気持ちになってしまう。そんな必要はないとわかってはいるんだけど。

　ソラも攻略対象の勘でもしかして私を怪しいと感じているのかなとドキドキしたけど、ソラが口にしたのは、

「お前はなんだかんだで厄介ごとに巻き込まれやすいみたいだな。本当に気を付けろよ」

　という私を心配してくれる言葉だった。

　私はほっとすると同時に、嬉しくなった。私の周りには私を疑うような人はいなくて、皆、こうして心配してくれる優しい人ばかりだ。

「ありがとう」

　私は優しい同僚にお礼を言って、それぞれの仕事をするために別れた。







　ソラと別れ契約の書の解読のために使っている会議室に行くと、もうマリアの姿があった。

「おはようございます。カタリナ様、会合お疲れ様です」

　そう挨拶してくれたマリアの顔には、もう一昨日のような暗い色はなくて安心した。

「おはよう。マリア、マリアも任務お疲れ様」

　私がそう返すと、

「いえ、結局、何の成果も出せなかったんです」

　マリアは少し困ったような顔をした。

　ああ、そっか、マリアにはさっきの話はまだ伝わっていないんだ。

　私はマリアに先ほどラーナと話したことを伝えた。

「事件のことも知らなかったのに、そんな風に情報を得てしまうなんてカタリナ様はすごいです」

　話を聞いたマリアはそう言って私にキラキラした目を向けてきたが……。

「いや、本当にただの偶然だから」

　完全な偶然で聞いただけの話で、そんなキラキラした目を向けられる筋合いがまったくない私はいたたまれなくなり、顔の前で手をぶんぶんと振ってそう否定し話をそらした。

「ラーナ様はうちの国の貴族も絡んでいると思うから、もっと詳しく探ってみるって言っていたけどマリアはどう思う？」

　そう聞くと、マリアはあごに指を置き、真剣な顔で考え始めた。

「私もラーナ様の言う通りこちらの国の人間が絡んでいるのは間違いないと思います。私は実際に現場に行ったので……他国の人間だけで犯行を行うには難しい場所だと感じましたから」

　そうだった。マリアは令嬢が誘拐された現場に実際に行ったのだった。

「その現場は具体的にどんな感じだったの？　闇の魔法が使われたと聞いたけど気配が残っていたりしたの？」

「場所はのどかな農村でとても犯罪が起こるような場所には思えませんでした。男爵家の人々も働く農民も皆、顔見知りで身分の垣根なく仲よく暮らしているという感じでした。でもその分、余所よそから人が来ることはあまりないので皆、誰かしら余所の人が来れば記憶に残っているというような場所でした。なのに、誰も何も覚えていないのはあまりに不自然で、気配こそ感じませんでしたが、闇の魔法が使われたであろうことは明白でした。そこに偶然、私の魔法で記憶を取り戻した人が現れて」

「そう言えば、マリアが光の魔法で傷を治ち癒ゆしたら、農民の一人がその日のことを思い出したんだっけ？」

「はい、偶然でしたが、光の魔法で闇の魔法が薄れたのかもしれません。ただ他の記憶があいまいな方にも少し試させていただいていたんですが、そこは上手くいかなくて」

「え、他の人にも試したの？」

　おお、それは聞いていなかった。

「はい。何人かに試させていただいたんですが、他の方は記憶を戻すことはなかったのです」

　闇の魔力のかけ方なのか、使った者の違いなのか、はたまたマリアの光の魔力限界なのか、そのあたりはわからなかったが、とにかく得られた情報はその農民一人が見た貴族の馬車らしいものだけだったらしい。

「でも、カタリナ様のお陰で他国の貴族が関わっていること、我が国の港でその取引が行われることがわかったのですから、本当によかったです」

　そう言ってマリアがまたキラキラした目でこちらを見てきた。

　あ～、マリア、その目、いたたまれなくなるから勘弁して～。なんかムズムズするよ～とか思っていると、マリアはそっと目を伏せて、

「早くご令嬢を見つけてあげたいです。まだたった十二歳の女の子なんです。きっとすごく怖い思いをしているでしょうから」

　強こわばった表情になりそう続けた。

「……マリア」

　一昨日、見ず知らずの男たちに無理やり部屋に連れ込まれ怖い思いをしたマリアには、連れされたご令嬢のことが他ひ人と事ごととは思えないのだろう。

「ええ、早く助けてあげましょう。闇の魔力が何よ！　キースの時も、森の狸たぬき事件の時もばっちり解決してきたじゃない」

　今まで、闇の魔力が関わる事件に二度ほど（学園でのラファエル事件を入れれば三度ほど）巻き込まれてきた私たちだが、どれも問題なく解決してきた。

　魔法省の試験でドラゴンに出くわしたって倒してきたんだ。他国のおっさんの一人や二人倒すのなんて訳ないはずだ。

　まぁ、ドラゴンを倒したのはポチだけど……っていうかお城では外に出すなと言われていたのでポチのことを忘れてしまっていた！

「そ、そうだ。闇の魔法が相手ならポチも役に立つかもしれないし、ねぇ、ポチ」

　しばらくぶりに思い出して、そう影の中に声をかけると、影の中から元気に『ワン』と声が返ってきた。

　よかった勉強会だ会合だとしばらくバタバタしていて忘れかけていたけど、ポチは元気なようだ。ポチがご飯もいらない使い魔で本当によかった。

　ポチの元気な鳴き声にマリアも、

「そうですね。ポチちゃんもいますしね」

　とはにかんだ笑顔を見せた。

「ええ、ポチはピンチには助けてくれるから」

　そう胸を張って言って、ふと思った。そういえばお城で馬鹿貴族に手を上げられそうになった時にはポチは現れなかったな。

　だいたいああいう時に出てきてくれそうなものだけど、私が呼んでなかったからかな？

「カタリナ様、どうしました？」

　少し考え込んでしまった私をマリアが心配そうな瞳めで見ていた。

「ああ、ううん。なんでもないわ。さぁ、ご令嬢を早く助けてあげられるような魔法が何か書いてあるかも、契約の書の解読、頑張りましょう！」

　私はマリアにそう言って笑いかけた。

　ポチだって色々と都合があるだろうし、私も忘れていたからな。次にピンチの時は呼んでみよう。そう思って、私は久しぶりに契約の書を開いた。

　読めない難解な文字がびっちりと浮かび出て毎度のことながらげっそりした気分になった。
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「君はよくやってくれているよ。ありがとうサラ」

　そう言って彼は私の名を、呼び頭を撫でてくれたけど、今回、まったく思うように成果を上げられなかった私の気持ちは晴れなかった。

　近隣会合で人がごった返す中に彼の力を借りて潜り込み、カタリナ・クラエスに接触することが今回の任務だった。

　少し前に私たちが探していた『闇の契約の書』を先に手に入れたカタリナ・クラエス。彼女の動向を探り、必要ならその記憶を盗んでくるつもりだったのだが、まったく近づくこともできなかったのだ。

　原因はあの闇の使い魔だ。

　あれが私の存在に気付き強固に邪魔だてしてきたのだ。

　少しでも私が接近しようとするものなら現れて牙きばをむき出し威い嚇かくしてきたのだ。

　そのせいで近づくことすらできなかった。元々は私が作成したものだというのに、恩知らずな存在だ。

　しかし、カタリナの方も闇の使い魔を宿しながらまったく普通に生活できているのが、不思議だ。以前、ドラゴンの闇の使い魔を付けた男は闇に呑のまれ精神が崩壊したというのに、彼女にはまったくそんな様子はない。

　カタリナがもっと簡単に手に入れられる存在なら色々と調べてみたいのに、そう上手くもいかない。

　カタリナには支援者が多い。下手へたに手を出すと、もしかしたら彼にも何か被害が及ぶ可能性が高い。

　自分の命など彼のためならいくらでも投げ捨てられる。

　あの暗く恐ろしい場所から彼が引き上げてくれた時からそれは変わらない。だが、彼に何かあるのは絶対にダメだ。

　彼を守り、そして彼の望みを叶かなえることこそが私のすべてだ。そのためならなんだってする。たとえそのために他の誰かの命を奪うことになっても。
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「そうか、では城の方にもそのような報告が上がっていたのか」

　私、ラーナ・スミスこと、本名、スザンナ・ランドールは婚約者であり相棒でもあるこの国の第一王子、ジェフリー・スティアートの自室で眉を寄せてそう呟いた。

　朝、部下の一人であるカタリナ・クラエスから今回の事件の有力な情報を聞き出し、すぐに情報通のジェフリーのもとに駆けてきて尋ねると、彼からも同じ情報が上がっているという答えが返ってきた。

　おまけにそれは、ジェフリーの手の者によってさらに詳しく調べられており、情報の量や正確さも増していた。

「相変わらず情報も動きも早いな」

　私が思わずそう漏らすと、ジェフリーはいつものヘラヘラした笑みを浮かべて、

「表で活躍するのと違って、こういう裏で動くのは得意分野だからね」

　とやや物騒な発言をした。

　国の第一王子としてそれはどうかと思わなくもなかったが、極度のブラコンで弟たちをストーカーするのが趣味と言って憚はばからない彼には確かに表より裏が似合う気はした。

「しかし、それだけわかっていたならすぐにこちらに教えてくれてもよかっただろう。なぜすぐ知らせてくれなかった？」

　私がやや責めるようにそう言と、ジェフリーはワザとらしく眉を下げた。

「そう言ってもこちらもこの情報が来たのはつい一昨日のことで、それも持ってきた人物が人物だったんで、色々と確認が必要だったんだよ」

「ほぉ、そちらに情報を持ってきたのは誰だったんだ？」

「エテェネルの国王代理の王子様だよ」

　ジェフリーはさらりと答えたが、私は目を見張った。

「……それはまた大物だな」

「ああ、だからきちんと下調べして確認が必要だった。王子様への口止めとかもね」

　それはまぁ、大変だったのだろうということがうかがえたので私もこれ以上、愚痴を言うのはやめておいた。

「ああ、ちなみに王子様は君のとこのカタリナ嬢と一緒にその情報を知ったようだよ」

「カタリナと？」

「ああ、偶然、居合わせたみたいだ」

「そうか」

　では情報元は一緒になる訳だな。というかなぜカタリナとエテェネルの王子が一緒だったのか気になるところではあるが。

「まぁ、詳しくはその書類にまとめておいたから、後は魔法省のほうで頼むよ。こちらは会合の後片付けでまだまだ大変だからね。弟たちをこっそり愛めでる時間も返上して働かされてるんだから」

　そう最後に聞きたくない台詞を吐いたジェフリーに渡された資料を受け取り、冗談ではなく忙しそうな婚約者の元を早々に辞する。

　そして魔法省への帰りの馬車に乗り込み資料に目を通す。

　そこにはカタリナとエテェネルの王子がなぜ共に情報を得たのかも書かれていて、非常にわかりやすかった。

　その弟たちを溺愛する変態な性格はともかくジェフリーの細かく丁寧な仕事ぶりには感心する。

　うむ。そしてやはり予想通り闇の魔法が使われている可能性が高いようだ。

　しかし、最近、急に闇の魔法が絡む事件が増えた。これもあの闇の魔法に手を出したディーク侯爵家から消えたサラという女が絡んでいる気がする。

　闇の魔法が絡む事件の現場で目撃されるサラという女、一体、何がしたいのか、まだまったくわからない。

　ただおそらく彼女は単独で動いている訳ではない。

　彼女のバックにはそれなりに地位がある者が、それこそ国の内情にそれなりに関わっているくらいの地位の者が付いているのではないかと私は思っている。

　せっかく王族同士の血生臭い争いが片付いて平和になった国をまた血で汚すつもりなのか。ならば決して許す訳にはいかない。

　私は一人馬車の中で唇を噛かみしめた。
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　会合が終わり仕事に戻って数日後のお昼休み、昼食を堪たん能のうし、またマリアと共に難解な契約の書とにらめっこしていると、ソラが他部署への配達がてら様子を見に来た。

「解読はどうだ？　進んだか？」

　と意地悪な笑みを浮かべるソラに、

「会合で日が空いた分、さらにわからなくなったわ」

　とふくれっ面で愚痴をこぼしていると、突然、会議室のドアがノックもなくバタンと大きな音で開いた。

　マリアとソラと共に驚いてそちらに目をやるとラーナが勢いよく飛び込んできた。そして、

「どうやら、カタリナが掴んできた情報はかなり信ぴょう性が高いようだ。港はおそらくエテェネルとの交易港、オセアンだ。真偽を見定めるため早速、オセアンに赴くぞ」

　いまにもその港に走っていきそうな勢いでそう言った。

　その勢いはすごく私たち三人はこのままオセアンという港まで連れていかれるのではないかとおののいたが、サイラスが駆けつけてきてくれてなんとか事なきを得た。

　サイラスのとりなしというか、説教で少し正気に？　なったラーナはとりあえず今日、これからすぐに港に発たつというのは諦あきらめてくれたが、早めに行くというのは譲らなかった。
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　ようやく会合も終わり少しのんびりできそうな気がしていたが、どうもそう上手くはいかないらしい。

　結局、会合から戻って一日勤務しただけで、私たちはオセアンという港に向かう馬車に乗ることとなってしまった。
















会合おつかれ様お茶会







　近隣会合が無事に終わったので、クラエス家に皆を招待してお疲れ様のお茶会をすることにした。

　天気もよかったので、庭にテーブルを準備してもらい青空の下でのお茶会だ。

　お茶会と言っても義弟のキースに、ジオルド、アラン、メアリ、ソフィア、ニコル、マリアといつも遊びに来るほんの身内だけの集まりなので、たいそうなものではないのだけど。

「義姉ねえさん、そろそろ皆が到着する頃ころだよ」

　お茶会の準備も万端になった頃、キースにそう声をかけられて私は皆をお出迎えに出た。

「やぁ、カタリナ。お招きありがとうございます」

　ジオルドはそう言って私の手を取ると、自然に手の甲に口づけしてきた。

　会合の終わり頃に少し調子が悪そうだったジオルドだが、もうすっかり復活しており、攻略対象の色気をたっぷりお見舞してくれた。お陰で早々に赤面させられる。

「どうも」

　とジオルドと共にやってきたアランはいつも通りだ。

「本日はお招きありがとうございます。カタリナ様」

　そう言って満面の笑みでやってきたメアリは会合の疲れをまったく感じさせない。元気いっぱいである。

「お招きありがとうございます。カタリナ様、また新作の小説を持ってまいりました。この話がまた素晴らしくて―――」

　ソフィアは会合というより城にいる間、大好きな本を没収されていた。

　そのため会合が終わり読書を解禁され、もう夢中なようだ。目をランランに輝かせて本を抱えていた。

「ソフィア、少し落ち着け、本の話はお茶会が始まってからでいいだろう」

　いつも冷静なニコルはそう言ってやや暴走しそうな妹を窘たしなめると、私に向き合い、

「招待ありがとう」

　と微笑した。相変わらずその微笑ほほえみの威力はすごく一瞬、意識が飛びかけた。

　いや、最近ではだいぶ免疫がついて平気になっていたはずなのに、お城の合宿以降どうもまたニコルの魔性オーラの威力が増したのか、こうしてボーっとなってしまうのだ。困ったものだ。

「カタリナ様、お招きありがとうございます。これ少し作ってきましたのでよかったらどうぞ」

　今日も一段と愛らしいマリアはそう言って手作りのお菓子を差し出してくれた。

　内心、密ひそかに期待していた私は大喜びでお菓子を受け取った。

「ありがとうマリア、さっそくいただくわ」

　そうして準備したお茶会の席にマリアのお菓子も追加させてもらって皆で席に着いた。

「会合、お疲れ様でした」

　なんとなく仕事終わりの乾杯のノリで私がそう言ってカップを掲げる。

　ジオルド、キースは苦笑してカップを掲げ、アランは「なんだそれ」と怪け訝げんな顔をする。

　メアリとマリアは笑顔で同じようにしてくれ、本が解禁されテンション高めのソフィアはなんだったら私より高めに掲げてくれた。ニコルも無表情でそれにならう。

　こうしてお疲れ様、お茶会は始まった。

「いや～、でも大したこともなく会合が終わってよかったわ」

　私がマリアの手作りお菓子を頬ほお張ばりながらそう漏らすと、

「「「「「「　え!?　」」」」」」

　皆がそう声をあげて硬まった。

　ん、私何か変なこと言ったかしら？

　はてなマークを浮かべる私に頭を押さえながらキースが、

「義姉さん、会合の帰りの馬車でも同じようなことを言って僕がなんて言ったか覚えている」

　と低い声で聞いてきた。

　その声色でキースが呆あきれ怒っていることを長年の付き合いでわかった私は記憶を引っ張りだした。

「え～と、確か……ドレス破って木を登って窓から部屋に突入したのは大きな失敗ではないとかなんとかだったっけ？」

　必死に思い出してそう口にすればキースは、

「覚えいてくれて何よりだよ」

　と笑顔で言ったが、目がまったく笑っていない。これは怒っている。

　今は皆がいるから、あれだけど後でお説教されそうな予感がプンプンする。

「しかし、カタリナにとっては誘拐犯のところに単独で乗り込んだ出来事は大したことにならないんですね。なんだか僕らの見解とは大きな隔たりを感じますよ」

　と今度はジオルドがどこか遠い目をして言った。

「ああ、そこは大きく同意する。俺おれたちからしたらドレスを破って木を登って窓から誘拐犯の部屋に乗り込むのはかなり大したことだからな」

　アランも大きく頷うなずいてそう言った。

　うっ、そう言われればかなり無茶をして皆にすごく心配をかけてしまったのだった。

　いや、決して忘れた訳ではなかったのだが、喉のど元すぎればなんとやらで、会合自体は問題なく終わったしという感じで―――。

「その節はたくさん、ご心配かけてしまってごめんなさい」

　言い訳は浮かんだが、事実は事実であり私は改めて皆にそう言って頭を下げた。

　だって皆が本当に心配してくれたのをあの後ですごくわかったから。だが、そんな私の謝罪に被かぶせるように、マリアが身を乗り出して、

「あの、でもそもそもは私のせいでカタリナ様まで危険な目にあわせてしまって、私の方こそすみませんでした」

　そう言って頭を深く下げてきたので、私は驚いてしまった。

　確かに私は攫さらわれたマリアを助けるために部屋に乗り込んだ訳だが、それでマリアが謝る必要なんてまったくない。マリアはただ無理やり馬ば鹿かな貴族子息に部屋に連れ込まれた完全な被害者だ。だから、

「マリアが謝る必要なんてないわ！」

　私は椅い子すから乗り出してそう大きな声で否定した。

「そうですよ。マリア、あなたが謝る必要なんてまったくありません。あなたは被害者なんですから」

　私に続いてジオルドも穏やかな声でマリアにそう声をかけた。

「そうだよ。マリア、君が気にする必要はないよ。義姉さんについては勝手に暴走しただけなんだから気にしないで」

　とキース。

「ああ、その通りだ。この馬鹿は勝手に自分から一人で突っ込んだんだから自じ業ごう自じ得とくだ。だからそこは気にするな」

　とアラン。

「うむ、その通りだ」

　とニコル。

　ソフィアもメアリもうんうんと頷いている。

　間になんだか私が責められているような言葉もチラホラあったが、まぁ、そこはその通りなので私もうんうんと頷く。

　皆にそう言われ、うつむいていたマリアもようやく顔を上げてくれた。

「……ありがとうございます」

　そう照れたように言ったマリアは、それは愛らしくて、私の心臓を撃ち抜いてくれた。

「マリア～、大丈夫よ。また何かあったらいつでも私が助けに行くわ」

　マリアの可愛かわいさにデレデレになってそう言うと、

「義姉さん、言った傍そばからまたそういうことを……」

「頼みますから、次は必ず僕を頼ってください」

「おい、また暴走する気か」

「もう危険なことはしないと言っただろう」

　と男性陣から一斉に突っ込みが入り、尚なお且かつなんとも言えない目を向けられてしまった。

　そして、メアリやソフィアにも「もう危険なことはしないでください」と切ない目で言われてしまう。

　うっ、いたたまれない。なんとも言えない雰囲気だ。

　これは話題をそらさなくては、そもそも会合の話題が駄目なんだわ。ここはその前の勉強合宿の話題を振りましょう。

「あ、え～と、その勉強合宿は大変だったけど、なんだかんだで、ずっと皆と過ごせてそこは楽しかったわ～」

　明らかな話題転換だったが、それでもほとんど一緒に過ごしたメアリとソフィアは乗ってきてくれた。

「そうですわね。お勉強は大変でしたけど、一緒に過ごせたのは楽しかったです」

「ええ、久しぶりにずっとカタリナ様とご一緒できて嬉しかったですわ」

　ソフィアとメアリは講義もご飯も一緒で泊まりの部屋も近かったからね。学園の寮生活以来だった。

「お城の大浴場にも入ったしね、大きくて楽しかったわ」

　ソフィアと入ったお城のお風ふ呂ろのことを思い出してそう語ったら、

「うっ」

　と突然、メアリがうつむいて顔を手で覆ってしまった。

「え、ど、どうしたのメアリ？」

「いえ、少し切なく不ふ甲が斐いない出来事を思い出してしまって」

　と切ない声で言った。

　ああ、そう言えばメアリは体調不良でお風呂に入れなかったのだ。珍しいお城のお風呂にきっと入りたかったのだろう。この話題はやめておこう。

「え～と……そうだ！　講義の最初の日はかなり大変でめげそうだったけど、久しぶりにキースになでなでしてもらったから頑張れたのよね。キースありがとう」

　初日を思い出してそうキースに声をかけると、

「ね、義姉さん、そ、その話はまた別の時にして……」

　となぜかキースに必死に首を振られてしまった。

　私としては嬉しいほっこり話だったのに、あまりのキースの必死さとなんだかジオルドのオーラがひんやりした気がして、仕方なくまた話題を変えることにした。

　う～ん、他ほかに何か――あっ、そうだ！

「合宿中にアラン様の演奏を特別に聞かせてもらったんですよ。あの時は途中で寝てしまってすみませんでした」

　講義の間にアランに特別に私のためにピアノを弾いてもらったのだ。

　ただあまりの心地よさに眠ってしまったのだ。起きたらもうアランはいなくて、お詫わびを言い忘れていた。

「……ああ、あのことか、別に」

　アランはそう言うとそっぽを向いてしまった。心なしか顔が赤い気がする。そんなアランをメアリがじーっと見ていた。なんだかここにももう話を持っていけない雰囲気を感じて、今度はアスカルト兄妹に話を振る。

「ソフィアにはお茶会に招待してもらったのに、結局、倒れてしまってごめんなさいね。すごく素敵な席を用意してもらったのに」

　ソフィアには朝のお茶会に招待してもらったのに、始まる前にサプライズでニコルを呼びに行く途中、貧血で倒れてしまいそのままお開きになってしまったのだ。

　緑の綺き麗れいな中庭に素敵なお茶会の場を準備してもらったのに、本当に残念だった。

　しかし、そんな私の謝罪に、ソフィアはなぜか縮こまって、

「ああ、いえ、あれはそのこちらこそすみません」

　とペコペコと頭を下げてきた。

「え、なんでソフィアが謝るの？」

　ソフィアに非なんてないのに。

「あ、いえ、それはその」

　慌てふためくソフィアに代わりニコルが、

「ソフィアは体調が悪いのに気付かずに引っ張り回してすまないと言っているんだろう」

　そう冷静な声で告げた。

「そ、そうなんです」

　ソフィアもうんうんと頷く。

「そうなの。でも、私も体調が悪いなんてわからなかったのだから、気にしないで。むしろ全然元気だったと思うんだけど、倒れた時のこともよく覚えてないし、私、ニコル様の部屋には行かなかったんですよね？　なんだかお部屋にお邪魔したような気もするのですけど？」

　おぼろげな記憶をたどってそう言えば、

「いや、俺の部屋には来ていない。おそらく記憶が混乱しているのだろう」

　と無表情のニコルにきっぱりと言われた。

　まぁ、あの後にゲームに関する夢も見て色々と混乱していたから、そうかもしれないなと思う。

「まぁ、でも色々とあったけど、久しぶりに皆と一緒に過ごせて楽しかったわ」

　学生の時はこんな風によく皆で集まっていたけど、皆が仕事をするようになってなかなか会える機会も減ってしまっていたから、今回は大変だったけど楽しかった。

　勉強会や会合はもう当分したくはないけど、またこんな風に皆でしばらくわいわいできればいいのにな。そんな風に思っていると、

「でしたら、今度、僕と王族の別荘にでも一緒に泊まりに行きますか？　自然豊かで素晴らしい場所ですよ」

　ジオルドがそんな風に提案してくれた。

「本当ですか？　ぜひ行ってみたいです」

　すぐ乗り気になった私に、他の皆も、

「そうですね。義姉さん、ぜひここにいる皆で別荘にお邪魔させてもらいましょう」

「ええ、そうですわ。ぜひ皆で行きましょ。ねぇ、アラン様」

「あ、ああ、そうだな」

「楽しみですね」

「そうだな」

「王族の別荘、すごいですね」

　こうしてまた今度、皆でお休みを合わせて別荘に行きましょうということになった。今から楽しみだ。

　ただ肝心の提案したジオルドはいまいち目が笑っていない気がしたけど、きっと気のせいだろう。
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あとがき










　皆さん、こんにちは、あるいはお久しぶりです。山口悟です。

『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』もついに八巻目となりました。

　こうしてここまでこられたのも、応援して下さった皆様のお蔭です。本当にありがとうございます。

　今回の舞台はお城です。いつもの仲間たちとのお泊り合宿に、他国の貴族が集まる近隣諸国の会合とイベント目白押しです。他国からの新キャラも登場しますので、どうぞよろしくお願いします！

　また巻末にはひだかなみ様のおまけマンガが掲載されるということなので、そちらもぜひお楽しみください。

　最後に、素敵なイラストを描いてくださったひだかなみ様、編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。皆様、本当にありがとうございました。

山口　悟
















特典ＳＳ







　俺、ソラ・スミスは魔法省の任務で捜査のため、城で行われる会合に使用人として潜入していた。こういった仕事は初めてではないが、共に捜査のため潜入しているマリアは初めてなのでそちらの様子も確認してフォーローする必要があるので大変だ。だがここにきて、この顔があだとなっている。自慢ではないが俺は顔がよく女受けする。今までのゴロツキの潜入仕事ではそれを活かして女を口説いて情報を得たりしてきたが、今の場でそれを求められることはないのでするつもりはない。

　なのに、キャアキャアと使用人の女性たちがこちらを見て騒いでいる。目立ちたくない俺はうんざりする。これでもかなり地味に見えるようにしてあるというのに、女という生き物は敏いな。そんなことを思っていると「ソラ？」と聞きなれた声で名を呼ばれた。声の方へ目を向けると、そこには綺麗に着飾った魔法省の同僚、カタリナの姿があった。

　普段と違い丁寧にほどこされた化粧に美しい衣装は、いつもがさつな彼女を美しい女性に変えていた。一瞬、ポカーンと見つめてしまったが、すぐにはっとなり今は任務中だということを思い出す。すぐにモードを切り替えて、迷惑そうな顔を作り、

「どうかされましたでしょうか？」

　と取りつくろった笑顔で声をかける。これで察してくれるだろうかと思ったが、そこはカタリナ「なんなのよ」と不満そうな顔になったため、小声で、

「いいから、余計なことはしゃべるな」

　と告げ、カタリナをそっと人の目の届かないところへと誘導し、そこで改めて口を開く。

「マリアにも会ったんだろう。なら俺がどういう経緯でここにいるかもわかるだろう」

　潜入捜査中で目立ちたくない中、公爵家の令嬢と知り合いだなどとなれば注目されてしまう。そう言うとようやくカタリナにも伝わったようで「捜査中だから魔法省の職員だとばれるとまずい？」とおずおずと返してきたので、

「その通りだ。よくわかってるじゃないか」

　とやや皮肉まじりに答えた。さらに今回の任務は一部の人間しか知らない極秘であることなど言い聞かせるとカタリナは「はい」と素直に頷いた。

　それでも、魔法省の職員として気になるのか任務について聞いてきたが、

「お前は知らなくていいというか絶対に首を突っ込むなよ。お前が関わるとかえって面倒なことが起こる」

　俺はそう言ってカタリナの介入を拒んだ。

　半分は本音だがトラブル体質のカタリナを巻き込みたくなかったのもある。

「じゃあ、俺は忙しいから、お前は貴族のお嬢様としての任務を頑張ってくれ」

　俺はそう言い残し、カタリナの前を去った。最後にその美しく着飾った姿を目に焼き付けて。仕事は大変だが、先ほどより少しやる気が出た気がした。










乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…８
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